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大　学　の　理　念
進取の精神に立って知の創造に努め、地域に根ざした大学として、医療を通じて

豊かで健康的な社会の実現に貢献する。

大　学　の　目　的
広く知識を授けると共に深く薬学に関する教育研究を行い、有為な人材を育成し、

人類の福祉と文化の向上に寄与することを目的とする。

薬　学　部　の　目　的
薬学部は、豊かな教養と薬学及び生命科学の深奥なる知識を身に付けさせるとと

もに、高い人権意識と深い人間愛を併せ持つ人材を育成する。

薬　学　科　の　目　的
薬学科は、薬に対する幅広い知識を持つとともに、医療人に相応しい、高い実践

能力と研究力、倫理観と使命感を併せ持つ、社会に貢献できる質の高い薬剤師の

養成を目的とする。

薬　科　学　科　の　目　的
薬科学科は、健康、生命に関する有機的・総合的な知識を持つとともに、応用力、

研究力を身に付けた薬学を基盤とする多様な分野で活躍できる人材の養成を目的

とする。
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学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
薬学科
　薬学科において、必要な所定の単位を修得し、以下の資質と能力を有した学生に対して卒業を認定し、「学士（薬
学）」を授与します。
１．医療人として相応しい倫理観と社会性を有していること。
２．国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。
３．薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度を有していること。
４．薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
５．チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
６．薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
７．地域における必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
８．薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。
９．�薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行する意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を有
していること。

薬科学科
　薬科学科において、必要な所定の単位を修得し、以下の資質と能力を有した学生に対して卒業を認定し、「学士（薬
科学）」を授与します。
１．医療に関わるために必要な倫理性と社会性を身に付けていること。
２．国際化に対応できる基礎的な語学力を有していること。
３．創薬研究などに必要な基礎的知識と技能・態度を有していること。
４．科学的な課題を探求し、解決する能力を有していること。
５．研究者に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
薬学科
　薬学科では、薬に対する幅広い知識を持つとともに、医療人に相応しい、高い実践能力と研究力、倫理観と使命
感を併せ持つ、社会に貢献できる質の高い薬剤師の養成を目的とし、以下のカリキュラムを編成しています。
１．基礎教育・ヒューマニズム教育
　　�薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と医療人に相応しい倫理観と社会性、及びコミュニケーション能力の基本を
身に付けます。

２．語学教育
　　�国際化に対応できる語学力を養います。
３．薬学専門教育
　　�「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を基本とした、薬物に関する幅広い科学的知識を修得します。
４．医療薬学教育
　　�薬の専門家として患者や医療チームから信頼される薬剤師を養成します。また、薬剤師として必要な知識・技
能及び態度を修得するために、病院と薬局において参加型実務実習を行い、コミュニケーション能力、プレゼ
ンテーション能力及び生涯にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度の必要性を体得し
ます。さらに、地域における人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を養います。

５．実習科目
　　�講義で得た知識に基づいて、研究活動に必要な技能・態度を身に付けます。さらに、問題発見・解決能力を醸
成するために、４年次から研究室に所属し卒業研究を行います。

薬科学科
　薬科学科では、健康、生命に関する有機的・総合的な知識を持つとともに、応用力、研究力を身に付けた薬学を
基盤とする多様な分野で活躍できる人材の養成を目的とし、以下のカリキュラムを編成しています。
１．基礎教育・ヒューマニズム教育
　　�薬学を学ぶ上での基礎学力の養成と、医療の担い手に相応しい倫理性と社会性、及びコミュニケーション能力
の基本を身に付けます。

２．語学教育
　　�国際化に対応できる語学力を養います。
３．薬学専門教育
　　�薬学の基礎知識及び薬の物性と構造、反応などの知識について体系的に修得します。
４．実習科目
　　�講義で得た知識に基づき、研究活動に必要な技能・態度を身に付けます。さらに、問題発見・解決能力を醸成
するために研究室に所属し卒業研究を行います。
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薬学科カリキュラムマップ（平成２７年度～平成２９年度入学生）
カリキュラム・ポリシー 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 ディプロマ・ポリシー

基礎教育
ヒューマニズム教育
薬学を学ぶ上での基礎学力の
養成と医療人に相応しい倫理
観と社会性、及びコミュニケ
ーション能力の基本を身に付
けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学１・２
化学、 化学演習　
情報科学演習
身体運動科学
スポーツ・運動実習１
薬学入門
早期体験学習１

（選択科目）
情報科学

教養（選択科目）
文学の世界、 歴史と社会、 地球環境論、 政治と社会、 基礎心理学、 
法と社会、 経済の世界、 社会分析の基礎、 人間と宗教、 文化人類
学、 倫理と社会、 コーチング論、 スポーツ・運動実習２、 数理論理
学

（必修科目）
数理統計学
心理社会
（選択科目）
医工薬連環科学

（必修科目）
コミュニケーション
医療と法

（必修科目）
生命医療倫理
制度経済

（選択科目）
医療政策論
医療倫理論

医療人として相応しい倫理観
と社会性を有していること。

語学教育
国際化に対応できる語学力を
養います。

（必修科目）
英語リスニング１・２
英語リーディング１・２
（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２
中国語１・２
ハングル１・２

（必修科目）
英語スピーキング１・２
英語ライティング１・２

（必修科目）
異文化言語演習１・２

（必修科目）
薬学英語

国際化に対応できる基礎的な
語学力を有していること。

※　学術論文講読 ※　学術論文講読 ※　学術論文講読

薬学専門教育
「薬学教育モデル・コアカリ
キュラム」を基本とした、薬
物に関する幅広い科学的知識
を修得します。

（必修科目）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学
物理化学１、 分析化学１

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
基礎漢方薬学
薬用天然物化学１
物理化学２・３
分析化学２
生物無機化学、 衛生薬学１

（必修科目）
有機化学４、 合成化学
分子細胞生物学
免疫学、 ゲノム医科学
病態生化学
薬用天然物化学２
放射化学、 応用分析学
衛生薬学２・３・４
　
（選択科目）
応用放射化学

（必修科目）
医薬品化学１・２
 
（選択科目）
薬品合成化学
生物物理化学

（選択科目）
先端分子医科学１
先端分子医科学２
先端分子医科学３
　
　

薬の専門家として必要な幅広
い科学的知識・技能・態度を
有していること。

医療薬学教育
薬の専門家として患者や医療
チームから信頼される薬剤師
を養成します。また、薬剤師
として必要な知識・技能及び
態度を修得するために、病院
と薬局において参加型実務実
習を行い、コミュニケーショ
ン能力、プレゼンテーション
能力及び生涯にわたる自己研
鑽力と次世代を担う人材を育
成する意欲と態度の必要性を
体得します。さらに、地域に
おける人々の健康増進、公衆
衛生の向上に貢献する能力を
養います。

（必修科目）
機能形態学１
人体の構造と病態１・２
早期体験学習２

（必修科目）
生物薬剤学１
機能形態学２
薬理学１
薬物治療学１・２

（必修科目）
生物薬剤学２
薬物動態解析学
物理薬剤学
製剤学
薬理学２・３
薬物治療学３・４
医薬品情報学
医療統計学

（必修科目）
臨床薬物動態学
薬理学４、医薬品安全性学
医療薬剤学、個別化医療
薬事関連法・制度
コミュニティファーマシー
医薬品情報演習
薬学基礎演習
臨床導入学習１・２

（選択科目）
アドバンスト薬物治療学１
病態・薬物治療学演習
臨床感染症学、臨床栄養学
臨床化学、 臨床生理学

（必修科目）
病院実務実習
薬局実務実習

（必修科目）
薬局方総論
医薬品情報評価学
薬学総合演習
　
（選択科目）
漢方医学概論
レギュラトリーサイエンス
アドバンスト薬物治療学２
アドバンスト薬物治療学３
創薬薬理学
医療情報学

薬剤師として医療に関わるた
めの基本的知識・技能・態度
を有していること。

チーム医療や薬物療法に必要
な専門的知識・技能・態度を
有していること。

薬の専門家に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレゼン
テーション能力を有している
こと。

地域における必要な情報を適
切に発信し、人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢献す
る能力を有していること。

薬学・医療の進歩に対応する
ために自己研鑽し、次なる人
材を育成する意欲と態度を有
していること。

実習科目
講義で得た知識に基づいて、
研究活動に必要な技能・態度
を身に付けます。さらに、問
題発見・解決能力を醸成する
ために、４年次から研究室に
所属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
 

（必修科目）
生物学実習
漢方・生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬剤学実習
薬理学実習

特別演習・実習（必修科目） 薬学・医療の進歩と改善に役
立てる研究を遂行する意欲と
科学的根拠・研究に基づく問
題発見・解決能力を有してい
ること。

※　卒業研究の一環として実施しています。
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薬学科カリキュラムマップ（平成２７年度～平成２９年度入学生）
カリキュラム・ポリシー 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 ディプロマ・ポリシー

基礎教育
ヒューマニズム教育
薬学を学ぶ上での基礎学力の
養成と医療人に相応しい倫理
観と社会性、及びコミュニケ
ーション能力の基本を身に付
けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学１・２
化学、 化学演習　
情報科学演習
身体運動科学
スポーツ・運動実習１
薬学入門
早期体験学習１

（選択科目）
情報科学

教養（選択科目）
文学の世界、 歴史と社会、 地球環境論、 政治と社会、 基礎心理学、 
法と社会、 経済の世界、 社会分析の基礎、 人間と宗教、 文化人類
学、 倫理と社会、 コーチング論、 スポーツ・運動実習２、 数理論理
学

（必修科目）
数理統計学
心理社会
（選択科目）
医工薬連環科学

（必修科目）
コミュニケーション
医療と法

（必修科目）
生命医療倫理
制度経済

（選択科目）
医療政策論
医療倫理論

医療人として相応しい倫理観
と社会性を有していること。

語学教育
国際化に対応できる語学力を
養います。

（必修科目）
英語リスニング１・２
英語リーディング１・２
（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２
中国語１・２
ハングル１・２

（必修科目）
英語スピーキング１・２
英語ライティング１・２

（必修科目）
異文化言語演習１・２

（必修科目）
薬学英語

国際化に対応できる基礎的な
語学力を有していること。

※　学術論文講読 ※　学術論文講読 ※　学術論文講読

薬学専門教育
「薬学教育モデル・コアカリ
キュラム」を基本とした、薬
物に関する幅広い科学的知識
を修得します。

（必修科目）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学
物理化学１、 分析化学１

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
基礎漢方薬学
薬用天然物化学１
物理化学２・３
分析化学２
生物無機化学、 衛生薬学１

（必修科目）
有機化学４、 合成化学
分子細胞生物学
免疫学、 ゲノム医科学
病態生化学
薬用天然物化学２
放射化学、 応用分析学
衛生薬学２・３・４
　
（選択科目）
応用放射化学

（必修科目）
医薬品化学１・２
 
（選択科目）
薬品合成化学
生物物理化学

（選択科目）
先端分子医科学１
先端分子医科学２
先端分子医科学３
　
　

薬の専門家として必要な幅広
い科学的知識・技能・態度を
有していること。

医療薬学教育
薬の専門家として患者や医療
チームから信頼される薬剤師
を養成します。また、薬剤師
として必要な知識・技能及び
態度を修得するために、病院
と薬局において参加型実務実
習を行い、コミュニケーショ
ン能力、プレゼンテーション
能力及び生涯にわたる自己研
鑽力と次世代を担う人材を育
成する意欲と態度の必要性を
体得します。さらに、地域に
おける人々の健康増進、公衆
衛生の向上に貢献する能力を
養います。

（必修科目）
機能形態学１
人体の構造と病態１・２
早期体験学習２

（必修科目）
生物薬剤学１
機能形態学２
薬理学１
薬物治療学１・２

（必修科目）
生物薬剤学２
薬物動態解析学
物理薬剤学
製剤学
薬理学２・３
薬物治療学３・４
医薬品情報学
医療統計学

（必修科目）
臨床薬物動態学
薬理学４、医薬品安全性学
医療薬剤学、個別化医療
薬事関連法・制度
コミュニティファーマシー
医薬品情報演習
薬学基礎演習
臨床導入学習１・２

（選択科目）
アドバンスト薬物治療学１
病態・薬物治療学演習
臨床感染症学、臨床栄養学
臨床化学、 臨床生理学

（必修科目）
病院実務実習
薬局実務実習

（必修科目）
薬局方総論
医薬品情報評価学
薬学総合演習
　
（選択科目）
漢方医学概論
レギュラトリーサイエンス
アドバンスト薬物治療学２
アドバンスト薬物治療学３
創薬薬理学
医療情報学

薬剤師として医療に関わるた
めの基本的知識・技能・態度
を有していること。

チーム医療や薬物療法に必要
な専門的知識・技能・態度を
有していること。

薬の専門家に必要なコミュニ
ケーション能力及びプレゼン
テーション能力を有している
こと。

地域における必要な情報を適
切に発信し、人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢献す
る能力を有していること。

薬学・医療の進歩に対応する
ために自己研鑽し、次なる人
材を育成する意欲と態度を有
していること。

実習科目
講義で得た知識に基づいて、
研究活動に必要な技能・態度
を身に付けます。さらに、問
題発見・解決能力を醸成する
ために、４年次から研究室に
所属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
 

（必修科目）
生物学実習
漢方・生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬剤学実習
薬理学実習

特別演習・実習（必修科目） 薬学・医療の進歩と改善に役
立てる研究を遂行する意欲と
科学的根拠・研究に基づく問
題発見・解決能力を有してい
ること。

※　卒業研究の一環として実施しています。
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薬科学科カリキュラムマップ（平成２７年度～平成２９年度入学生）
カリキュラム・ポリシー 1年次 2年次 3年次 4年次 ディプロマ・ポリシー

基礎教育
ヒューマニズム教育

薬学を学ぶ上での基礎学力の
養成と、医療の担い手に相応
しい倫理性と社会性、及びコ
ミュニケーション能力の基本
を身に付けます。

（必修科目）
数学１・２、 物理学１・２
化学、 化学演習　
情報科学演習
身体運動科学
スポーツ・運動実習１
薬学入門
早期体験学習１
　
（選択科目）
情報科学

教養（選択科目）
文学の世界、 歴史と社会、 地球環境論、 政治と社会、 基礎心理学、 
法と社会、 経済の世界、 社会分析の基礎、 人間と宗教、 文化人類
学、倫理と社会、 コーチング論、 スポーツ・運動実習２、 数理論
理学

（必修科目）
数理統計学
心理社会
　
（選択科目）
医工薬連環科学

（必修科目）
コミュニケーション
医療と法

医療に関わるために必要な倫
理性と社会性を身に付けてい
ること。

語学教育

国際化に対応できる語学力を
養います。

（必修科目）
英語リスニング１・２
英語リーディング１・２

（選択必修科目）
ドイツ語１・２
フランス語１・２
中国語１・２
ハングル１・２

（必修科目）
英語スピーキング１・２
英語ライティング１・２

（必修科目）
異文化言語演習１・２

 

国際化に対応できる基礎的な
語学力を有していること。

※　学術論文講読

薬学専門教育

薬学の基礎知識及び薬の物性
と構造、反応などの知識につ
いて体系的に修得します。

（必修科目）
基礎有機化学
有機化学１
生物学
基礎細胞生物学
生化学１、 生薬学
物理化学１、 分析化学１
機能形態学１
人体の構造と病態１・２
早期体験学習２
 
 
 
 

（必修科目）
有機化学２・３
有機スペクトル解析学
生化学２・３
微生物学、 病原微生物学
基礎漢方薬学
薬用天然物化学１
物理化学２・３
分析化学２
生物無機化学、 衛生薬学１
生物薬剤学１
機能形態学２
薬理学１
薬物治療学１・２
 
 
 

（必修科目）
有機化学４、 合成化学
分子細胞生物学
免疫学、 ゲノム医科学
病態生化学
薬用天然物化学２
放射化学、 応用分析学
衛生薬学２・３・４
生物薬剤学２
薬物動態解析学
物理薬剤学
製剤学
薬理学２・３
薬物治療学３・４
医薬品情報学
医療統計学
 
（選択科目）
 応用放射化学
 
 

（必修科目）
バイオインフォマティクス
分子設計学
 
（選択科目）
医薬品化学
薬品合成化学
生物物理化学
薬理学４
 
 
 
 

創薬研究などに必要な基礎的
知識と技能・態度を有してい
ること。

科学的な課題を探求し、解決
する能力を有していること。

研究者に必要なコミュニケー
ション能力及びプレゼンテー
ション能力を有していること。実習科目

講義で得た知識に基づき、研
究活動に必要な技能・態度を
身に付けます。
さらに、問題発見・解決能力
を醸成するために研究室に所
属し卒業研究を行います。

（必修科目）
基礎薬学実習
基礎有機化学実習
 

（必修科目）
生物学実習
漢方・生薬学実習
物理・放射化学実習
分析化学実習

（必修科目）
有機化学実習
生物科学実習
衛生薬学実習
薬剤学実習
薬理学実習

（必修科目）
特別演習・実習（前期・後期）

※　卒業研究の一環として実施しています。
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薬剤師として求められる基本的な資質

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、生涯にわ
たって薬の専門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守ることを通して社会に貢
献する。
６年卒業時に必要とされている資質は以下の通りである。

（薬剤師としての心構え）
薬の専門家として、豊かな人間性と生命の尊厳について深い認識をもち、薬剤師の義務

及び法令を遵守するとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、責任感及び倫理観を有
する。

（患者・生活者本位の視点）
患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立場に立って、

これらの人々の安全と利益を最優先する。

（コミュニケーション能力）
患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を提供する

ためのコミュニケーション能力を有する。

（チーム医療への参画）
医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬剤師に求

められる行動を適切にとる。

（基礎的な科学力）
生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学に関する

基本的知識・技能・態度を有する。

（薬物療法における実践的能力）
薬物療法を総合的に評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進するために、医薬品を供

給し、調剤、服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理を実践する能力を有する。

（地域の保健・医療における実践的能力）
地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々の健康増進、

公衆衛生の向上に貢献する能力を有する。

（研究能力）
薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解決能力を

有する。

14

（自己研鑽）
薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯に

わたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。

（教育能力）
次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。
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＜シラバス内の記載について＞

　平成27年度入学生からの本学のカリキュラムは薬学教育モデル・コア

カリキュラム（平成25年度改訂版）に基づいて作成されています。

　薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成25年度改訂版）については、

巻末に掲載していますので、参照してください。

　GIO　　�general�instructional�objective� 一般目標�

薬剤師として求められる基本的な資質を身に付けるための一般目標

　SBO　　�specific�behavioral�objective� 到達目標�

GIO を達成するための到達目標

　コアカリキュラム番号・・・・・改訂コアカリキュラム番号

　　例：【Ａ⑴①-1】【Ｃ1⑴①-1】

　【＊】・・・・・コアカリキュラムとは別の薬学アドバンスト教育の内容や、

大学独自の内容

　科目担当者についての記載

　　☆・・・・・・・科目の担当代表者

　　※・・・・・・・非常勤講師
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令和２度　開講科目

担 当 教 員 一 覧
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令和２年度  4 年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）

応用薬学科目
薬 学 英 語(薬 学 科) ☆教 授 Ｐ ｈ． Ｄ． スミス 朋 子

〃 ※講 師 教育学博士 神 前 陽 子
〃 ※講 師 修士(言語文化学) 堀   朋 子
〃 ※講 師 Ｍ． Ｓ． 村 木 美紀子
〃 ※講 師 Ｐ ｈ． Ｄ． 天ヶ瀬 葉 子

バイオインフォマティクス(薬科学科) 教 授 理 学 博 士 井 上 晴 嗣
生 物 物 理 化 学 准教授 博士(薬学) 友 尾 幸 司
分子設計学(薬科学科) 准教授 博士(薬学) 友 尾 幸 司
薬 品 合 成 化 学 教 授 薬 学 博 士 宇佐美 吉 英
医薬品化学(薬科学科) 教 授 博士(薬学) 平 野 智 也
医薬品化学１(薬学科) 教 授 博士(薬学) 平 野 智 也
医薬品化学２(薬学科) 教 授 博士(薬学) 平 野 智 也
薬事関連法・制度(薬学科) 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
医療薬学科目

薬 理 学 ４ 教 授 博士(薬学) 大喜多   守
臨床薬物動態学(薬学科) ☆教 授 博士(薬学) 宮 崎   誠

〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
アドバンスト薬物治療学１(薬学科) ☆教 授 医 学 博 士 松 村 人 志

〃 教 授 医 学 博 士 林   哲 也
〃 教 授 医 学 博 士 駒 野   淳
〃 教 授 博士(医学) 福 森 亮 雄
〃 准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
〃 准教授 博士(薬学) 幸 田 祐 佳
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 講 師 博士(薬学) 山 口 敬 子
〃 ※講 師 医 学 博 士 島 本 史 夫

医療薬剤学(薬学科) ☆教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博士(薬学) 岩 永 一 範
〃 講 師 博士(薬学) 内 田 まやこ

個別化医療(薬学科) ☆准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
〃 准教授 博士(薬学) 細 畑 圭 子
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児

コミュニティファーマシー(薬学科) ☆教 授 博 士(医 学)
博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子

医薬品安全性学(薬学科) 講 師 博士(薬学) 河 合 悦 子
医薬品情報演習(薬学科) ☆准教授 博士(薬学) 角 山 香 織

〃 教 授 博士(医学) 中 村 敏 明
臨床栄養学(薬学科) ※講 師 博士(医学) 瀧 谷 公 隆
臨床感染症学(薬学科) ☆教 授 医 学 博 士 駒 野   淳

〃 ※講 師 医 学 博 士 浮 村   聡
病態・薬物治療学演習(薬学科) ☆教 授 医 学 博 士 松 村 人 志

〃 教 授 医 学 博 士 林   哲 也
〃 教 授 医 学 博 士 駒 野   淳
〃 教 授 博士(医学) 福 森 亮 雄
〃 准教授 博士(薬学) 井 尻 好 雄
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病態・薬物治療学演習(薬学科) 准教授 博士(薬学) 幸 田 祐 佳
〃 准教授 博士(薬学) 細 畑 圭 子
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 講 師 博士(薬学) 山 口 敬 子
〃 講 師 博士(薬学) 内 田 まやこ

生命医療倫理(薬学科) 教 授 博士(文学) 阪 本 恭 子
制 度 経 済(薬 学 科) 准教授 修士(法学) 城 下 賢 一
薬学基礎演習(薬学科) 教 授 薬 学 博 士 大 桃 善 朗
臨 床 化 学(薬 学 科) 講 師 博士(薬学) 山 口 敬 子
臨床生理学(薬科学) ☆※講 師 博士(医学) 藤 岡 重 和

〃 ※講 師 博士(保健学) 和 田 晋 一
実習

臨床導入学習１(薬学科) ☆教 授 博士(薬学) 岩 永 一 範
〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博士(医学) 中 村 敏 明
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 小 森 勝 也
〃 教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫
〃 教授(特任) 薬 学 士 岡 田   博
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 細 畑 圭 子
〃 講 師 博士(薬学) 内 田 まやこ
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵
〃 助 教 博士(薬学) 庄 司 雅 紀
〃 助 手 学士(薬学) 音 窪 麻 衣

臨床導入学習２(薬学科) ☆教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫 
〃 教 授 博士(薬学) 岩 永 一 範 
〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任 
〃 教 授 博士(医学) 中 村 敏 明
〃 教授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 小 森 勝 也
〃 教授(特任) 薬 学 士 岡 田   博
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 細 畑 圭 子
〃 講 師 博士(薬学) 内 田 まやこ
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵
〃 助 教 博士(薬学) 庄 司 雅 紀
〃 助 手 学士(薬学) 音 窪 麻 衣

特別演習・実習(前期)(薬科学科)
特別演習・実習(後期)(薬科学科)
特別演習・実習(薬学科)
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令和２年度  5 年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）
（☆印は担当代表者を示す）

実習
病 院 実 務 実 習 ☆教 授 博士(医学) 中 村 敏 明

〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 小 森 勝 也
〃 教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫
〃 教授(特任) 薬 学 士 岡 田   博
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵

薬 局 実 務 実 習 ☆教 授 博士(医学) 中 村 敏 明
〃 教 授 博士(薬学) 中 村   任
〃 教 授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩 田 光 子
〃 教授(特任) 薬 学 士 金   美恵子
〃 教授(特任) 薬 学 士 小 森 勝 也
〃 教授(特任) 薬 学 士 井 上   薫
〃 教授(特任) 薬 学 士 岡 田   博
〃 教授(特任) 博士(薬学) 神 林 祐 子
〃 教授(特任) 博士(薬学) 和 田 恭 一
〃 准教授 博士(薬学) 角 山 香 織
〃 准教授 博士(薬学) 加 藤 隆 児
〃 助 教 学士(薬学) 羽 田 理 恵

特 別 演 習 ・ 実 習
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令和２年度　 6年次開講科目担当教員一覧（※印は非常勤を示す）（☆印は担当代表者を示す）

応用薬学科目
薬 局 方 総 論 ☆教　授 博士(薬学) 戸　塚　裕　一

〃 准教授 博士(薬学) 芝　野　真喜雄
〃 講　師 博士(薬学) 山　口　敬　子

先端分子医科学１ ☆教　授 理 学 博 士 福　永　理己郎
〃 准教授 博士(薬学) 坂　口　　　実

先端分子医科学２ ☆教　授 博士(農学) 藤　森　　　功
〃 教　授 医 学 博 士 駒　野　　　淳
〃 講　師 博士(薬学) 土　屋　孝　弘

先端分子医科学３ 教　授 医 学 博 士 駒　野　　　淳
医療薬学科目
アドバンスト薬物治療学２ ☆准教授 博士(薬学) 井　尻　好　雄

〃 准教授 博士(薬学) 加　藤　隆　児
アドバンスト薬物治療学３ ☆准教授 博士(薬学) 井　尻　好　雄

〃 教　授 博士(薬学) 岩　永　一　範
〃 教　授 博士(薬学) 天　滿　　　敬
〃 教　授 博士(薬学) 平　野　智　也
〃 准教授 博士(薬学) 山　田　剛　司

医薬品情報評価学 ☆教　授 医 学 博 士 林　　　哲　也
〃 教　授 博 士(医 学)

博士(国際公共政策学) 恩　田　光　子
〃 准教授 博士(薬学) 井　尻　好　雄

医 療 政 策 論 准教授 修士(法学) 城　下　賢　一
医 療 倫 理 論 教　授 博士(文学) 阪　本　恭　子
医 療 情 報 学 ※講　師 博 士(歯 学)

博士(情報科学) 野　崎　一　徳
漢 方 医 学 概 論 ☆准教授 博士(薬学) 芝　野　真喜雄

〃 ※講　師 博士(医学) 後　山　尚　久
レギュラトリーサイエンス 教　授 博士(薬学) 奥　平　桂一郎
創 薬 薬 理 学 ☆教　授 医 学 博 士 大　野　行　弘

〃 教　授 博士(薬学) 大喜多　　　守
薬 学 総 合 演 習 教　授 博士(薬学) 大喜多　　　守
実習
特 別 演 習 ・ 実 習

令和２年度　専任教員オフィスアワー一覧（５０音順）

教員氏名 場所 曜日 時間帯

浅野　晶子 分子構造化学研究室（B棟4階) 月曜日～金曜日 17：00～19：00

東　剛志 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

井尻　好雄 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8：00～8：50

井上　薫 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

井上　晴嗣 薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～金曜日 18：00～19：00

岩永　一範 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・金曜日 12：00～13：00

尹　康子 薬品物理化学研究室（B棟４階） 水曜日・木曜日 17：30～18：30

宇佐美　吉英 有機薬化学研究室（B棟6階） 金曜日 17：00～18：00

内田　まやこ 臨床薬学教育研究センター(B棟2階) 月曜日 12：00～13：00

内山　博雅 製剤設計学研究室（B棟4階） 月曜日～金曜日 13:00～17：00

浦田  秀仁 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

大喜多 守 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 木曜日 12：20～13：00

大野　行弘 薬品作用解析学研究室　教授室（B棟3階） 毎週金曜日 12：00～13：00

大桃　善朗 薬学教育研究センター（Ｂ棟4階） 月曜日 12：00～13：00

岡田　博 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

奥平　桂一郎 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

音窪　麻衣 臨床薬学教育研究センター（B棟2,5階） 月曜日・水曜日・木曜日 16：00～19：00

恩田　光子 社会薬学・薬局管理学研究室（B棟3階） 月曜日 16：30～18：00

加藤　巧馬 分子構造化学研究室(B棟4階) 月曜日・金曜日 12：00～13：00

加藤　隆児 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8:00～8:50

門田　和紀 製剤設計学研究室（B棟4階） 水曜日・木曜日 17：00～18：00

角山  香織 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 火曜日 18：00～19：00

金井　泰和 大阪医科大学 関西BNCT共同医療センター 月曜日～金曜日 9:30～12:00

河合　悦子 生涯学習センター（B棟1階） 火曜日・水曜日 17：00～18：00

神林　祐子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

菊地　崇 医薬分子化学研究室（B棟6階） 金曜日 8：00～9：00

金　美惠子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

楠瀬　健昭 研究室（Ｂ棟1階） 金曜日 12：10～13：00

國澤　直史 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 火曜日 17：00～18：00

倉田　里穂 薬学教育研究センター（B棟4階） 月曜日 16：00～19：00

小池　敦資 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日 12：10～13：00（昼休み）

幸田  祐佳 薬物治療学研究室(Ｂ棟6階) 木曜日
12：15～12：50
17：00～18：00

駒野 淳 感染制御研究室（B棟3階） 水曜日 17：00～18：00

小森　勝也　 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

近藤　直哉 生体分析学研究室（B棟2階） 月曜日～金曜日 18：00～19：00

坂口　実 生体機能解析学研究室（B棟5階）
（前期）金曜日
（後期）担当授業日

12：10～13：00（昼休み）

阪本　恭子 104研究室（B棟1階）
(前期)木曜日
(後期)金曜日

12：30～13：30

佐久間  覚 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～木曜日 実習終了時～19：30

C304実習室 火曜日～木曜日 17：30～実習終了時

C201講義室 月曜日 12：30～13：00（3年次対象）

C202講義室 金曜日 12：30～13：00（2年次対象）

芝野　真喜雄 生薬科学研究室（Ｂ棟5階：508） 水曜日 12：20～12：50

清水　佐紀 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00（昼休み）

庄司　雅紀 社会薬学・薬局管理学研究室 第一研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
10：00～17：00（月曜日・金曜日）
10：00～11：30（火曜日～木曜日）

城下  賢一 112室（B棟1階） 月曜日 16：30～18：00

スミス　朋子 105研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：30

銭田　晃一 113室（B棟１階) 火曜日 12：00～13：00

当麻　成人 110室（B棟１階) 月曜日 12：00～13：00

佐藤　卓史

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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令和２年度　専任教員オフィスアワー一覧（５０音順）

教員氏名 場所 曜日 時間帯

浅野　晶子 分子構造化学研究室（B棟4階) 月曜日～金曜日 17：00～19：00

東　剛志 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

井尻　好雄 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8：00～8：50

井上　薫 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

井上　晴嗣 薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～金曜日 18：00～19：00

岩永　一範 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日・金曜日 12：00～13：00

尹　康子 薬品物理化学研究室（B棟４階） 水曜日・木曜日 17：30～18：30

宇佐美　吉英 有機薬化学研究室（B棟6階） 金曜日 17：00～18：00

内田　まやこ 臨床薬学教育研究センター(B棟2階) 月曜日 12：00～13：00

内山　博雅 製剤設計学研究室（B棟4階） 月曜日～金曜日 13:00～17：00

浦田  秀仁 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

大喜多 守 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 木曜日 12：20～13：00

大野　行弘 薬品作用解析学研究室　教授室（B棟3階） 毎週金曜日 12：00～13：00

大桃　善朗 薬学教育研究センター（Ｂ棟4階） 月曜日 12：00～13：00

岡田　博 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

奥平　桂一郎 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

音窪　麻衣 臨床薬学教育研究センター（B棟2,5階） 月曜日・水曜日・木曜日 16：00～19：00

恩田　光子 社会薬学・薬局管理学研究室（B棟3階） 月曜日 16：30～18：00

加藤　巧馬 分子構造化学研究室(B棟4階) 月曜日・金曜日 12：00～13：00

加藤　隆児 循環病態治療学研究室（B棟2階） 火曜日 8:00～8:50

門田　和紀 製剤設計学研究室（B棟4階） 水曜日・木曜日 17：00～18：00

角山  香織 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 火曜日 18：00～19：00

金井　泰和 大阪医科大学 関西BNCT共同医療センター 月曜日～金曜日 9:30～12:00

河合　悦子 生涯学習センター（B棟1階） 火曜日・水曜日 17：00～18：00

神林　祐子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

菊地　崇 医薬分子化学研究室（B棟6階） 金曜日 8：00～9：00

金　美惠子 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

楠瀬　健昭 研究室（Ｂ棟1階） 金曜日 12：10～13：00

國澤　直史 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 火曜日 17：00～18：00

倉田　里穂 薬学教育研究センター（B棟4階） 月曜日 16：00～19：00

小池　敦資 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日 12：10～13：00（昼休み）

幸田  祐佳 薬物治療学研究室(Ｂ棟6階) 木曜日
12：15～12：50
17：00～18：00

駒野 淳 感染制御研究室（B棟3階） 水曜日 17：00～18：00

小森　勝也　 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

近藤　直哉 生体分析学研究室（B棟2階） 月曜日～金曜日 18：00～19：00

坂口　実 生体機能解析学研究室（B棟5階）
（前期）金曜日
（後期）担当授業日

12：10～13：00（昼休み）

阪本　恭子 104研究室（B棟1階）
(前期)木曜日
(後期)金曜日

12：30～13：30

佐久間  覚 衛生化学研究室（B棟2階） 金曜日 17：00～18：00

薬学教育研究センター（B棟4階） 火曜日～木曜日 実習終了時～19：30

C304実習室 火曜日～木曜日 17：30～実習終了時

C201講義室 月曜日 12：30～13：00（3年次対象）

C202講義室 金曜日 12：30～13：00（2年次対象）

芝野　真喜雄 生薬科学研究室（Ｂ棟5階：508） 水曜日 12：20～12：50

清水　佐紀 薬品作用解析学研究室（B棟3階） 月曜日・金曜日 12：10～13：00（昼休み）

庄司　雅紀 社会薬学・薬局管理学研究室 第一研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
10：00～17：00（月曜日・金曜日）
10：00～11：30（火曜日～木曜日）

城下  賢一 112室（B棟1階） 月曜日 16：30～18：00

スミス　朋子 105研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：30

銭田　晃一 113室（B棟１階) 火曜日 12：00～13：00

当麻　成人 110室（B棟１階) 月曜日 12：00～13：00

佐藤　卓史

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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教員氏名 場所 曜日 時間帯

竹林　裕美子 薬剤学研究室 (B棟2階) 月曜日～金曜日 12：00～13：00

竹本  宏輝 106室（B棟１階) 月曜日～金曜日 13：00～17：00（出張・会議時を除く）

田中  早織 薬物治療学研究室（B棟6階） 金曜日 16：00～17：00

田中　智 生体機能解析学研究室（B棟5階） 月曜日 18：00～19：00

田邊　久美子 研究室（B棟１階) 水曜日 12：30～13：00

谷口  雅彦 生薬科学研究室（Ｂ棟5階） 火曜日 17：00～18：00

土屋　孝弘 感染制御学研究室第2研究室（B棟3階） 月曜日～金曜日
12：30～13：00
17：00～19：00

天滿　敬 生体分析学研究室（B棟2階） 火曜日 17：00～18：00

土井　光暢 分子構造化学研究室（Ｂ棟4階） 火曜日～金曜日
17：00～19：00（4〜7月）
14：00～16：00（9～12月）

戸塚　裕一 製剤設計学研究室（Ｂ棟4階） 火曜日 17：00～19：00

友尾  幸司 薬品物理化学研究室（B棟4階：R423） 金曜日 17：00～19：00

永井　純也 薬剤学研究室（B棟2階） 水曜日・木曜日 12：20～12：50

中川　恵輔 病態分子薬理学研究室（B棟3階） 月曜日 12：00～13：00（昼休み）

永田　誠 108室（B棟1階）
(前期)月曜日
(後期)火曜日

12：30～13：30

中村　任 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 月曜日 12：10～13：00 

中村　敏明 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 火曜日 18：30～19：30

長谷井　友尋 薬学教育研究センター（B棟4階） 木曜日 16：00～17：00

羽田　理恵 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

林　淳祐 機能分子創製化学研究室（B棟6階） 月曜日・金曜日
12：10～13：00
16：30～18：00

林　哲也 循環病態治療学研究室（B棟2階） 金曜日 8：00～9：00

葉山　登 有機薬化学研究室（B棟6階） 月曜日 16：00～17：00

平田　雅彦 生体分析学研究室（B棟2階） 月曜日・金曜日 12：30～13：30

平田　佳之 生薬科学研究室（B棟5階） 月曜日 12：10～13：00

平野 智也 医薬分子化学研究室（B棟6階） 火曜日 18：00～19：00

福永　理己郎 生化学研究室（B棟5階） 月曜日～金曜日
12：10～13：00（平日）
16：10～17：30（金曜日のみ）

福森　亮雄 薬物治療学II研究室（B棟6階） 火曜日 17：00～18：00

藤井　忍 生化学研究室(R517)（B棟5階） 金曜日 16：30～18：00

藤井  俊裕 生化学研究室（B棟5階） 月曜日 17:50～19：00

藤嶽  美穂代 MS室 水曜日 12：00～13：00

藤森　功 病態生化学研究室（B棟3階) 火曜日 12：10～13：00

細畑　圭子 臨床薬学教育研究センター（B棟2階） 講義日 各講義終了後1時間

前原　都有子 病態生化学研究室（B棟3階） 月曜日 18：00～19：00

松村 人志 薬物治療学研究室（B棟6階） 火曜日 17：00～18：00

箕浦　克彦 中央機器研究施設　NMR室 金曜日
12：10〜13：00
16：30〜19：00

宮崎　誠 薬学教育研究センター（B棟4階）
（前期）水曜日～金曜日
（後期）月曜日・金曜日

10：00～18：00

宮本  勝城 感染制御学研究室（B棟3階） 金曜日 17：00～19：00

本橋 秀之 薬剤学研究室（B棟2階） 水曜日・木曜日 12：20～12：50

山沖　留美 管理室（B棟地下1階） 火曜日 12：00～13：00

山口 敬子 薬物治療学II研究室（B棟6階） 火曜日 12：00～13：00

山田　剛司 医薬分子化学研究室（B棟6階：615） 金曜日
7：00～9：00
17：00～19：00

米山　弘樹 有機薬化学研究室（B棟６階) 月曜日・金曜日 16：00～18：00

和田　恭一 臨床薬学教育研究センター（B棟5階） 火曜日・木曜日 12：10～12：40

和田　俊一 機能分子創製化学研究室（B棟6階:616） 月曜日～金曜日 12：10～13：00

※臨時の会議や出張などにより担当教員が不在の可能性もあります。
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１年次科目配当表
(R2-1)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基
　
　
礎
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 １ ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 ２ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※１ ▲ 1
中 国 語 １ ※１ ▲ 1
中 国 語 ２ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル １ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル ２ ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応
用
薬

学
科
目

生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1

４
年
次
生
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２年次科目配当表

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基
　
礎
　
教
　
育
　
科
　
目

文 学 の 世 界 (教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会 (教養) ○ 1 ○：選択科目　　
地 球 環 境 論 (教養) ○ 1
政 治 と 社 会 (教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学 (教養) ○ 1
法 と 社 会 (教養) ○ 1
経 済 の 世 界 (教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎 (教養) ○ 1
人 間 と 宗 教 (教養) ○ 1
文 化 人 類 学 (教養) ○ 1
倫 理 と 社 会 (教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論 (教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2 (教養) ○ 1
数 理 論 理 学 (教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基
　
礎
　
薬
　
学
　
科
　
目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実
　
習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1
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３年次科目配当表

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応
　
用
　
薬
　
学
　
科
　
目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医
　
療
　
薬
　
学
　
科
　
目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実
　
習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1

４
年
次
生
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４年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医
　
療
　
薬
　
学
　
科
　
目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実
　
習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 (前 期) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 (後 期) ● 6

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行
い、18単位取得する。
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５年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

実
　
習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
薬 局 実 務 実 習 ● 10 　○：選択科目　　

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
※ 2　�特別演習・実習は 4年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

６年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

応
用
薬
学�

科
　
目

薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　
先 端 分 子 医 科 学 １ ○ 0.5 ○：選択科目　　
先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 　

医
　
療
　
薬
　
学
　
科
　
目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18
※ 2 　�特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

４
年
次
生
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【☆】

薬学英語 English for Pharmaceutical Sciences

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆スミス朋子　　神前　陽子　　堀　　朋子　　村木美紀子　　天ヶ瀬葉子 4 年次・前期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
薬剤師として職務を果たすために、英語の必要性が高まっている中、専門英語としてのコミュニケーション能力を高めること

を目的とする。第一に、適切な英文ソースから必要な情報を入手し、内容をまとめる活動を行い、まとめた情報を適切に患者や
医療従事者に提供できるトレーニングを行う。第二に、専門用語の意味を類推できるようにaffix（接頭辞・接尾辞）を学習す
る。affixの学習はスマートフォンやタブレット対応の学習アプリを自主学習教材として利用する。
・一般目標（GIO）

薬剤師として適切な情報を集め、情報発信を行える英語能力を養う。
・授業の方法

講義も含まれるが、基本的にはペアやグループでの活動を中心に行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

授業内活動は、グループもしくはペアワークで行う。調べたものをグループで共有したり、話し合ったりすることで（協働学
習）、より深い学びと学習項目の定着を目指す。また、e-learningとしてスマートフォン対応の語彙学習アプリを利用する。
・成績評価

授業内の課題及び宿題（15％）、ロールプレイ（25％）、affix単語小テスト（30％）、授業最終日に実施する筆記試験（30％）
・試験・課題に対するフィードバック方法

小テストは終了後に授業内で解説を行う。答案は、マークシートでの回答のため、希望者のみ開示する。筆記テストの答案
は、希望者には開示・解説を行う。ロールプレイについては授業内でフィードバックを行う。
・学位授与方針との関連

グローバル社会の中で薬剤師に求められる専門英語の基礎力や国際性を涵養する。
・関連科目

関連科目：英語リーディング1，2; 英語リスニング1，2; 英語スピーキング1，2; 英語ライティング1，2; 異文化言語演習
1，2
・教科書

『これからの薬学英語』天ヶ瀬葉子他　講談社
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬学英語の学習法解説 
Affixを用いた専門用語
の学習法解説
L1： 用法・用量の説明

授業の進め方と学習方法についての説明。
薬学英語に必要な学習方法とaffixの学習方法を
理解する。
外国人の患者に接する時の心得を知り、外国人
の患者に用法・用量を説明することができる。

（ペアワーク）

用法・用量の表現の復習（20分）・affix の学習
（45分）・PILの予習（45分）

2 L2： 患者用医薬品添付
文書（PIL）を読み解く
専門用語 Unit 1（脳神経
等） 小テスト

PILの構成を理解し、表現を学ぶ。また、PILを
使って外国人患者に英語で服薬指導することが
できる。（ペアワーク）
専門用語の発音の確認と練習を行う。
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

SmPCの予習（60分）・affix用の学習（45分）

3 L3：薬剤師用の薬品情
報文書（SmPC： 
Summary of Product 
Characteristics）を読み
解く
専門用語 Unit 2（消化器
等） 小テスト

SmPC（薬剤師用の薬品情報文書）の構成を理
解し、表現を学ぶ。（グループワーク）
PILとSmPCを読み、比較する。（グループワー
ク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

SmPCの課題 （40分）・affix用の学習（45分）・
L6の予習（30分）

4 L6： 初回面談
専門用語 Unit 3（生殖・
泌尿器等） 小テスト

英語で初回面談する表現を学ぶ。（ペアワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

affixの学習（45分）・ロールプレイの範囲の予
習（45分）

（☆印は担当代表者）

（☆印は担当代表者）
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5 症例検討とロールプレイ
①
専門用語 Unit 4（病状・
病名等） 小テスト
※英語文書作成の基本

（Appendix 4 ）と検索サ
イト紹介（L4）

ロールプレイの課題を選択する。（グループワ
ーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。
合同授業※第 5 回と 6 回に交代でC棟の情報科
学演習室を利用し演習を行う。
薬剤師として必要な情報をインターネットから
入手することができる。（グループワーク）英語
の入力方法やpunctuationなどを学ぶ。

ロールプレイの準備（60分）・affix用の学習（45
分）

6 症例検討とロールプレイ
②
専門用語 Unit 5（専門分
野等）小テスト
※英語文書作成の基本

（Appendix 4 ）と検索サ
イト紹介（L4）

case studyを元に、配慮が必要な外国人患者に
対する服薬指導に必要な情報をインターネット
から入手することができる。（グループワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。
合同授業※第 5 回と 6 回に交代でC棟の情報科
学演習室を利用し演習を行う。
薬剤師として必要な情報をインターネットから
入手することができる。（グループワーク）英語
の入力方法やpunctuationなどを学ぶ。

ロールプレイの準備（90分）・affix用の学習（45
分）

7 症例検討とロールプレイ
③
専門用語 Unit 6（性質・
状態等）小テスト

服薬指導場面のロールプレイ発表の練習を行
う。（グループワーク）
専門用語の発音の確認と練習を行う。
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

ロールプレイの練習（60分）

8 症例検討とロールプレイ
④

ロールプレイ発表（グループワーク） 準備学習：論文読解の予習（45分）・affix用の
学習（45分）

9 L9： 論文を読み解く①
専門用語 Unit 7（医療技
術等）小テスト

Abstract の構造を理解し、よく用いられる表
現等を学習する。（グループワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

論文読解の予習・復習（60分）・affix用の学習
（45分）

10 L10： 論文を読み解く②
専門用語 Unit 8& 9 （物
質・色・時間等）小テス
ト

Introductionの構造を理解し、よく用いられる
表現等を学習する。（グループワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

論文読解の予習・復習（60分）・affix用の学習
（45分）

11 L11： 論文を読み解く③
専 門 用 語 Unit 10（ 位
置・方向性等）小テスト

Methodsの構造を理解し、よく用いられる表現
等を学習する。（グループワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

論文読解の予習・復習（60分）・affix用の学習
（45分）

12 L12-13： 論文を読み解
く④
専門用語 Unit 11（数・
量・程度等）小テスト

ResultsとCommentの構造を理解し、よく用い
られる表現等を学習する。（グループワーク）
単語affix：affixの知識を用いて専門用語の意味
を類推することができる。

論文読解の復習 （120分）

13 まとめ、テスト、フィー
ドバック

筆記テスト
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【☆】

バイオインフォマティクス Bioinformatics （Biomolecular Functions）

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

井上　晴嗣 4 年次・前期 1.5 薬科学科：必修

・授業の目的と概要
ヒトのゲノムが解読されて以来、膨大なデータを解析するため、バイオインフォマティクス（生物情報学）の重要性が注目さ

れている。この授業では、生体分子の機能や構造に関する情報を活用するための手段として、バイオインフォマティクスの基本
的な知識を学ぶ。また、遺伝子の配列・機能解析、タンパク質解析、プロテオミクス、文献検索など、医薬品の開発や研究に活
用するためのツールの使い方を学ぶ。
・一般目標（GIO）

医薬品の開発や研究に必要な生体分子の構造や機能に関して、それらの情報や解析などに関する基本的知識を修得し、それら
を活用するための基本的技能と態度を身につける。
・授業の方法

コンピューターとインターネット上のデータベースを利用した演習形式で行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

PBL（問題解決型学習）を中心とする。最初に課題を提示し、インターネット上で様々な知識を得て、インターネット上のツ
ールを使って課題を解決していく。
・成績評価

課題レポート40％、平常点60％（平常点とは毎回の講義で取り組む課題に対する理解度や態度を評価する）
・試験・課題に対するフィードバック方法

レポート課題の解説は授業中に行う。レポートはファイルで提出するので返却はしない。
・学位授与方針との関連

創薬研究などに必要な基礎的知識と技能・態度を修得し、科学的な課題を解決する能力を培う。
・関連科目

関連科目：生化学 1 〜 3 、分子細胞生物学、ゲノム医科学
・教科書

特に指定しない
・参考書

『バイオインフォマティクス入門』日本バイオインフォマティクス学会（編）　慶応義塾大学出版会
『今日から使える！データベース・ウェブツール達人になるための実践ガイド100』内藤雄樹（編）　羊土社
『バイオデータベースとウェブツールの手とり足とり活用法』中村保一、石川淳、磯合敦、平川美夏、坊農秀雅（編）　羊土社
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 バイオインフォマティク
ス概要

バイオインフォマティクスについて説明でき
る。【＊】

バイオインフォマティクスについてインターネ
ットで一通りブラウジングしておくこと。講義
中に与えられた課題を整理し、レポートをまと
めておくように努めること。約 1 時間

2 文献データベースの検索 MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース
検索におけるキーワード、シソーラスの重要性
を理解し、検索できる。【E3⑴③-2】

PubMedについてインターネットで一通りブラ
ウジングしておくこと。講義中に与えられた課
題を整理し、レポートをまとめておくように努
めること。約 1 時間

3 ゲノム・核酸配列解析
（１）

コンピューターを用いて特徴的な塩基配列を検
索できる。BLASTによる配列の比較とその意
味について説明できる。【＊】

BLASTについてインターネットで一通りブラ
ウジングしておくこと。講義中に与えられた課
題を整理し、レポートをまとめておくように努
めること。約 1 時間

4 ゲノム・核酸配列解析
（２）

BLASTのプログラムの違いを説明できる。
【＊】BLASTを用いてPCRプライマーの設計が
できる【＊】

BLASTの応用例についてインターネットで一
通りブラウジングしておくこと。講義中に与え
られた課題を整理し、レポートをまとめておく
ように努めること。約１時間

5 ゲノム・核酸配列解析
（３）

真核生物のゲノムに含まれる遺伝子を検索、閲
覧できる。次世代シーケンシング（NGS）を用
いたデータ処理について説明できる。【＊】

UCSCゲノムブラウザについてインターネット
で一通りブラウジングしておくこと。講義中に
与えられた課題を整理し、レポートをまとめて
おくように努めること。約 1 時間

6 タ ン パ ク 質 配 列 解 析
（１）

タンパク質のアミノ酸配列が分子系統樹を作製
することができる。【＊】タンパク質のアミノ酸
配列が、ファミリー、ドメイン、モチーフが検
索できる。【＊】

タンパク質のアミノ酸配列が得られる情報につ
いてインターネットで一通りブラウジングして
おくこと。講義中に与えられた課題を整理し、
レポートをまとめておくように努めること。約
1 時間

7 タ ン パ ク 質 配 列 解 析
（２）

タンパク質のアミノ酸配列が、局在部位、膜貫
通 部 位、 二 次 構 造 が 予 測 で き る。【 ＊ 】
ProteinDataBankを用いてタンパク質の立体構
造を表示できる。【＊】

RasMolについてインターネットで一通りブラ
ウジングしておくこと。講義中に与えられた課
題を整理し、レポートをまとめておくように努
めること。約 1 時間

8 タ ン パ ク 質 配 列 解 析
（３）

タンパク質の高次構造データベースが種々のタ
ンパク質の立体構造データを取得し、表示する
ことができる。【＊】

ProteinDataBankについてインターネットで一
通りブラウジングしておくこと。講義中に与え
られた課題を整理し、レポートをまとめておく
ように努めること。約 1 時間

9 パスウェイ解析 さまざまな生物の代謝経路の違いを表示するこ
とができる。【＊】

KEGGを用いたパスウェイ解析についてインタ
ーネットで一通りブラウジングしておくこと。
講義中に与えられた課題を整理し、レポートを
まとめておくように努めること。約 1 時間

10 発現プロファイル解析
（ 1 ）

トランスクリプトームについて説明できる。任
意の遺伝子について、その組織や培養細胞での
発現プロファイルを調べられる。【＊】

DNAマイクロアレイ解析やGEOについてイン
ターネットで一通りブラウジングしておくこ
と。講義中に与えられた課題を整理し、レポー
トをまとめておくように努めること。約 1 時間

11 発現プロファイル解析
（ 2 ）

種々の発現データベースを利用し、目的遺伝子
の発現プロファイルを調べることができる。

【＊】

BioGPSなどの発現データベースについて一通
りブラウジングしておくこと。講義中に与えら
れた課題を整理し、レポートをまとめておくよ
うに努めること。約 1 時間

12 バイオインフォマティク
スに関する最近の話題

ゲノム情報や論文情報におけるAIの利用など
最新情報やトレンドを把握できる。【＊】

バイオ関係のニュースサイトなどを参考にして
最新のバイオインフォマティクス技術について
一通りブラウジングしておくこと。講義中に与
えられた課題を整理し、レポートをまとめてお
くように努めること。約 1 時間

13 まとめ これまで学んだ技能を用いて、与えられた課題
を達成することができる。【＊】

講義中に与えられた課題を整理し、レポートを
まとめておくように努めること。約 1 時間
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【☆】

生物物理化学 Biophysical Chemistry

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

友尾　幸司 4 年次・前期 1.5 選択

・授業の目的と概要
生物物理化学とは、生物学の対象となる物質について、その物理的、化学的性質について探求する学問である。生体分子に関

する研究は目覚ましい進歩を遂げ、分子・原子を対象とするまでに至った。それらの生体分子は、様々な構造や物性を有し、そ
の機能もまた非常に複雑である。本講義は、生体分子の構造と機能についての理解を深めるために、その物理化学的性質と機能
解析法について解説を行う。
・一般目標（GIO）

生体分子の機能および医薬品の働きを構造化学的にとらえるために、タンパク質、核酸、脂質や糖などの立体構造やそれらの
相互作用解析に関する基本的知識を修得する。
・授業の方法

教科書を用いて、講義形式で行う。
・成績評価

定期試験（100%）の成績により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示する。再試験受験者には補講などの対応を適宜行う。
・学位授与方針との関連

薬剤師として必要な専門薬学の知識として、生体物質や生命現象を理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：生化学 1 、生化学 2 、生化学 3 、分析化学 2 、生物薬剤学 1 、有機スペクトル解析学
臨床系関連科目・内容：生命機能を司る生体分子の構造や働きについて理解し、その解析法についての知識も修得する。

・教科書
『生物物理化学入門』加茂直樹、嶋林三郎（編）　廣川書店

・参考書
『スタンダード薬学シリーズ・物理系薬学III』市川厚他　東京化学同人
『アトキンス生命科学のための物理化学』PeterAtkins、JuliodePaula著 稲葉章、中川敦史（訳）　東京化学同人
『生物物理化学』相澤益男他　講談社サイエンティフィク
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 生体を構成する主要物質
（１）

アミノ酸の性質と構造について説明できる。
【C4⑴①1、C6⑵③1】

生体の構成成分である主要な20種のアミノ酸に
ついてその構造と物性について予習し（30分）、
これらの項目を説明できるよう復習（ 1 時間）
する。

2 生体を構成する主要物質
（２）

脂質と糖の性質と構造について説明できる。
【C4⑴①1、C6⑵①1、C6⑵②1】

生体の構成成分である脂質と糖質についてその
構造と物性について予習し（30分）、これらの項
目を説明できるよう復習（ 1 時間）する。

3 生体を構成する主要物質
（３）

生体膜の構造と膜透過機構について説明でき
る。【E4⑴①1】

生体膜の構造と膜輸送機構について予習し（30
分）、これらの項目を説明できるよう復習（ 1 時
間）する。

4 生体を構成する主要物質
（４）

核酸の構造とその代謝について説明できる。
【C4⑴①2、C6⑵⑤1】

生体の構成成分である核酸についてその構造と
代謝について予習し（30分）、これらの項目を説
明できるよう復習（ 1 時間）する。

5 生体分子の物理化学的性
質（１）

タンパク質・アミノ酸の物理化学的性質につい
て説明できる。【C6⑵⑧1】

タンパク質・アミノ酸の物理化学的性質（弱電
解質、光学活性体）について予習し（30分）、こ
れらの項目を説明できるよう復習（ 1 時間）す
る。

6 生体分子の物理化学的性
質（２）

タンパク質の立体構造について説明できる。
【C6⑵④1】

タンパク質の立体構造（ 1 次構造から 4 次構造
まで）について予習し（30分）、これらの項目を
説明できるよう復習（ 1 時間）する。

7 生体分子の物理化学的性
質（３）

生体分子間の相互作用力について説明できる。
【C4⑴①2】

生体分子間相互作用力（水素結合、疎水結合、
静電力、vander Waals力等）について予習し

（30分）、これらの項目を説明できるよう復習
（ 1 時間）する。

8 生体分子の物理化学的性
質（４）

タンパク質の分離・分析法について説明でき
る。【C2⑸①1】

タンパク質の分離・分析法（ゲル濾過、イオン
交換、アフィニティー各クロマトグラフィー）
について予習し（30分）、これらの項目を説明で
きるよう復習（ 1 時間）する。

9 生体分子の機能（１） 酵素の働きについて説明できる。【C6⑶①1C6
⑶④1】

酵素の働き（触媒作用、基質との結合モデル等）
について予習し（30分）、これらの項目を説明で
きるよう復習（ 1 時間）する。

10 生体分子の機能（２） 酵素反応とその機構について説明できる。【C6
⑶③1-4】

酵素反応とその機構（酵素反応速度論、阻害剤
の影響等）について予習し（30分）、これらの項
目を説明できるよう復習（ 1 時間）する。

11 生 体 分 子 の 構 造 解 析
（１）

分光学的手法（紫外可視吸光度法、蛍光法）の
原理と応用例について説明できる。【C2⑷①12】

分光学的手法（紫外可視吸光度法、蛍光法）に
ついて予習し（30分）、これらの項目を説明でき
るよう復習（ 1 時間）する。

12 生 体 分 子 の 構 造 解 析
（２）

分光学的手法（赤外吸収、旋光度）の原理と応
用例について説明できる。【C2⑷①35】

分光学的手法（赤外吸収、旋光度）について予
習し（30分）、これらの項目を説明できるよう復
習（ 1 時間）する。

13 生 体 分 子 の 構 造 解 析
（３）

Ｘ線結晶解析、核磁気共鳴法の原理を説明でき
る。【C2⑷②1、C2⑷④1、C2⑷⑤2】

立体構造解析法（Ｘ線結晶解析、核磁気共鳴法
等）について予習し（30分）、これらの項目を説
明できるよう復習（ 1 時間）する。
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【☆】

分子設計学 Molecular Design

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

友尾　幸司 4 年次・前期 1.5 薬科学科：必修

・授業の目的と概要
DNAの遺伝情報を基にしてつくられるタンパク質は、生体内では数万種類に及ぶ。これらタンパク質は、生体内で様々な重

要な働きを有する一方で、その機能異常により様々な疾病を引き起こすことから、新薬開発における標的分子となることが多
い。それらタンパク質の構造と機能を理解すると共に、タンパク質の構造に基づいた分子設計を学ぶ。
・一般目標（GIO）

分子設計の科学的な考え方を理解するために、標的生体分子の構造解析および医薬品との相互作用解析に関する基本的知識
を修得する。
・授業の方法

プリントおよびプロジェクターを用いて、講義形式で行う。
・成績評価

筆記試験、課題などを総合的に評価する。各評価の寄与率は次の通りである。筆記試験85%、課題15%
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示する。再試験受験者には補講などの対応を適宜行う。
・学位授与方針との関連

薬剤師として必要な専門薬学の知識として、生体物質や生命現象を理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：生物物理化学、生化学 1 、バイオインフォマティクス、医薬品化学 1 、医薬品化学 2
臨床系関連科目・内容：創薬の標的となると共に、創薬ツールとなりえる生体分子の利用についての知識を修得する。

・教科書
プリント等を配布する。

・参考書
『タンパク質の分子設計』後藤祐児、谷澤克行（編）　共立出版
『基礎から学ぶ構造生物学』河野敬一、田之倉優（編）　共立出版
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 タンパク質の構造と機能
（１）

タンパク質の立体構造を規定する因子について
説明できる。【C4⑴①2、C6⑵④1】

タンパク質の立体構造（ 1 次構造から 4 次構造
まで）について予習し（30分）、これらの項目を
説明できるよう復習（ 1 時間）する。

2 タンパク質の構造と機能
（２）

タンパク質の折りたたみ過程について説明でき
る。

タンパク質のホールディング理論について予習
し（30分）、これらの項目を説明できるよう復習

（ 1 時間）する。
3 タンパク質の構造と機能

（３）
酵素や抗体などの構造と機能について説明でき
る。【C8⑴①3】

酵素や抗体などの構造と機能について予習し
（30分）、これらの項目を説明できるよう復習
（ 1 時間）する。

4 タンパク質の構造と機能
（４）

RNAがタンパク質への翻訳の過程について説
明できる。【C6⑷④5】

真核生物における翻訳反応の過程について予習
し（30分）、これらの項目を説明できるよう復習

（ 1 時間）する。
5 酵素の立体構造と触媒機

構（１）
酵素触媒反応の原理について説明できる。【C6
⑶③1】

酵素触媒反応の原理について予習し（30分）、こ
れらの項目を説明できるよう復習（ 1 時間）す
る。

6 酵素の立体構造と触媒機
構（２）

酵素触媒反応と立体構造の関係について説明で
きる。

酵素触媒反応と立体構造の関係について予習し
（30分）、これらの項目を説明できるよう復習
（ 1 時間）する。

7 酵素の立体構造と触媒機
構（３）

酵素の基質特異性の改変について説明できる。 酵素の基質特異性について予習し（30分）、これ
らの項目を説明できるよう復習（ 1 時間）する。

8 タンパク質の分子設計
（１）

タンパク質のデノボデザインについて説明でき
る。

タンパク質のデノボデザインについて予習し
（30分）、これらの項目を説明できるよう復習
（ 1 時間）する。

9 タンパク質の分子設計
（２）

インシリコ創薬について説明できる。 インシリコ創薬について予習し（30分）、これら
の項目を説明できるよう復習（ 1 時間）する。

10 タンパク質の分子設計
（３）

ペプチドを用いた分子設計について説明でき
る。【C4⑴①2】

ペプチドを用いた分子設計について予習し（30
分）、これらの項目を説明できるよう復習（ 1 時
間）する。

11 タンパク質の分子設計
（４）

核酸分子を用いた分子設計について説明でき
る。【C6⑵⑤1】

核酸分子を用いた分子設計について予習し（30
分）、これらの項目を説明できるよう復習（ 1 時
間）する。

12 タンパク質の分子設計
（５）

抗体を用いた分子設計について説明できる。
【C8⑴③4】

抗体を用いた分子設計について予習し（30分）、
これらの項目を説明できるよう復習（ 1 時間）
する。

13 タンパク質の分子設計
（６）

機能解析のための立体構造データベースの利用
法について説明できる。

機能解析のための立体構造データベースの利用
法について予習し（30分）、これらの項目を説明
できるよう復習（ 1 時間）する。
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【☆】

薬品合成化学 Pharmaceutical Organic Synthesis

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

宇佐美　吉英 4 年次・前期 1.5 選択

・授業の目的と概要
３年次後期の「合成化学」では、官能基変換反応を用いた医薬品合成を学んだが、「薬品合成化学」では有機医薬品の骨格を

形成する炭素-炭素結合反応、転位反応、種々の選択的反応を主な授業対象とし、これらを用いて如何に医薬品を合成していく
かということについて学習する。
・一般目標（GIO）

医薬品を含む目的化合物を合成するために、代表的な炭素骨格の構築法などに関する知識の習得を中心に、ターゲット化合物
を合成するために、どのような努力や配慮がなされているかということに関しても合成化学者の取り組みについて学ぶ。
・授業の方法

教科書を用いる講義形式で授業を行う。課題に関するレポートを提出させ、それに対する解説を行う。話題に関するプリント
を用いることやパワーポイントを用いて分子の変化の様子を視覚的に理解させることもある。
・成績評価

定期試験の成績：90％、レポート点10％。
・試験・課題に対するフィードバック方法

希望者には試験答案を開示する。レポートは返却する。
・学位授与方針との関連

医薬品の専門家として有機化学の知識を基盤として有機医薬品を合成し、それによって如何に社会に寄与することができる
のか、その重要性を学ぶ。
・関連科目

関連科目：基礎有機化学、有機化学 1 〜４、有機化学実習、医薬品化学１、２、衛生化学
臨床系関連科目・内容：薬理学、薬物治療学内容：現在、病院、調剤薬局で実際に使用されている医薬品の多くの化学合成を

学ぶ。
・教科書

『有機医薬品合成化学−ターゲット分子の合成』西出喜代冶、前崎直容編集　廣川書店
・参考書

『くすりのかたち：もし薬剤師がくすりの化学構造式をもう一度勉強したら』浅井孝介、柴田奈央　南山堂
『ヘテロ環化合物の化学』山中宏他　講談社
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 アルドール縮合および関
連反応と医薬品合成

代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルドール
反応）について説明できる。【C3アドバンスト-
⑫-3】【C3⑶-④-1】

アルドール縮合および関連反応について、教科
書を見ながら、 1 時間予習、教科書、ノートを
参考に反応機構を書きながら復習を 2 時間行う
のが望ましい。

2 選択的アルドール反応 代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルドール
反応）について説明できる。【C3アドバンスト-
⑫-3】

選択的アルドール反応について、教科書を見な
がら、 1 時間予習、教科書、ノートを参考に反
応機構を書きながら復習を 2 時間行うのが望ま
しい。

3 Wittig反応とHorner-
Wadsworth-Emmons反
応

代表的な炭素-炭素結合生成反応（Wittig反応
など）について説明できる。【C3アドバンスト-
⑫-3】

Wittig反応とHorner-Wadsworth-Emmons反応
についての立体選択性に関する理解を深めるた
め、教科書を見ながら、 1 時間予習、教科書、
ノートを参考に反応機構を書きながら復習を 2
時間行うのが望ましい。

4 共役付加：Michael付加
とRobinson環化

代表的な炭素-炭素結合生成反応（Michael付加
など）について説明できる。【C3アドバンスト-
⑫-3】

Michael付加とRobinson環化について、教科書
を見ながら、 1 時間予習、教科書、ノートを参
考に反応機構を書きながら復習を 2 時間行うの
が望ましい。

5 ペリ環状反応 1 ：Diels-
Alder反応 1

Diels-Alder反応について説明できる。【C3アド
バンスト-⑫-1】 .
この回は基礎理論となるフロンティア軌道につ
いて学ぶ

Diels-Alder反応の基本事項、HOMO-LUMO相
互作用について、教科書を見ながら、 1 時間予
習、教科書、ノートを参考に反応機構を書きな
がら復習を 2 時間行うのが望ましい。

6 ペリ環状反応 2 ：Diels-
Alder反応 2

Diels-Alder反応について説明できる。【C3アド
バンスト-⑫-1】・この回は、Diels-Alder反応の
立体選択性の発現について学ぶ

Diels-Alder反応の立体選択制について、教科書
を見ながら、 1 時間予習、教科書、ノートを参
考に反応機構を書きながら復習を 2 時間行うの
が望ましい。

7 転位反応：Wagner-
Meerwein転位、pinacol
転位、Baeyer-Villiger酸化

転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を
列挙し、説明できる。【C3アドバンスト-⑫-2】

各転位反応について、教科書を見ながら、 1 時
間予習、教科書、ノートを参考に反応機構を書
きながら復習を 2 時間行うのが望ましい。

8 転位反応：シグマトロピ
ー

転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を
列挙し、説明できる。【C3アドバンスト-⑫-2】

シグマトロピーについて、教科書を見ながら、
1 時間予習、教科書、ノートを参考に反応機構
を書きながら復習を 2 時間行うのが望ましい。

9 逆合成 課題として与えられた化合物の合成法を立案で
きる。（知識・技能【C3アドバンスト-⑭-1】 代
表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と応
用例について説明できる。【C3アドバンスト-⑬
-1】 代表的な立体選択的反応を列挙し、その機
構と応用例について説明できる。【C3アドバン
スト-⑬-2】

逆合成の基本概念、講義で触れた実例につい
て、教科書を見ながら、 1 時間予習、教科書、
ノートを参考に反応機構を書きながら復習を 2
時間行うのが望ましい。

10 保護基 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、その応用
例を説明できる。【C3アドバンスト-⑬-3】

合成戦略における保護基の意義と種類、また応
用例について、教科書を見ながら、1 時間予習、
教科書、ノートを参考に反応機構を書きながら
復習を 2 時間行うのが望ましい。

11 光学活性化合物を得る方
法

光学活性化合物を得るための代表的な手法（光
学分割、不斉合成など）を説明できる。【C3ア
ドバンスト-⑬-4】

光学分割、不斉合成など光学活性化合物を得る
ための代表的な手法について、教科書を見なが
ら、 1 時間予習、教科書、ノートを参考に復習
を 2 時間行うのが望ましい。

12 薬剤師と有機合成化学
１：金属触媒を用いるカ
ップリング反応

代表的な炭素-炭素結合生成反応について説明
できる。【C3アドバンスト-⑫-3】

鈴木カップリングの医薬品合成への応用例につ
いて、教科書を見ながら、1 時間予習、教科書、
ノートを参考に復習を 2 時間行うのが望ましい。

13 薬剤師と有機合成化学
２：プロセス化学を中心
として

医薬品製造に用いられる試薬、溶媒、反応装置
が持つべき条件を列挙できる。【C3アドバンス
ト-⑮-1】 医薬品製造における原子経済（原子効
率）について説明できる。【C3アドバンスト-⑮
-2】 医薬品製造において環境保全に配慮すべき
点を列挙し、その対処法を概説できる【C3アド
バンスト-⑮-3】 グリーンケミストリーについ
て説明できる。【C3アドバンスト-⑬-6】

ターゲット化合物の効率的な合成戦略に加え
て、環境に配慮した合成について、教科書を見
ながら、 1 時間予習、教科書、ノートを参考に
反応機構を書きながら復習を 2 時間行うのが望
ましい。
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【☆】

医薬品化学 Medicinal Chemistry

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

平野　智也 4 年次・前期 1.5 薬科学科：選択

・授業の目的と概要
有機化合物からなる医薬品の薬理作用は、各々の化学構造に起因する。医薬品化学では、医薬品の作用を化学構造から有機化

学の視点で理解することを目指す。そのためにまず、医薬品の物理化学的性質、立体構造等と、生理作用とを関連づける基本的
事項を習得する。さらに個々の医薬品の開発の歴史、構造的特徴、構造活性相関および合成法についても学ぶ。また、化学構造
に起因する作用機序を薬理学、薬物治療学と関連させて習得する。 　
・一般目標（GIO）

本授業では、医薬品の生体内での作用を有機化学の視点で理解することを目指す。医薬品およびその標的となる生体分子の構
造と性質、生体内での反応に関する基本的事項を修得することを目的とする。 　
・授業の方法

教科書およびプリントを用いた講義形式で行う。
・成績評価

定期試験90%、講義中の小テスト10%で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

全ての受講者に対して定期試験問題の公開、模範解答を開示する。再試験受験対象者には解説も行う。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に医薬品と生体分子の構造および、それらの相互作用と薬理作用の関係を理解
する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：有機化学１−４、薬理学１−４、薬物治療学１−４、生化学１−３、薬用天然物化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学、薬物動態学
薬剤師が取り扱う医薬品の化学構造に基づく性質や標的となる生体分子との相互作用を理解し、薬理作用へと結びつける科

目である。
・教科書

『新編医薬化学』日比野俐、石倉稔、北川幸己、須本国弘、波多江典之（編集）　廣川書店
・参考書

『ダンラップ・ヒューリン創薬化学』長野哲雄（監訳）　東京化学同人
『化学構造と薬理作用』柴崎正勝、赤池昭紀、橋田充（編集）　廣川書店
『NEW薬理学』加藤隆一、田中千賀子（編集）　南江堂

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 医薬品創製に関する基本
的事項（１）

医薬品の創製の歴史および開発のプロセスを理
解し、医薬品化学の概要を説明できる。医薬品
と生体分子との相互作用を化学的な観点から説
明できる。
【A-⑴-③-6】【B-⑵-②-2、3、5】【C4-⑶-①
-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、医薬品開発の
プロセスおよび、医薬品と生体分子との相互作
用を理解しておくこと。

2 医薬品創製に関する基本
的事項（２）

医薬品の構造からその物理化学的性質を説明で
きる。構造に含まれる代表的な複素環の性質を
説明できる。ファーマコフォア、リピンスキー
則、バイオアイソスターなどの医薬品に関する
基本的な事項を説明できる。
【C4-⑶-②-1】【C4-⑶-③-1、2、3】【E１-⑴-
①-6】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、含窒素複素間
の性質、バイオアイソスターについて理解して
おくこと。

3 医薬品創製に関する基本
的事項（３）

プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品
の構造について説明できる。受容体、酵素に作
用する医薬品の概要を説明できる。不可逆的酵
素阻害剤、基質アナログ、遷移状態アナログなど
の医薬品に関する概念、開発戦略を説明できる。
【C4-⑴-②-1】【C4-⑵-②-1、2、3】【C4-⑵-
③-1、2】【C4-⑶-②-2】【E1-⑴-①-2、3、4、6】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、プロドラッグ、
遷移状態アナログなどの医薬品開発戦略を具体
例とともに理解しておくこと。
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4 医薬品の標的となる生体
分子の構造と化学的な性
質（１）

医薬品の標的となる生体分子およびそれを構成
する小分子の構造に基づく化学的性質を説明で
きる。
【C4-⑴-①-1、2】【C6-⑵-①②③④⑤⑥⑦】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、アミノ酸、核
酸、糖類など生体分子の構造を覚えること。

5 医薬品の標的となる生体
分子の構造と化学的な性
質（２）

イオン、活性酸素種、リンまたは硫黄を含む補
酵素などの生体分子の構造と機能について説明
できる。医薬品および異物の代謝反応を有機化
学の視点から説明できる。
【C4-⑴-②-2、3、4】【C4-⑵-①-1、2】【C4-
⑵-④-1、2】【C6-⑵-⑥⑦】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、ビタミン類と
各々が関与する生体内反応を理解しておくこと。

6 医薬品の標的となる生体
分子の構造と化学的な性
質（３）

コレステロールなどの生体分子の生合成、脂肪
酸分解などの生体内反応を有機化学の視点から
説明できる。
【C4-⑵-④-1、2】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。特に、コレステロー
ルの生合成、脂肪酸分解の各過程を理解してお
くこと。

7 自律神経系に作用する医
薬品（１）

カテコールアミン骨格を有する、またはアドレ
ナリン受容体を標的とする代表的な医薬品を列
挙し、それぞれの化学構造に基づく性質と作用
について説明できる。
【C4-⑶-⑤-1】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

8 自律神経系に作用する医
薬品（２）

アセチルコリンアナログ骨格を有する、または
アセチルコリン受容体を標的とする代表的な医
薬品を列挙し、それぞれの化学構造に基づく性
質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-2】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

9 体性神経系に作用する医
薬品

イオンチャネルに作用する医薬品の概要を説明
できる。局所麻酔薬、筋弛緩薬となる代表的な
医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に基づく
性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑦-1】【E１-⑴-①-3】【E2-⑴-④-1】

【E2-⑹-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

10 中枢神経系に作用する医
薬品（１）

抗不安薬、抗てんかん薬の代表的な医薬品を列
挙し、それぞれの化学構造に基づく性質と作用
について説明できる。
【C4-⑶-⑤-4】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

11 中枢神経系に作用する医
薬品（ 2 ）

統合失調症治療薬、抗うつ薬、パーキンソン病
治療薬の代表的な医薬品を列挙し、それぞれの
化学構造に基づく性質と作用について説明でき
る。
【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

12 中枢神経系に作用する医
薬品（ 3 ）

アルツハイマー型認知症治療薬、中枢神経興奮
薬、オピオイドアナログの代表的な医薬品を列
挙し、それぞれの化学構造に基づく性質と作用
について説明できる。
【C4-⑶-⑤-5】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

13 ステロイド系ホルモンの
化学構造に基づく性質

ステロイドまたはステロイドアナログ構造を持
つ代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構
造に基づく性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-3】【E2-⑵-④-1】【E2-⑸-③-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。
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【☆】

医薬品化学１ Medicinal Chemistry 1

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

平野　智也 4 年次・前期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
有機化合物からなる医薬品の薬理作用は、各々の化学構造に起因する。医薬品化学１では、医薬品の作用を化学構造から有機

化学の視点で理解することを目指す。そのためにまず、医薬品の物理化学的性質、立体構造等と、生理作用とを関連づける基本
的事項を習得する。さらに個々の医薬品の開発の歴史、構造的特徴、構造活性相関および合成法についても学ぶ。また、化学構
造に起因する作用機序を薬理学、薬物治療学と関連させて習得する。 　
・一般目標（GIO）

本授業では、医薬品の生体内での作用を有機化学の視点で理解することを目指す。医薬品およびその標的となる生体分子の構
造と性質、生体内での反応に関する基本的事項を修得することを目的とする。 　
・授業の方法

教科書およびプリントを用いた講義形式で行う。
・成績評価

定期試験90%、講義中の小テスト10%で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

全ての受講者に対して定期試験問題の公開、模範解答を開示する。再試験受験対象者には解説も行う。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に医薬品と生体分子の構造および、それらの相互作用と薬理作用の関係を理解
する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：有機化学１−４、薬理学１−４、薬物治療学１−４、生化学１−３、薬用天然物化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学、薬物動態学
薬剤師が取り扱う医薬品の化学構造に基づく性質や標的となる生体分子との相互作用を理解し、薬理作用へと結びつける科

目である。
・教科書

『新編医薬化学』日比野俐、石倉稔、北川幸己、須本国弘、波多江典之（編集）　廣川書店
・参考書

『ダンラップ・ヒューリン創薬化学』長野哲雄（監訳）　東京化学同人
『化学構造と薬理作用』柴崎正勝、赤池昭紀、橋田充（編集）　廣川書店
『NEW薬理学』加藤隆一、田中千賀子（編集）　南江堂

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 医薬品創製に関する基
本的事項（１）

医薬品の創製の歴史および開発のプロセスを
理解し、医薬品化学の概要を説明できる。医
薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点
から説明できる。
【A-⑴-③-6】【B-⑵-②-2、 3 、5】【C4-⑶-
①-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、医薬品開発のプロセスお
よび、医薬品と生体分子との相互作用を理解してお
くこと。

2 医薬品創製に関する基
本的事項（２）

医薬品の構造からその物理化学的性質を説明
できる。構造に含まれる代表的な複素環の性
質を説明できる。ファーマコフォア、リピン
スキー則、バイオアイソスターなどの医薬品
に関する基本的な事項を説明できる。
【C4-⑶-②-1】【C4-⑶-③-1、 2 、3】【E１-
⑴-①-6】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、含窒素複素間の性質、バ
イオアイソスターについて理解しておくこと。

3 医薬品創製に関する基
本的事項（３）

プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬
品の構造について説明できる。受容体、酵素
に作用する医薬品の概要を説明できる。不可
逆的酵素阻害剤、基質アナログ、遷移状態ア
ナログなどの医薬品に関する概念、開発戦略
を説明できる。
【C4-⑴-②-1】【C4-⑵-②-1、2、3】【C4-⑵-
③-1、2】【C4-⑶-②-2】【E1-⑴-①-2、3、4、6】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、プロドラッグ、遷移状態
アナログなどの医薬品開発戦略を具体例とともに理
解しておくこと。
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4 医薬品の標的となる生
体分子の構造と化学的
な性質（１）

医薬品の標的となる生体分子およびそれを構
成する小分子の構造に基づく化学的性質を説
明できる。
【C4-⑴-①-1、2】【C6-⑵-①②③④⑤⑥⑦】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、アミノ酸、核酸、糖類な
ど生体分子の構造を覚えること。

5 医薬品の標的となる生
体分子の構造と化学的
な性質（２）

イオン、活性酸素種、リンまたは硫黄を含む
補酵素などの生体分子の構造と機能について
説明できる。医薬品および異物の代謝反応を
有機化学の視点から説明できる。
【C4-⑴-②-2、3、4】【C4-⑵-①-1、2】【C4-
⑵-④-1、2】【C6-⑵-⑥⑦】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、ビタミン類と各々が関与
する生体内反応を理解しておくこと。

6 医薬品の標的となる生
体分子の構造と化学的
な性質（３）

コレステロールなどの生体分子の生合成、脂
肪酸分解などの生体内反応を有機化学の視点
から説明できる。
【C4-⑵-④-1、2】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。特に、コレステロールの生合成、
脂肪酸分解の各過程を理解しておくこと。

7 自律神経系に作用する
医薬品（１）

カテコールアミン骨格を有する、またはアド
レナリン受容体を標的とする代表的な医薬品
を列挙し、それぞれの化学構造に基づく性質
と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-1】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

8 自律神経系に作用する
医薬品（２）

アセチルコリンアナログ骨格を有する、また
はアセチルコリン受容体を標的とする代表的
な医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に基
づく性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-2】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

9 体性神経系に作用する
医薬品

イオンチャネルに作用する医薬品の概要を説
明できる。局所麻酔薬、筋弛緩薬となる代表
的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に
基づく性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑦-1】【E1-⑴-①-3】【E2-⑴-④-1】

【E2-⑹-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

10 中枢神経系に作用する
医薬品（１）

抗不安薬、抗てんかん薬の代表的な医薬品を
列挙し、それぞれの化学構造に基づく性質と
作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-4】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

11 中枢神経系に作用する
医薬品（ 2 ）

統合失調症治療薬、抗うつ薬、パーキンソン
病治療薬の代表的な医薬品を列挙し、それぞ
れの化学構造に基づく性質と作用について説
明できる。
【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

12 中枢神経系に作用する
医薬品（ 3 ）

アルツハイマー型認知症治療薬、中枢神経興
奮薬、オピオイドアナログの代表的な医薬品
を列挙し、それぞれの化学構造に基づく性質
と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑤-5】【E2-⑴-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。

13 ステロイド系ホルモン
の化学構造に基づく性
質

ステロイドまたはステロイドアナログ構造を
持つ代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化
学構造に基づく性質と作用について説明でき
る。
【C4-⑶-⑤-3】【E2-⑵-④-1】【E2-⑸-③-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」記載
内容あるいは指定箇所）を教科書で確認し、不明点
を明らかにしておくこと。
復習（2.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整理し、
理解しておくこと。また、学んだ医薬品について、
薬理学および薬物治療学の関連する内容を並行して
理解しておくこと。
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【☆】

医薬品化学２ Medicinal Chemistry 2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

平野　智也 4 年次・後期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
医薬品化学１で学んだ基本的事項（医薬品と生体分子の化学構造およびそれらの相互作用）をもとに、個々の医薬品の開発の

歴史、構造的特徴、構造活性相関について学ぶ。また、化学構造に起因する作用機序を薬理学、薬物治療学と関連させて習得す
る。
・一般目標（GIO）

本授業では、医薬品の生体内での作用を有機化学の視点で理解することを目指す。医薬品およびその標的となる生体分子の構
造と性質、生体内での反応に関する基本的事項を修得することを目的とする。
・授業の方法

教科書およびプリントを用いた講義形式で行う。
・成績評価

定期試験90%、講義中の小テスト10%で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

全ての受講者に対して定期試験問題の公開、模範解答を開示する。再試験受験対象者には解説も行う。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に医薬品と生体分子の構造および、それらの相互作用と薬理作用の関係を理解
する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：有機化学１−４、薬理学１−４、薬物治療学１−４、生化学１−３、薬用天然物化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学、薬物動態学
薬剤師が取り扱う医薬品の化学構造に基づく性質や標的となる生体分子との相互作用を理解し、薬理作用へと結びつける科

目である。
・教科書

『新編医薬化学』日比野俐、石倉稔、北川幸己、須本国弘、波多江典之（編集）　廣川書店
・参考書

『ダンラップ・ヒューリン創薬化学』長野哲雄（監訳）　東京化学同人
『化学構造と薬理作用』柴崎正勝、赤池昭紀、橋田充（編集）　廣川書店
『NEW薬理学』加藤隆一、田中千賀子（編集）　南江堂

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 オータコイドおよびその
関連医薬品（１）

ヒスタミン、セロトニン、プロスタグランジン
の生合成を有機化学の視点から理解できる。関
連する代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化
学構造に基づく性質と作用について説明できる。
【E2-⑵-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

2 オータコイドおよびその
関連医薬品（２）

消化性潰瘍治療薬の代表的な医薬品を列挙し、
それぞれの化学構造に基づく性質と作用につい
て説明できる。
【E2-⑵-④-1】【E2-⑷-③-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

3 抗炎症薬・抗アレルギー
薬（１）

非ステロイド系抗炎症薬の代表的な医薬品を列
挙し、それぞれの化学構造に基づく性質と作用
について説明できる。
【C4-⑶-④-2】【E2-⑵-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。
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4 抗炎症薬・抗アレルギー
薬（２）

抗アレルギー薬の代表的な医薬品を列挙し、そ
れぞれの化学構造に基づく性質と作用について
説明できる。
E2-⑵-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

5 循環器系に作用する医薬
品（１）

利尿薬、高血圧症治療薬、心不全治療薬の代表
的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に基
づく性質と作用について説明できる。
【E2-⑶-④-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

6 循環器系に作用する医薬
品（２）

抗不整脈薬、虚血性心疾患治療薬、抗血栓薬の
代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構造
に基づく性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑦-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

7 ペプチド系ホルモン ペプチドまたはペプチドアナログ構造を持つ代
表的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に
基づく性質について説明できる。
【C4-⑶-④-6】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

8 代謝系に関連する治療薬 抗糖尿病薬、抗高脂血症薬などの代謝系疾患治
療薬の代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化
学構造に基づく性質と作用について説明できる。
【E2-⑸-③-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

9 感染症治療薬 β-ラクタム系抗生物質などの抗菌剤の代表的
の医薬品を列挙し、それぞれの化学構造に基づ
く性質と作用について説明できる。抗ウイルス
薬、抗真菌薬の代表的な医薬品を列挙し、それ
ぞれの化学構造に基づく性質と作用について説
明できる。
【C4-⑶-④-1、3、4、5】【E2-⑺-⑩-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。

10 抗悪性腫瘍薬 DNAに作用する医薬品の概要を説明できる。
DNAと結合する医薬品、インターカレーター、
DNAを切断する抗生物質などの抗悪性腫瘍薬
の代表的な医薬品を列挙し、それぞれの化学構
造に基づく性質と作用について説明できる。
【C4-⑶-⑥-1、2、3】【E１-⑴-①-5】【E2-⑺-
⑩-1】

予習（ 1 時間）：次回の講義内容（「授業計画」
記載内容あるいは指定箇所）を教科書で確認
し、不明点を明らかにしておくこと。
復習（1.5時間）：今回の講義で学んだ内容を整
理し、理解しておくこと。また、学んだ医薬品
について、薬理学および薬物治療学の関連する
内容を並行して理解しておくこと。
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【☆】

薬事関連法・制度 Pharmaceutical Affairs Law and Enforcement Regulations

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

恩田　光子 4 年次・前期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
薬剤師の倫理や責任について法的側面から理解する。また、薬剤師の業務遂行に必要な薬事関係法規の体系及び内容を修得す

るとともに、医療の基本法である医療法、その他医事関係法規についても理解を深める。
・一般目標（GIO）

患者・家族の安全や利益を最優先し、責任を持って医療・薬事行政・公衆衛生関連活動に従事するために、医事及び薬事関係
法規、制度の精神とその施行に関する基本的知識を修得する。
・授業の方法

教科書と適時配付するプリントに沿った講義を中心として、各講義終了時に問題演習を行うことにより、知識の整理と理解度
の確認を行う。
・成績評価

定期試験結果（８０％）と各講義終了時に行う確認テスト（2０％）により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示する。確認テストの解説は講義時間内に行う。
・学位授与方針との関連

医療人として相応しい倫理観と社会性を身につける。
・関連科目

関連科目：法と社会、倫理と社会、医療人マインド、医療と法、制度経済
臨床系関連科目・内容：実務実習事前学習及び実務実習、さらには卒業後の実務現場において、法や倫理を適用できる「リー

ガルマインド」を涵養する。
・教科書

『薬事法規・制度・倫理マニュアル（最新版）』恩田光子、亀井美和子、嶋田修治、他　南山堂
『薬事衛生六法（最新版）』薬事日報社
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 法・倫理・責任 薬剤師が遵守すべき倫理規範について説明でき
る。【A-⑵-②-2】 患者の自己決定権とインフォ
ームドコンセントの意義について説明できる。

【A-⑵-③-3】 薬剤師に関わる法令とその構成
について説明できる。【B-⑵-①-1】 薬剤師の刑
事責任、民事責任（製造物責任を含む）につい
て概説できる。【B-⑵-①-８】 個人情報の取扱い
について概説できる。【B-⑵-①-7】

法令の構成や個人情報保護法の概要についての
論点整理、確認テストの復習など。（復習： 3 時
間）

2 薬剤師法・医師法等 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説
明できる。【B-⑵-①-2】 薬剤師の任務や業務に
関する薬剤師法の規定とその意義について説明
できる。【B-⑵-①-3】 薬剤師以外の医療職種の
任務に関する法令の規定について概説できる。

【B-⑵-①-4】

薬剤師法で定められた薬剤師の業務について、
条文と対応させながらプリントの該当箇所に整
理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

3 医 薬 品 医 療 機 器 等 法
（ 1 ）

医薬品医療機器等法の目的及び医薬品等の定義
について説明できる。【B-⑵-②-1】

当該法律で規制対象（あるいは取締対象）にな
っているものや行為（特に製造販売）の定義を
整理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

4 医 薬 品 医 療 機 器 等 法 
（ 2 ）

薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る
法規範について説明できる。【B-⑵-②-6】

当該法律で規定されている薬局開設者と薬局管
理者の関係や医薬品販売業の業態を中心に整
理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

5 医 薬 品 医 療 機 器 等 法
（ 3 ）

医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範につ
いて説明できる。【B-⑵-②-4】

当該法律で規定されている医薬品製造販売業と
製造業の業態の特徴を中心に整理、確認テスト
の復習など。（復習： 3 時間）

6 医 薬 品 医 療 機 器 等 法
（ 4 ）

医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範
について概説できる。【B-⑵-②-2】 治験の意義
と仕組みについて概説できる。【B-⑵-②-3】 製
造販売後調査制度及び製造販売後安全対策につ
いて説明できる。【B-⑵-②-5】

医薬品製造販売承認のプロセスやPMSの枠組
みとその内容を中心に整理、確認テストの復習
など。（復習： 3 時間）

7 医 薬 品 医 療 機 器 等 法
（ 5 ）

医薬品の取扱いに関する医薬品医療機器等法の
規定について説明できる。【B-⑵-②-7】 日本薬
局方の意義と構成について説明できる。【B-⑵-
②-８】

治験の定義、治験に係る用語の定義、治験の実
施プロセス、医薬品の表示の内容を中心に整
理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

8 医 薬 品 医 療 機 器 等 法
（ 6 ）

生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法
規範について説明できる。【B-⑵-②-9】 監督、
雑則、刑罰等に関する規定（レギュラトリーサ
イエンスの必要性と意義について説明できる）

【B-⑵-②-11】

生物由来製品、特定生物由来製品の定義、管理
上の留意点を中心に整理、確認テストの復習な
ど。（復習： 3 時間）

9 特別な管理を要する薬物
等に係る法規範 （ 1 ）

麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る
規定について説明できる。【B-⑵-③-1】

麻向法における麻薬及び向精神薬の取扱いに関
する規定について両者を対比させながら整理、
確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

10 特別な管理を要する薬物
等に係る法規範（ 2 ）

覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止
規制について概説できる。【B-⑵-③-2】

覚せい剤及び覚せい剤原料を中心に、取扱いに
関する規定について両者を対比させながら整
理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

11 特別な管理を要する薬物
等に係る法規範（ 3 ）

毒物劇物の取扱いに係る規定について概説でき
る。【B-⑵-③-3】

毒物・劇物の定義及び営業登録の種類、特徴が
ある毒物・劇物を中心に取扱いに関する規定を
整理、確認テストの復習など。（復習： 3 時間）

12 医薬品医療機器総合機構
法

健康被害救済制度について説明できる。【B-⑵-
②-1０】

医薬品副作用救済制度を中心に内容を整理、確
認テストの復習など。（復習： 3 時間）

13 医療法 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療
法の規定とその意義について説明できる。【B-
⑵-①-5】 医療提供体制に関する医療法の規定
とその意義について説明できる。【B-⑵-①-6】

医療の理念及び医療の担い手の責務について、
本法がどのように規定しているか整理、確認テ
ストの復習など。（復習： 3 時間）
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【☆】

薬理学４ Pharmacology 4

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

大喜多　守 4 年次・前期 1.5 薬学科：必修　
薬科学科：選択

・授業の目的と概要
各種疾患の治療において薬物療法は欠くことのできない手段である。薬理学とは医薬品の生体に及ぼす作用を調べる学問で

ある。すなわち、医薬品の有効性、安全性、生体内動態などを幅広く理解することが要求される。本講義では、生化学、生理学
（機能形態学）などの基礎知識と、「薬理学 1 、 2 、 3 」において習得した薬理学の基礎をふまえて、内分泌疾患・代謝性疾患治
療薬および化学療法薬の作用機序について理解を深めることを目的とする。同時に各薬物に関する臨床的用途や有害作用につ
いても学ぶ。
・一般目標（GIO）

内分泌・代謝性疾患に対する治療薬、感染症・悪性腫瘍に用いられる化学療法薬に関する基本的知識（作用機序・薬理作用・
臨床応用）を修得する。
・授業の方法

教科書もしくは配布プリントを用いた講義形式で授業を進める。臨床的有用性の点で、より優れた新薬の開発が日進月歩のご
とく行われていることから、そのような観点からの話題も随時提供する。なお、化学療法薬に関しては補講（ 2 コマ分）を実施
する。
・成績評価

定期試験の成績により評価する（100%）
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示し、模範解答を公開する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に医薬品の作用機序、薬物有害反応（副作用）、相互作用を薬理学的に理解す
る能力を身に付ける。
・関連科目

関連科目：機能形態学、生化学、薬剤学、薬物治療学など
・教科書

『薬がみえるvol.2& 3 』弘世貴久、福本陽平 他　MEDICMEDIA
『NEW薬理学（改訂第 7 版）』田中千賀子、加藤隆一（編集）　南江堂

・参考書
『今日の治療薬2019』浦部昌夫、島田和幸、川合眞一（編集）　南江堂
『薬がみえるvol.1』野元正弘、渡邉裕司 他　MEDICMEDIA
『新しい薬理学』石井邦明、西山 成（監修）　西村書店
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 化学療法薬 1 代表的な抗菌薬及び抗原虫・寄生虫薬を挙
げ、作用機序と主な副作用について説明で
きる。【E2-⑺-①②③⑥⑩】

予習：感染症に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：抗菌薬・抗原虫・寄生虫薬それぞれについ
て代表的な薬物を列挙し、その薬物の構造的特徴・作用
機序・薬物有害反応・相互作用の一覧を作成し、理解す
る（ 2 時間）。

2 化学療法薬 2 代表的な抗真菌薬及び抗ウィルス薬を挙
げ、作用機序と主な副作用について説明で
きる。【E2-⑺-③④⑤⑩】

予習：感染症に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：抗真菌薬・抗ウイルス薬それぞれについて
代表的な薬物を列挙し、その薬物の構造的特徴・作用機
序・薬物有害反応・相互作用の一覧を作成し、理解する

（ 2 時間）。
3 化学療法薬 3 代表的な抗悪性腫瘍薬を挙げ、作用機序と

主な副作用について説明できる。【E2-⑺-
⑦⑧⑩】

予習：悪性腫瘍に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：悪性腫瘍の治療に用いる代表的な薬物を列
挙し、その薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反
応・相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

4 化学療法薬 4 代表的な分子標的治療薬を挙げ、作用機序
と主な副作用について説明できる。【E2-⑺
-⑧⑩】

予習：悪性腫瘍に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：悪性腫瘍の治療に用いる分子標的治療薬を
列挙し、その薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反
応・相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

5 内分泌疾患に対する
治療薬 1

視床下部・脳下垂体ホルモンの生理・薬理
作用及び臨床適用について説明できる。

【C7-⑵-②-1】【E2-⑸-②-4・5】【E2-⑸-
③-1】

予習：視床下部・脳下垂体ホルモンに関する基本事項を
理解しておく（ 1 時間）。復習：視床下部・脳下垂体ホル
モン製剤及びその関連薬を列挙し、薬物の構造的特徴・
作用機序・薬物有害反応・相互作用の一覧を作成し、理
解する（ 2 時間）。

6 内分泌疾患に対する
治療薬 2

甲状腺ホルモンの生理・薬理作用、代表的
な甲状腺機能異常症治療薬の作用機序と主
な副作用について説明できる。【E2-⑸-②
-2・3・5】【E2-⑸-③-1】

予習：甲状腺ホルモンに関する基本事項を理解しておく
（ 1 時間）。復習：甲状腺ホルモン製剤及びその関連薬を
列挙し、薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反応・
相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

7 内分泌疾患に対する
治療薬 3

副腎皮質および髄質ホルモンの生理・薬理
作用、臨床適用、副作用について説明でき
る。【E2-⑸-②-5】【E2-⑸-③-1】

予習：副腎皮質ステロイドに関する基本事項を理解して
おく（ 1 時間）。復習：副腎皮質ステロイド及びその関連
薬を列挙し、薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反
応・相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

8 内分泌疾患に対する
治療薬 4

性ホルモンの生理・薬理作用、臨床適用、
副作用について説明できる。【C7-⑵-⑩-1】

【E2-⑶-③-6・7・８】【E2-⑸-②-1・5】
【E2-⑸-③-1】

予習：性ホルモンに関する基本事項を理解しておく（ 1
時間）。復習：性ホルモン製剤及びその関連薬を列挙し、
薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反応・相互作用
の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

9 内分泌疾患に対する
治療薬 5

膵臓ホルモンの生理作用および血糖調節機
構について説明できる。【C7-⑵-⑥-1】

【E2-⑸-③-1】

予習：膵臓ホルモンに関する基本事項を理解しておく
（ 1 時間）。復習：インスリン製剤を列挙し、その製剤の
構造的特徴・作用機序・薬物有害反応・相互作用の一覧
を作成し、理解する（ 2 時間）。

10 代謝性疾患に対する
治療薬 1

代表的な糖尿病治療薬を挙げ、作用機序と
主な副作用について説明できる。【E2-⑸-
①-1】【E2-⑸-③-1】

予習：糖尿病に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：糖尿病の治療に用いる代表的な薬物を列挙
し、その薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害反応・
相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

11 代謝性疾患に対する
治療薬 2

代表的な脂質異常症治療薬を挙げ、作用機
序と主な副作用について説明できる。【E2-
⑸-①-2】【E2-⑸-③-1】

予習：脂質異常症に関する基本事項を理解しておく（ 1
時間）。復習：脂質異常症の治療に用いる代表的な薬物
を列挙し、その薬物の構造的特徴・作用機序・薬物有害
反応・相互作用の一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。

12 代謝性疾患に対する
治療薬 3

代表的な高尿酸血症・痛風治療薬を挙げ、
作用機序と主な副作用について説明でき
る。【E2-⑸-①-3】【E2-⑸-③-1】

予習：高尿酸血症・痛風に関する基本事項を理解してお
く（ 1 時間）。復習：高尿酸血症・痛風の治療に用いる代
表的な薬物を列挙し、その薬物の構造的特徴・作用機
序・薬物有害反応・相互作用の一覧を作成し、理解する

（ 2 時間）。
13 代謝性疾患に対する

治療薬 4
カルシウム代謝調節・骨代謝に関連する代
表的な治療薬を挙げ、作用機序と主な副作
用について説明できる。【E2-⑵-③-2・4】

【E2-⑸-③-1】

予習：骨粗鬆症に関する基本事項を理解しておく（ 1 時
間）。復習：骨粗鬆症の治療に用いる代表的な薬物を列
挙し、その薬物の作用機序・薬物有害反応・相互作用の
一覧を作成し、理解する（ 2 時間）。
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【☆】

臨床薬物動態学 Clinical Pharmacokinetics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆宮崎　誠　　中村　任 4 年次・前期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
薬物治療では、医師の診断に基づき適切な治療薬が選択され、投与量や投与方法などの投与計画が決定される。しかし、治療

効果や副作用の強さは患者毎に異なっているため、患者の背景や状態を観察しながら投与量などを適宜調節しなくてはならな
い。このとき、薬剤師に求められるのが臨床薬物動態学の考え方、すなわち“薬物の体内動態と患者の生理的および病理的変化
との関係に基づき、投与量や投与方法を変更できる能力”である。臨床薬物動態学は、医療の最前線に携わる多くの薬剤師に必
要なのは勿論、臨床治験の適切な実施やその成績評価などを行う上で、臨床開発従事者にも欠くことができない。単なる「臨床
版」の薬物動態学ではない。

薬物の治療効果･副作用が時間と共にどのように推移するかは、薬物動態学（PK）と薬力学（PD）の関係（PK-PD）が密接
に関係している。治療域の狭い危険な薬物では、この関係に基づいて治療薬物モニタリング（TDM）が行われている。添付文
書等に記載されている薬物動態学的な基本情報を読み取ることで、コンピュータがなくても、患者の生理機能の変化が体内動態
に与える影響を予想することも可能である。さらに、統計学的手法を応用したポピュレーションファーマコキネティクス

（PPK）は、患者間の体内動態の差をも含めて理解しようとするものであり、現在の医薬品開発を成功させるための鍵であるフ
ァーマコメトリクスの中核を担っている。本講座では、これらPK-PD理論や生理機能変化による体内動態の変動予想、PPK、病
院の栄養サポートチームでも必要な時間薬理学･時間治療、TDMの概略を扱う。
・一般目標（GIO）

科学的根拠に基づいた薬物治療の個別化や、最適な薬物投与計画の立案に必要な基礎理論を修得する。
・授業の方法

第 2 講以降は、以下の予習に重点をおいたアクティブラーニングを行う。Google Formsを用いて作成した演習問題には、当
該講義専用のWebサイト（Google Appsへのログインが必要、URLは第１項の際に開示する）からアクセスする（パソコン、タ
ブレット、スマートフォンいずれにも対応）。

STEP1（授業前）：提供する資料や教科書・参考図書を使って予習した後、学習成果の確認のために事前演習課題を解答・提
出する。

STEP2（授業前）：事前演習課題の採点結果を受け取り、理解度が不足する点を各自で明らがする。
STEP3（授業）：理解度が不足する点を中心に授業を聴講し学習する。
STEP4（授業後）：授業ノートや資料・教科書・参考図書を使って復習した後、学習成果の確認のために事後演習課題を解

答・提出する。採点結果を受け取り、必要に応じてさらに復習を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

上記「授業の方法」にしたがった反転授業（Just in Time Teaching： JiTT）を行う。授業をアクティブラーニングにするか
否かは受講生自らの予習・復習への取り組みと､ 講義を受ける準備・態度にかかっています。第 1 講〜第 8 講の自己学習への取
り組みはルーブリックで評価します。第 9 講と第10項では、講義内容を復習・確認するためにスモールグループディスカッショ
ンを行い、グループの代表者が双方向学習ツール（レスポン）を利用して発表します。
・成績評価

定期試験成績85％、ルーブリック評価点15％
ルーブリックは第 1 講にて配布し解説する。

・試験・課題に対するフィードバック方法
各自の定期試験答案は求めに応じて開示する。過去の全試験問題・正答例およびその解説は当該講義専用のWebサイト上で

常時公開している。演習課題は提出締切後、直ちに採点し返却する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

宮崎（企業等の研究者）・中村任（薬剤師）／企業の研究開発部門での研究経験、大学附属病院での薬剤師実務経験を活かし、
薬物動態学（PK）と薬力学（PD）の関係（PK-PD）、生理機能変化による体内動態の変動予想、統計学的手法を応用したポピ
ュレーションファーマコキネティクス（PPK）、PK-PDに基づく治療薬物モニタリング（TDM）に関してアクティブラーニング
の手法を用いて実践的な能力の修得を目指して学修させる。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として患者や医療チームから信頼される薬剤師となるために（ディプロマポリシー）、チーム医療や薬物療法に必
要な専門知識を身につける（カリキュラムポリシー）。
・関連科目

関連科目：生物薬剤学 1 ・ 2 、薬物動態解析学､ 薬剤学実習、薬理学 1 〜 4 、薬物治療学 1 〜 4 、医薬品安全性学、数学 2 、
数理統計学、医療統計学、病態・薬物治療学演習、生物統計学演習、臨床感染症学、医薬品情報学
・教科書

『広義 薬物動態学』掛見正郎（編）　京都廣川書店
・参考書

『広義 薬物動態学　難解複合問題100選』掛見正郎（編著）　京都廣川書店
『臨床薬物動態学　薬物治療の適正化のために』緒方宏泰（編著）　丸善出版
『わかりやすい調剤学　第 6 版』岩川精吾 他（編）　廣川書店

（☆印は担当代表者）
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬物動態学-薬力学（PK-
PD）理論（宮崎誠）

・薬物動態学と薬力学を関連付けて、薬効推移を説明する
ことができる。
・薬力学的パラメータの特徴を薬効の強さと関連付けて説
明することができる。
・投与量と薬効の強さの関係を説明することができる。
【E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E4-⑵-①-6】

関連する教材：
教科書「広義薬物動態学」p.290〜306
事前学習 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

2 抗菌薬のPK-PD
時間薬理学と時間治療
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・抗菌薬に関するPK-PD関係の特徴を理解し、PK-PDパラ
メータを使った投与計画を説明できる。
・耐性菌対策を考慮した抗菌薬の投与計画を説明できる。
・生体リズムやその機構について概説できる。
・生体リズムとPK-PDとの関係について説明できる。
・生体リズムを考慮した薬物治療について説明できる。
【E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E2-⑺-②-1、E3-⑶-④-1、
E4-⑵-①-6】

抗菌薬のPK-PDに関連する教材：「抗菌薬の
PK-PDと投与設計」（Webサイトにて事前に
配布）
時間薬理学と時間治療に関連する教材：
教科書p.381〜399
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

3 体内動態の特徴付けと生理
学的変動因子の影響 1
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
尿中排泄率、全身クリアランス、分布容積、血中タンパク
結合率によって薬物の体内動態を分類し特徴付けることが
できる。
【E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E3-⑶-③-1〜 3 、E4-⑴-④
-3、E4-⑴-⑤-3、E4-⑵-①-5、E4-⑵-②-3、
アドバンストE4-①-1、5】

関連する教材：
配布プリント「薬物動態学的特徴がみた薬
物の分類と変動因子の影響−その 1 −」

（Webサイトにて配布）
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

4 体内動態の特徴付けと生理
学的変動因子の影響 2
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・添付文書に記載されている情報をもとに薬物の体内動態
を特徴付けることができる。
・患者の生理学的変化（臓器固有クリアランス、臓器血流
量、血中タンパク結合率）に基づいた体内動態の変動を予
想し、投与設計を行うことができる。
【E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E3-⑶-③-1〜 3 、E4-⑴-④
-3、E4-⑴-⑤-3、Ｅ 4 -⑵-①-5、E4-⑵-②-3、アドバンス
トE4-①-1、5】

関連する教材：
配布プリント「薬物動態学的特徴がみた薬
物の分類と変動因子の影響−その 2 −」

（Webサイトにて配布）
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

5 体内動態の特徴付けと生理
学的変動因子の影響 3
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・添付文書に記載されている情報をもとに薬物の体内動態
を特徴付けることができる。
・患者の生理学的変化（臓器固有クリアランス、臓器血流
量、血中タンパク結合率）に基づいた体内動態の変動を予
想し、投与設計を行うことができる。
【E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E3-⑶-③-1〜 3 、E4-⑴-④
-3、E4-⑴-⑤-3、Ｅ 4 -⑵-①-5、E4-⑵-②-3、
アドバンストE4-①-1、5】

関連する教材：
配布プリント「薬物動態学的特徴がみた薬
物の分類と変動因子の影響−その 2 −」

（Webサイトにて配布）
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

6 ポピュレーションファーマ
コキネティクス（PPK） 1
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・集団における体内動態データの解析方法を説明できる。
・非線形混合効果モデル法における個体間変動と個体内変
動の考え方を説明できる。
・非線形混合効果モデル法における共変量の考え方を説明
できる。
【A-⑴-②-4、E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E4-⑵-②-4】

関連する教材：
教科書「広義 薬物動態学」p.337〜342
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

7 ポピュレーションファーマ
コキネティクス（PPK） 2
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・誤差モデルによる個体間変動・個体内変動の表し方を概
説できる。
・NONMEM法による解析の流れを概説できる。
【A-⑴-②-4、E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E4-⑵-②-4、ア
ドバンストE4-①-4】

関連する教材：
教科書「広義 薬物動態学」p.343〜356（ただ
しp.348〜350は除く）、p.370〜375
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

8 ポピュレーションファーマ
コキネティクス（PPK） 3
（宮崎誠）

＜アクティブラーニング＞
・NONMEM法における薬物動態解析や結果の妥当性評価
法について概説できる。
・PPKにおけるベイズ推定（ベイジアン）法を概説できる。
・ベイズ推定法の結果を正しく理解し、投与計画に応用で
きる。
【A-⑴-②-4、E1-⑴-①-1、E1-⑴-①-6、E4-⑵-②-4、ア
ドバンストE4-①-4】

関連する教材：
教科書「広義 薬物動態学」p.357〜369、p.375
〜377
事前演習課題を用いて 1 時間
事後演習課題を用いて 1 時間

9 TDMの実際１（中村任） 治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが
有効な薬物を列挙できる。TDMを行う際の採血ポイント、
試料の取り扱い、測定法について説明できる。代表的な
TDM対象薬について、薬物動態パラメータを算出し、患者
ごとの薬物投与設計ができる。【E4-⑵-②-1〜 3 、F-⑶-④
-5】

関連する教材：参考書「わかりやすい調剤
学」pp.285〜289.、参考資料「TDMの基礎知
識（日本TDM学会）」（Webサイトにて配布）
参考資料中に出てくる医薬品について薬効分
類や適応症について予習すること（ 1 時間）
配布する演習課題に基づいて講義内容を整理
すること（ 1 時間）

10 TDMの実際２（中村任） 代表的なTDM対象薬について、薬物血中濃度の推移が薬物
療法の効果および副作用について予測できる。また、薬物
血中濃度に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投
与方法、投与期間等を変更するための提案内容について説
明できる。【F-⑶-④-6、F-⑶-④-1０】

関連する教材：参考書「わかりやすい調剤
学」pp.285〜289.、事前演習課題（Webサイ
トにて配布）事前演習課題に取り組むこと

（0.5時間）配布する演習課題に基づいて講義
内容を整理すること（1.5時間）
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【☆】

アドバンスト薬物治療学１ Advanced Pharmacotherapeutics 1

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆松村　人志　　林　　哲也　　駒野　　淳　　福森　亮雄　　井尻　好雄
　幸田　祐佳　　加藤　隆児　　山口　敬子　　島本　史夫 4 年次・後期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
必修科目である『薬物治療学１〜４』において学習した内容を基礎として、さらに薬剤師にとって重要であるが理解が難しい

医療上の項目を選んで解説する。薬物治療学の系統的な講義の仕方ではなく、テーマを選んで重点的に学ぶ。
・一般目標（GIO）

患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を
基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
・授業の方法

スライド、プリント資料を用いて、講義を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

「炎症性腸疾患の処方解析（加藤隆児）」では、講義のみでなく、ディスカッションやディベートを取り入れる予定である。
・成績評価

各講義の最後に小テスト（10回、各10%、計100%）を行う。全ての講義でのこの小テストの点数を加算して、評価点を出す。
・試験・課題に対するフィードバック方法

各小テストの解答は、講義の最後に示す。疑義がある場合等には、授業終了後又はオフィスアワーに、担当教員と話し合うこ
ととする。・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
松村人（医師）・林哲（医師）・駒野（医師・企業等の研究者）・福森（医師・企業等の研究者）・井尻（薬剤師）／大学附属病

院での臨床医、薬剤師実務経験、公的研究機関や病院機構での研究および臨床経験、国内や海外の研究機関での研究および臨床
経験を活かし、薬剤師にとって重要であるが理解が難しい医療上の項目について、発展的内容を指導する。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬物治療学１〜４、病態・薬物治療学演習、早期体験学習２、臨床感染症学、個別化医療、人体の構造と病態、機
能形態学、薬理学、病態生化学、医薬品安全性学、医薬品情報学、生物薬剤学１・２、医療薬剤学、薬物動態解析学など
・教科書

指定しない。
・参考書

『薬物治療学』吉尾隆 他（編集）　南山堂
『Principal Pharmacotherapy』亀井淳三、 齋藤英胤（編集）　ネオメディカル
『実践処方例とその解説　第２版』田中一彦 他（監修）井尻好雄、加藤隆児（編著）　じほう

（☆印は担当代表者）
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年
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 オリエンテーション
精神疾患治療薬の重篤副
作用（松村人志）

抗精神病薬の使用で出現し得る錐体外路症状や
悪性症候群、抗うつ薬の使用中に出現し得るセ
ロトニン症候群、抗てんかん薬の使用で出現し
得るSJS及びTENやDIHS等について、整理して
理解できる。【E2⑴③457】

悪性症候群とセロトニン症候群の違いについ
て、インターネットで重篤副作用疾患別対応マ
ニュアルを検索して調べ、予習する（ 2 時間）。
授業で取り上げた各重篤副作用について、整理
してまとめる（ 1 時間）。

2 認知症（福森亮雄） 認知症の症状や経過等について、概観するとと
もに、認知症の治療薬の開発の経緯や、これか
ら開発すべき治療薬のコンセプトについて等、
認知症の現在と未来について考える。【E2⑴③
10④1】

予習として、認知症について、教科書を読むな
どして、知識を整理しておく（1.5時間）。認知
症の治療薬について、復習して整理しておく

（1.5時間）。

3 心不全と不整脈に対する
最新の治療戦略（林哲
也）

収縮不全・拡張不全の概念を理解し説明でき
る。また、心不全ならびに不整脈の病態生理に
応じた治療戦略を理解できる。【E2⑶①1、2】

心不全の病態生理について事前学習しておくこ
と（ 1 時間）。授業後に、心不全治療薬ならびに
抗不整脈薬について整理しまとめる（1.5時間）。

4 肝硬変の病態と薬物治療
（島本史夫）

臨床事例に基づいて慢性肝疾患の終末像として
の肝硬変の病態、症状、検査所見、合併症を説
明することができ、病態に即応した薬物治療を
提示できる。【E1⑵①1、E1⑵②3、E2⑷②3】

肝臓の解剖生理およびウイルス性肝疾患と肝硬
変の病態生理の予習・事前学習をする（1.5時
間）。肝硬変に合併する門脈圧亢進症および肝
性脳症の治療を解剖生理・病態生理と結びつけ
て復習・事後学習する（1.5時間）。

5 主な性感染症とその症
状・治療（駒野淳）

日本における性感染症とそれらの治療法につい
て、概要を説明できる。【E2⑺③5④15】

予習として、日本における性感染症について、
インターネット等を利用して、自分なりに調べ
ておく（ 2 時間）。復習として、授業で取り上げ
られた性感染症の知識を整理しておく（ 1 時
間）。

6 造影剤・放射線医薬品の
治療戦略（井尻好雄）

造影剤投与時及び放射性医薬品使用時の注意点
について理解できる。また、これらの薬剤が診
断薬治療薬を見分けることができる【E1⑷ 1 、
3】【E2⑵②4、7、9、③2、⑶①2、③7、⑸②2、
5、⑺⑧6、7、8、10、12、⑻③3】

予習として、造影剤・放射性医薬品について、
インターネット等を利用して、自分なりに調べ
ておく（ 2 時間）。復習として、授業で取り上げ
た医薬品についての知識を整理しておく（ 1 時
間）。

7 がん患者の処方解析（井
尻好雄）

がん患者の処方例『実践処方例とその解説』（じ
ほう）から病態を想像し、TNM分類による患者
の病態を考える。処方から病名、Stageを解析す
ることができる。【演習内小テストで採点する】

【E2⑺⑦1〜 3 、⑧1〜13、⑨1、2】

予習：『実践処方例とその解説』（じほう）p42、
48、53、82、91、109、119、127、138、188、
248、280、346、382、384、386、392を一読し、
患者の病態を把握しておくこと（ 1 時間）。復
習：再度教科書を見ながら、がん治療戦略のあ
らましを再確認するとともに、TNM分類、抗が
ん薬の Dose-limiting Factor （DLT） について
理解を深める（ 1 時間）

8 糖尿病とその合併症（幸
田祐佳）

糖尿病合併症の病態・症状を把握して、糖尿病
患者に適した薬物治療を提示できる。【E2⑶③
5 ⑸① 1 ⑹①1】

予習として、糖尿病とその合併症の病態と治療
法について調べておく（ 1 時間）。様々な疾患を
合併した糖尿病患者の薬物治療について、提示
しながら整理する（ 2 時間）。

9 炎症性腸疾患の処方解析
（加藤隆児）

炎症性腸疾患患者の処方例『実践処方例とその
解説』（じほう）p59、p65が病態を考え、病態
の違いによる薬剤選択を中心に討論する。【E2-
⑷-②-2】

予習として『実践処方例とその解説』（じほう）
p59、p65を一読し、患者の病態を把握しておく
こと（ 1 時間）。復習として授業で取り上げた内
容について理解を深める（ 1 時間）。

10 薬物治療と臨床検査（山
口敬子）

臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明
できる。代表的なフィジカルアセスメントの検
査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき
る。【E1⑵②８F⑶④7】

予習として過去の検査値についての著書を精読
し（ 2 時間）、復習として授業で取り上げた内容
について理解を深める（ 1 時間）。
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【☆】

医療薬剤学 Clinical Pharmaceutics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆中村　任　　岩永　一範　　内田　まやこ 4 年次・前期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
本科目における講義は、「実務実習モデル・コアカリキュラム」のうちの「実務実習事前学習」で示されている講義項目の一

部であり、薬学科４年次で行われる「臨床導入実習」の序論を成すもので、さらに同５年次で行われる「病院・薬局実務実習」
のための準備学習となることを目的とする。授業では、医療の担い手としての倫理、医療現場における薬剤師業務、薬剤管理指
導業務、医薬品管理、院内製剤、および院内感染対策（感染制御）などのチーム医療について、その基礎的事項を講義する。な
お、「コミュニティファーマシー」は、講義内容の一部に実務実習に関する講義内容を含み、本科目と合わせて「実務実習事前
学習」の講義部分（一部）を構成する。
・一般目標（GIO）

①事前学習に積極的に取り組むために、病院と薬局での薬剤師業務の概要と社会的使命を理解する。②医療チームの一員とし
て調剤を正確に実施できるようになるために、処方せんに関連する基本的知識を修得する。③病院・薬局における医薬品の管理
と供給を正しく行うために、内服薬、外用薬、注射薬などの取扱い、および院内製剤に関する基本的知識を修得する。④薬剤師
業務が人命にかかわる仕事であることを認識し、患者が被る危険を回避できるようになるために、院内感染に関する基本的知識
を修得する。
・授業の方法

主 に 教 科 書 お よ び パ ワ ー ポ イ ン ト を 用 い る。 ま た、 補 足 的 に 双 方 向 学 習 ツ ー ル（ レ ス ポ ン ） を 利 用 し た り、
UNIVERSALPASSPORTに資料を添付したりする。
・アクティブ・ラーニングの取組

一連の講義（ 6 -8回目を除く）では、講義内容を復習・確認するためにスモールグループディスカッションを行い、グループ
の代表者が双方向学習ツール（レスポン）を利用して発表する。
・成績評価

到達目標について、定期試験（1００％）を実施し、到達度を検定する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示し、再試験受験対象者のうち、希望者には解説を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

中村任（薬剤師）・内田（薬剤師）／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かし、チーム医療の基礎的知識を指導する。また、
「実務実習事前学習」で示されている講義項目の一部であることを踏まえ、医療の担い手としての倫理、医療現場における薬剤
師業務、薬剤管理指導業務、医薬品管理、院内製剤、および院内感染対策（感染制御）について指導する。
・学位授与方針との関連

①薬剤師として医療に関わるための基本的知識、特に医療現場における薬剤師業務、薬剤管理指導業務、医薬品管理に関する
基礎的知識を身につける。②チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬事関連法・制度、コミュニティファーマシー、薬物治療学、医薬品情報学など
・参考書

『調剤学総論改訂12版』堀岡正義　南山堂
『第十四改訂調剤指針増補版』日本薬剤師会（編）　薬事日報社
『医療薬学第 6 版』堀了平他（監修）　廣川書店
『治療薬マニュアル2020』高久史麿、矢崎義雄（監修）北原光夫、上野文昭、越前宏俊（編集）　医学書院
『わかりやすい調剤学第 6 版』岩川精吾他（編）廣川書店
『新ビジュアル薬剤師実務シリーズ　上　薬剤師業務の基本［知識・態度］』上村直樹，平井みどり（編）　羊土社

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 医薬品と薬剤師（中村
任）

病院・薬局における薬剤師業務全体の流れ
を説明できる。医薬品管理の意義や流れに
ついて説明できる。【F-⑴-③-1〜 2 、F-⑵
-⑤-1〜 5 、F-⑵-⑤-８】

第 1 講にて取り扱う内容について参考書に目を通し、
医薬品については治療薬マニュアル等を用いて薬効
分類や適応症を予習すること（0.5時間）、教科書に
薬効分類で記載されているものについて具体的な薬
物名を挙げてノートにまとめておくこと（ 1 時間）」

（☆印は担当代表者）
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2 調剤の基礎（中村任） 調剤業務の流れを説明できる。【F-⑵-①
-1、F-⑵-②-1〜4】

第 2 講にて取り扱う内容について参考書に目を通し、
医薬品については治療薬マニュアル等を用いて薬効
分類や適応症を予習すること（0.5時間）、教科書に
薬効分類で記載されているものについて具体的な薬
物名を挙げてノートにまとめておくこと（ 1 時間）」

3 処方監査と疑義照会（中
村任）

処方せんを監査し、不適切な処方せんにつ
いて、その理由が説明できる。【F-⑵-②
-5】

第 3 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、医薬品については治療薬マニュアル等を用いて
薬効分類や適応症を予習すること（ 1 時間）、教科書
に記載のある薬効分類や薬物名について同種・同効
薬についてもノートにまとめておくこと（1.5時間）」

4 薬学的管理１（中村任） 患者情報の取扱いや記録について概説でき
る。【E3-⑵-②-1〜4】

第 4 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、医薬品については治療薬マニュアル等を用いて
薬効分類や適応症を予習すること（ 1 時間）、教科書
に記載のある薬効分類や薬物名について同種・同効
薬についてもノートにまとめておくこと（ 2 時間）」

5 薬学的管理２（中村任） 代表的な疾患において注意すべき生活指導
項目を列挙できる。【F-⑵-④-5】

第 5 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、医薬品については治療薬マニュアル等を用いて
薬効分類や適応症を予習すること（ 1 時間）、薬物名
ごとに第 1 〜 5 回目の講義内容の関連性をノートに
まとめておくこと（ 2 時間）」

6 薬学的管理３（内田まや
こ）

代表的ながん化学療法のレジメンについ
て、構成薬物およびその役割、副作用と対
策、対象疾患を概説できる。【E2-⑺-⑧-3
〜 4 、F-⑴-③-12】

第 6 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第 6 講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

7 チーム医療における薬剤
師の役割１（内田まや
こ）

がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
緩和ケアにおける適切な薬学的管理につい
て説明できる。【E2-⑺-⑨-2、F-⑴-③-11】

第 7 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第 7 講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

8 チーム医療における薬剤
師の役割２（内田まや
こ）

注射剤調剤の流れや基本的手技を説明でき
る。代表的な輸液の種類と適応を説明でき
る。【F-⑵-②-8、F-⑶-③-4〜6】

第 8 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第 8 講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

9 調剤の実際１（岩永一
範）

主な医薬品の成分（一般名）、商品名、剤形、
規格等を列挙できる。病態（肝・腎障害な
ど）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢
者など）等を考慮し、薬剤の選択や用法・用
量設定を立案できる。【F-⑵-③-2、F-⑶-③-2】

第 9 講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第 9 講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

10 調剤の実際２（岩永一
範）

代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化
のある組合せとその理由を説明できる。錠
剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否
を判断し、実施できる。一回量（一包化）
調剤の必要性を判断し、実施できる。【F-
⑵-③-5、F-⑵-③-12、F-⑵-③-13】

第10講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第10講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

11 調剤の実際 3 （岩永一
範）

代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化
のある組合せとその理由を説明できる。錠
剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否
を判断し、実施できる。一回量（一包化）
調剤の必要性を判断し、実施できる。【F-
⑵-③-5、F-⑵-③-12、F-⑵-③-13】

第11講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第11講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

12 病院薬剤師業務 1 （岩永
一範）

感染予防の基本的考え方とその方法が説明
できる。代表的な消毒薬の用途、使用濃度
および調製時の注意点を説明できる。【F-
⑵-⑥-4、F-⑵-⑥-6】

第12講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第12講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）

13 病院薬剤師業務２（岩永
一範）

院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管
理などについて説明できる。薬局製剤につ
いて概説できる。【F-⑵-⑤-6、F-⑵-⑤-7】

第13講にて取り扱う内容について参考書に目を通
し、理解しにくい部分をピックアップしておくこと

（0.5時間）、第13講にて取り扱った内容についてプリ
ントを中心に再度見直し、定期試験に向けてノート
にまとめておくこと（ 1 時間）
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【☆】

個別化医療 Personalized Medicine

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　細畑　圭子　　加藤　隆児 4 年次・後期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
「個別化医療」の科目では、「予測・予防の医療」、「精密医療（Precision Medicine）」、「治療的薬物マネジメント（Therapeutic 

Drug Management）」について理解し、医薬品適正使用ができるようになることを目的とする。具体的に、「予測予防の医療」
では、「疾病の発生を未然に防ぐ（一次予防）」、疾病や傷害の重症化を予防する（二次予防）」、「社会復帰を支援し、再発を予防
する（三次予防）」について理解すること。さらに、「重篤副作用の予測・予防」ための「初期症状」を確認する能力を習得す
る。「Precision Medicine」の概念の理解、「コンパニオン診断」、「遺伝子診断」に関する基本的知識を合わせて修得し、「薬物適
正使用」を遂行できるようになることを目的とする。
・一般目標（GIO）

「予測・予防の医療」における「一次予防」、「二次予防」、「三次予防」の概念及び、「重篤副作用」と「初期症状」について
の基本的知識を習得する。個別化医療に必修となる以下の情報：患者の遺伝的素因、年齢的要因（新生児、乳児、幼児、小児、
高齢者）、生理的要因（妊婦・授乳婦）、合併症（肝臓、腎臓、心臓疾患）、コンパニオン診断について把握し、「医薬品適正使
用」を行うことが出来るための基本的知識を習得する。さらに、「Therapeutic Drug Monitoring」と「Therapeutic Drug 
Management」の違いについて理解する。
・授業の方法

教科書、プリント、スライドを用いて講義を行う。
・成績評価

定期試験（100%）にて評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

受験者（本人）の求めに応じて試験答案を開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻（薬剤師）／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル作成委員であ
る経験を活かし、医薬品適正使用についての基本的知識について講義を行い、「予測・予防の医療」、「精密医療（Precision 
Medicine）」、「治療的薬物マネジメント（Therapeutic Drug Management）」について指導する。
・学位授与方針との関連

薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有するための素地を涵養する。個々の患
者に応じた投与設計の立案、薬物治療の個別化およびコンパニオン診断に関する基本的知識を修得し、薬物療法のマネジメント
能力を身に付ける。
・関連科目

関連科目：有機化学 1 -4、物理化学 1 -3、生化学 1 -3、薬理学 1 -4、生物薬剤学 1 ・ 2 、薬物動態解析学など
・教科書

〇実践処方例とその解説第２版・井尻好雄、加藤隆児（編著）・じほう
〇NEO薬学シリーズ③PrincipalPharmacotherapy・亀井淳三他（編集）・ネオメディカル
〇図解 薬害・副作用学改訂 2 版・川西正祐（編集）、井尻好雄（著者）・南山堂
〇重篤副作用疾患別対応マニュアル・厚生労働省、井尻好雄（企画・編集）・JAPIC（第 1 集〜第４集）及び厚生労働省

（PMDAホームページhttp：//www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/topics/tp06112 2 -1.html）
〇医薬品リスク管理計画（RMP：Risk Management Plan）・PMDAホームページ（http：//www.pmda.go.jp/safety/info-

services/drugs/items-information/rmp/0002.html）
・参考書

『病気の地図帳（新版）』山口和克（監修）　講談社
『コンパス医薬品情報学』小林道也、中村仁（編集）、井尻好雄（著者）　南江堂

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬禍・薬害（井尻） （教科書：図解薬害・副作用学改訂 2 版）
1 薬禍・薬害を列挙できる。【A⑴③-4、6、7】
2「薬禍・薬害」と「Precision Medicine」の関
連性について説明できる｡【＊】

薬禍・薬害とPrecisionMedicineについて予習
すること（1.5時間）。講義の内容を復習し、理
解した内容の講義ノートを作成しておくこと。
疑問点があれば、次回までに質問に来るなど解
決しておくこと（1.5時間）。

（☆印は担当代表者）
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2 予測・予防の医療と重篤
副作用概説・リスクマネ
ジメントプラン（井尻）

（ 教 科 書：NEO薬 学 シ リ ー ズ ③Principal 
Pharmacotherapy）重篤副作用疾患別対応マニ
ュアルを理解し、重篤副作用の初期症状を列記
し、対処することができる。肝、腎、血液、生
殖器、心、血管系、中枢神経、感覚器、皮膚、
呼吸器、消化器の副作用について被疑薬物を列
挙し、例をあげて説明できる。リスクマネジメ
ントプラン（RMP）について概説できる。【A
⑴③-1、3、5】、【E1⑷-1〜3】

重篤副作用/RMPについて教科書、インターネ
ット等で予習すること（1.5時間）。講義の内容
を復習し、理解した内容の講義ノートを作成し
ておくこと。疑問点があれば、次回までに質問
に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。

3 治療的薬物マネジメント
（TDM）への応用・症例
解析（加藤）

（教科書：実践処方例とその解説第２版）薬物
血中濃度関連処方例を解析することができ、さ
らに、その対処法について理解できる。【E4⑵
②-2】、【F⑶④-5、6、1０】

TDMについて予習すること（1.5時間）。講義の
内容を復習し、理解した内容の講義ノートを作
成しておくこと。疑問点があれば、次回までに
質問に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。

4 吸収・分布・排泄過程に
おける薬物相互作用と薬
物中毒時の個別対応（加
藤）

（教科書：実践処方例とその解説第２版）薬物
動態に影響する吸収・分布過程での相互作用を
列挙し、説明できる。薬物中毒時の逆時計回り
のヒステレシス現象を理解し、投与計画を立案
できる。【E2⑴④】、【E4⑴②③】

吸収・分布過程での相互作用について予習する
こと（1.5時間）。講義の内容を復習し、理解し
た内容の講義ノートを作成しておくこと。疑問
点があれば、次回までに質問に来るなど解決し
ておくこと（1.5時間）。

5 代謝・排泄過程における
薬物相互作用と個別化薬
物治療（細畑）

代謝過程での阻害・誘導・遺伝的素因を列挙
し、説明できる。また、高齢者・透析患者に対
する個別化薬物療法ができる。【E3⑶①②③】

【E4⑴④⑤】

代謝過程での妊娠・授乳期における薬物動態、生
殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点、妊
婦と薬害、新生児と薬害、低出生体重児、新生児、
乳児、幼児、小児における薬物動態と薬物治療で
注意すべき点、高齢者における薬物動態と薬物治
療で注意すべき点、高齢者・透析患者に対する個
別化薬物療法について予習すること（1.5時間）。
講義の内容を復習し、理解した内容の講義ノート
を作成しておくこと。疑問点があれば、次回まで
に質問に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。

6 妊婦、授乳婦に対する個
別化薬物治療（井尻）

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊
娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明で
きる。妊婦と薬害について説明できる。【E3⑶
④-2】

妊娠・授乳期における薬物動態、生殖・妊娠・
授乳期の薬物治療で注意すべき点、妊婦と薬害
について予習すること（1.5時間）。講義の内容
を復習し、理解した内容の講義ノートを作成し
ておくこと。疑問点があれば、次回までに質問
に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。

7 新生児、乳児、幼児、高
齢者に対する個別化薬物
治療（年齢的要因）（井
尻）

1.低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児に
おける薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を
説明できる。2.高齢者における薬物動態と、薬
物治療で注意すべき点を説明できる。3.新生児
と薬害について例をあげて説明できる。【E3⑶
②-1】

新生児と薬害、低出生体重児、新生児、乳児、幼
児、小児における薬物動態と薬物治療で注意す
べき点、高齢者における薬物動態と薬物治療で
注意すべき点について予習すること（1.5時間）。
講義の内容を復習し、理解した内容の講義ノー
トを作成しておくこと。疑問点があれば、次回ま
でに質問に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。

8 臓器機能低下時の個別化
薬 物 治 療 及 び Onco-
Cardiology（井尻）

1.腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬
物治療・投与設計において注意すべき点を説明
できる。2.肝疾患・肝機能低下時における薬物動
態と、薬物治療・投与設計において注意すべき
点を説明できる。3.心臓疾患及びOnco-Cardiology
を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・
投与設計において注意すべき点を説明できる4.薬
物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代
謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）に
ついて、例を挙げて説明できる。【E3⑶③⑤】、【F
⑶③-2】（教科書：実践処方例とその解説第２版）

腎・肝・心臓疾患および各臓器機能低下時にお
ける薬物動態と薬物治療・投与設計、薬物動態
に影響する代表的な遺伝的素因について予習す
ること（1.5時間）。講義の内容を復習し、理解
した内容の講義ノートを作成しておくこと。疑
問点があれば、次回までに質問に来るなど解決
しておくこと（1.5時間）。

9 がん遺伝子パネル検査と
コンパニオン診断 （井
尻）

（教科書：実践処方例とその解説第２版）1.薬
物の主作用および副作用に影響する代表的な遺
伝的素因について、例を挙げて説明できる。
2.遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例
を挙げて説明できる。 3 ．コンパニオン診断及
びがん遺伝子パネル検査とにもとづく薬物治療
について、例を挙げて説明できる。【E3⑶⑤-2】

コンパニオン診断とがん遺伝子パネル検査につ
いて予習すること（1.5時間）。講義の内容を復
習し、理解した内容の講義ノートを作成してお
くこと。疑問点があれば、次回までに質問に来
るなど解決しておくこと（1.5時間）。

10 移植医療（細畑） １．移植医療の原理、方法と手順、現状および
ゲノム情報の取り扱いに関する倫理的問題点を
概説できる。２．薬物の主作用および副作用に
影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙
げて説明できる。【E3⑶①】

移植医療、ゲノム情報の取り扱いに関する倫理
的問題点について予習すること（1.5時間）。講義
の内容を復習し、理解した内容の講義ノートを
作成しておくこと。疑問点があれば、次回まで
に質問に来るなど解決しておくこと（1.5時間）。
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【☆】

コミュニティファーマシー Community Pharmacy

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

恩田　光子 4 年次・後期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
本科目における講義は、「実務実習モデル・コアカリキュラム」のうちの「実務実習事前学習」で示されている講義項目の一

部を構成する。日本の社会保障制度や医療・介護政策の動向を理解した上で、地域における薬局・薬剤師の役割や具体的な業務
内容を考究する。また、薬局における対人業務の実践に必要な医療コミュニケーションに関する資質向上を目指す。
・一般目標（GIO）

社会保障制度、医療経済、医薬分業の意義、医療・介護政策に関する基本的知識を修得し、地域における薬局・薬剤師の役割
について考え行動できるための素地を涵養する。
・授業の方法

教科書と適時配付するプリントに沿った講義を中心として、各講義終了時に問題演習を行うことにより、知識の整理と理解度
の確認を行う。
・成績評価

定期試験結果（80％）と各講義終了時に行う確認テスト（20％）により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示する。確認テストの解説は講義時間内に行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

薬局で実務に従事する学外講師を 3 名招聘し、実務経験に基づく実践的な講義を展開する。テーマは在宅医療、副作用モニタ
リング、薬局薬剤師が生み出す臨床的・経済的・社会的value
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を修得し、地域において人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献するための素地を
涵養する。
・関連科目

関連科目：医療人マインド、専門職連携医療論、制度経済、医療薬剤学
・教科書

『薬事法規・制度マニュアル（最新版）』恩田光子、亀井美和子、嶋田修治、他　南山堂
『詳説薬剤経済学次世代に向けた医療経済学・地域医療学（最新版）』恩田光子、砂川雅之、森脇健介、柳澤振一郎　京都廣

川書店
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 社会保障制度 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明で
きる。【B-⑶-①-1】 公費負担医療制度について概説
できる。【B-⑶-①-4】 薬剤師の関わる社会保障制度
の概略を説明できる。【F-⑴-③-5】

日本の社会保障制度の枠組みにおける医療
保険制度の位置づけ、社会保障制度を維持
していくための課題について整理する。

（復習： 1 時間）
2 国民医療費、薬剤関連費

用
国民医療費の動向について概説できる。【B-⑶-②
-2】 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説
明できる。【B-⑷-①-6】 後発医薬品とその役割につ
いて説明できる。【B-⑶-②-3】

国民医療費の定義や同行を整理した上で、
薬局薬剤師が医療費適正化に貢献できるこ
とは何か察する。（復習： 1 時間）

3 医療保険制度と薬剤師 医療保険制度について説明できる。【B-⑶-①-2】 療
養担当規則について説明できる。【B-⑶-①-3】

医療制度と医療保険制度の関係を理解し、
公的医療保険制度下で保険薬剤師が準拠す
べき規則について整理する。（復習： 1 時
間）

4 医薬分業について考える 医薬分業の意義と動向を説明できる。【B-⑷-①-2】 医薬分業制度の歴史、定義、動向、意義に
ついて整理する。（復習： 1 時間）

5 地域における薬局の役割
（ 1 ）

地域包括ケアの理念について説明できる。【B-⑷-②
-1】 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社
会資源について概説できる。【B-⑷-②-4】 多職種連
携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割につ
いて説明できる。【A-⑷-2】 地域の保健、医療、福
祉に関わる職種とその連携体制及びその意義につい
て説明できる。【F-⑷-②-1】

地域包括ケアを支える社会資源を整理し、
薬剤師として地域包括ケアをどのように担
えるかを考察する。（復習： 1 時間）
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6 地域における薬局の役割
（ 2 ）

地域における薬局の機能と業務について説明でき
る。【B-⑷-①-1】 かかりつけ薬局・薬剤師による薬
学的管理の意義について説明できる。【B-⑷-①-3】
災害時の薬局の役割について説明できる。【B-⑷-①
-5】 災害時医療について概説できる。【F-⑸-④-1】

復習として、 4 、 5 回の内容も踏まえ、患
者本位の医薬分業を実現するために、かか
りつけ薬局が何を担うべきかをさらに考察
する。（復習： 1 時間）

7 地域における薬局の役割
（ 3 ）

健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び
公衆衛生における薬剤師の役割について説明でき
る。【A-⑴-②-6】 学校薬剤師の役割について説明で
きる。【B-⑷-②-3】 薬物乱用防止、自殺防止におけ
る薬剤師の役割について説明できる。【A-⑴-②-7】
地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動につ
いて説明できる。【F-⑸-②-1】

復習として、パブリックヘルスを向上させ
るために薬局が貢献できる具体的な業務に
ついて整理する。（復習： 1 時間）

8 地域における薬局の役割
（ 4 ）

医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマ
シューティカルケアについて説明できる。【A-⑴-
②-3】 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・
家族の役割について説明できる。【A-⑷-3】 病院と
地域の医療連携の意義と具体的な方法を説明でき
る。【F-⑷-①-3】

復習として、ファーマシューティカルケア
の概念を踏まえ、薬局における副作用モニ
タリングの重要性について、外部講師の講
義内容を踏まえて考察する。（復習： 1 時
間）

9 地域における薬局の役割
（ 5 ）

介護保険制度について概説できる。【B-⑶-①-5】 在
宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割に
ついて説明できる。【B-⑷-②-2】 保健、医療、福
祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の
意義について説明できる。【A-⑷-1】

介護保険制度創設の背景、目的、保険給付
までのプロセス、具体的な給付内容、財源
について整理する。（復習： 1 時間）

10 地域における薬局の役割
（ 6 ）

在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体
的に説明できる。【F-⑸-①-1】 在宅医療・介護を受
ける患者の特色と背景を説明できる。【F-⑸-①-2】
在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性
について説明できる【F-⑸-①-3】

薬局薬剤師が在宅医療へどのように貢献で
きるのか、医療保険制度及び介護保険制度
と関連づけて整理する。（復習： 1 時間）

11 薬局薬剤師の仕事を経済
的視点から考える

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて
概説できる。【B-⑶-①-7】 薬価基準制度について概
説できる。【B-⑶-①-6】 医薬品の市場の特徴と流通
の仕組みについて概説できる。【B-⑶-②-1】

調剤報酬体系の概要を整理し、薬局薬剤師
の業務が経済上どのように評価されている
のか、考察する。（ 1 時間）

12 医療安全 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の
責任と義務を説明できる。【A-⑴-③-3】 医薬品が関
わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙
し、その原因と防止策を説明できる。【A-⑴-③-4】

薬局薬剤師として医療事故をどのように防
ぐか、また、事故が発生した際の対応につ
いて、具体的に考察する。（復習： 1 時間）

13 第13回セルフメディケー
ション

セルフメディケーションにおける薬局の役割につい
て説明できる。【B-⑷-①-4】 地域における疾病予
防、健康維持増進、セルフメディケーションのため
に薬剤師が果たす役割を概説できる。【E2-⑼-1】 要
指導医薬品および一般用医薬品について説明し、各
分類に含まれる代表的な製剤を列挙できる。【E2-⑼
-2】 代表的な症候について、関連する頻度の高い疾
患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。【E2-⑼
-3】 次の疾患・症候に対するセルフメディケーショ
ンに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含まれ
る成分・作用・副作用を列挙できる（発熱、痛み、
かゆみ、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細
菌・真菌感染症、生活習慣病等）。【E2-⑼-5】 主な
養生法とその健康の保持・促進における意義を説明
できる。【E2-⑼-6】 要指導医薬品・一般用医薬品と
医療用医薬品、サプリメント、保健機能食品等との
代表的な相互作用を説明できる。【E2-⑼-7】 意思、
情報の伝達に必要な要素について説明できる。【A-
⑶-①-1】 言語的及び非言語的コミュニケーション
について説明できる。【A-⑶-①-2】

適正なOTCの選択、受診勧奨に必要な医療
コミュニケーションの基礎的事項を整理
し、患者をより良く理解・支援するために
必要な基本姿勢について考察する。（復
習： 1 時間）
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【☆】

医薬品安全性学 Drug Safety and Toxicology

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

河合　悦子 4 年次・後期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
「医薬品安全性学」では、医薬品開発の流れの中で実施される非臨床試験および臨床試験での安全性評価の方法についての知

識を修得する。代表的な薬物の副作用、器官毒性とその発現機序などについて学習し、臓器特異的に発現する副作用の症状と副
作用発現に影響する要因や解毒方法などを理解し、医薬品の安全性評価および副作用回避の基礎的な知識を修得する。
・一般目標（GIO）

医薬品の安全性評価方法を理解し、医薬品による人体への影響および副作用発現機序を理解できる基本的な知識の修得を目
標とする。
・授業の方法

教科書と配布プリントを使用して講義形式で行う。
・成績評価

定期試験80%および小テスト（講義２回につき１回実施する）20％により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題と模範解答は開示する。希望者には答案の開示と解説を行う。小テストは解答を配布し必要に応じて解説する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として薬物療法に必要な専門的知識、特に医薬品のリスクを回避できるための知識を身につける。
・関連科目

関連科目：機能形態学、薬理学、薬物治療学、臨床薬剤学、生物薬剤学、薬物動態解析学、個別化医療
・教科書

『図解薬害・副作用学改訂 2 版』川西正祐/小野秀樹/賀川義之（編）　南山堂
・参考書

『New医薬品の安全性学第 2 版』吉田武美/竹内幸一（編）　廣川書店
『副作用症状のメカニズム虎の巻』大津史子　日経BＰ社
『NEW薬理学改訂第７版』田中千賀子/加藤隆一/成宮周（編）　南江堂
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬害急性薬物中毒と有害
化学物質の安全性

代表的な薬害について説明できる。【A-⑴-③
-6】 有害化学物質の毒性評価の主な試験法およ
びその評価方法について概説できる。【D2-⑴-
①-3、D2-⑴-②-2 3 4】 代表的な中毒原因薬物

（乱用薬物を含む）の試験法を挙げ、概説でき
る。【D2-⑴-①-7】 代表的な中毒原因薬物の解
毒処置法を説明できる。【D2-⑴-①-6】

予習：教科書１章-1と１章-3-Iについて予習を
しておくこと（ 1 時間）。復習：代表的な薬害お
よび代表的な有害化学物質について復習するこ
と（ 2 時間）。

2 副作用と有害事象副作用
の種類と発症メカニズム

薬物の主作用と毒性との関連、副作用と有害事
象との違いを説明できる。【E1-⑴-①-1、Ｅ1-
⑷-12】 薬物アレルギーや発がん性、催奇形成の
発症機序を理解し説明できる。【D2-⑴-③-23、
E2-⑵-②-45】 薬物依存および薬物耐性につい
て説明できる。【D2-⑴-①-5、E1-⑴-①-9、E1-
⑷-4】

予習：教科書１章-3について予習をしておくこ
と（ 1 時間）。復習：代表的な中毒原因薬物およ
び副作用の種類とその発症メカニズムについて
復習すること（ 2 時間）。

3 薬物相互作用および副作
用発現に影響を及ぼす要
因

薬物の副作用発現に影響する薬物相互作用につ
いて、例をあげて説明できる。【E1-⑴-①-８】 薬
物の副作用発現に影響を及ぼす遺伝的、年齢
的、生理学的要因について、例をあげて説明で
きる。【E1-⑴-①-67、E3-⑶-①-12、E3-⑶-②
-12、E3-⑶-③-12】

予習：教科書１章-4と１章-5について予習をし
ておくこと（ 1 時間）。復習：副作用発現に影響
を及ぼす要因や薬物相互作用について復習する
こと（ 2 時間）。

4 臓器における代表的副作
用①

薬物による過敏症や皮膚障害について発現機序
を理解し、代表的な薬物や副作用の症状につい
て説明できる。【E1-⑷-1、Ｅ1-⑷-3、Ｅ2-⑵-
②-4】

予習：教科書 2 章-1と 2 章-12について予習を
しておくこと（ 1 時間）。復習：副作用における
過敏症および皮膚障害の病態および原因医薬品
について復習すること（ 2 時間）。

5 臓器における代表的副作
用②

薬物による肝胆膵障害や内分泌障害について発
現機序を理解し、代表的な薬物や副作用の症状
について説明できる。【C7-⑴-⑨-2、E1-⑷-1、
Ｅ1-⑷-3】

予習：教科書 2 章-8と 2 章-10について予習を
しておくこと（ 1 時間）。復習：副作用における
肝障害および内分泌障害の病態とその原因医薬
品について復習すること（ 2 時間）。

6 臓器における代表的副作
用③

薬物による消化器障害や感覚器障害について発
現機序を理解し、代表的な薬物や副作用の症状
について説明できる。【C7-⑴-⑨-1、C7-⑴-⑬
-1、E1-⑷-1、E1⑷-3】

予習：教科書 2 章-7と 2 章-11について予習を
しておくこと（ 1 時間）。復習：副作用における
消化器障害や感覚器障害の病態とその原因医薬
品について復習すること（ 2 時間）。

7 臓器における代表的副作
用④

薬物による呼吸器障害について発現機序を理解
し、代表的な薬物や副作用の症状について説明
できる。【C7-⑴-⑧-1、E1-⑷-1、Ｅ1-⑷-3】

予習：教科書 2 章-9について予習をしておくこ
と（ 1 時間）。復習：副作用における呼吸器障害
の病態とその原因医薬品について復習すること

（ 2 時間）。
8 臓器における代表的副作

用⑤
薬物による精神障害や神経障害、筋・骨格障害
について発現機序を理解し、代表的な薬物や副
作用の症状について説明できる。【E1-⑷-1、Ｅ
1-⑷-3、C7-⑴-④-12】

予習：教科書 2 章-4、 2 章-5および 2 章-13に
ついて予習をしておくこと（ 1 時間）。復習：副
作用における精神障害や神経障害および筋・骨
格筋障害の病態とその原因医薬品について復習
すること（ 2 時間）。

9 臓器における代表的副作
用⑥

薬物による循環器障害や血液障害について発現
機序を理解し、代表的な薬物や副作用の症状に
ついて説明できる。【C7-⑴-⑦-12、E1-⑷-1、
Ｅ1-⑷-3】

予習：教科書 2 章-2と 2 章-6について予習をし
ておくこと（ 1 時間）。復習：副作用における循
環器障害や血液障害の病態とその原因医薬品に
ついて復習すること（ 2 時間）。

10 臓器における代表的副作
用⑦

薬物による腎・泌尿器障害や生殖器障害につい
て発現機序を理解し、代表的な薬物や副作用の
症状について説明できる。【C7-⑴-⑩-1、E1-⑷
-1、Ｅ1-⑷-3】

予習：教科書 2 章-3について予習をしておくこ
と（ 1 時間）。復習：副作用における腎・泌尿器
障害や生殖器障害の病態とその原因医薬品につ
いて復習すること（ 2 時間）。
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【☆】

医薬品情報演習 Exercises in Drug Information

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆角山　香織　　中村　敏明 4 年次・前期 0.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
臨床現場における様々な課題解決に必要な医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理について、具体的な模擬事例を通し

て演習し、薬剤師として備えるべき基本的な技能を習得する。
・一般目標（GIO）

臨床上の問題解決ができるようになるために、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工・提供・管理に関する基本
的知識を活用するための技能を身につける。
・授業の方法

与えられた模擬事例に対して、情報を集め、検討し、小グループで議論したうえで、グループの考えをレポートやパワーポイ
ントにまとめ発表する等の演習形式により学習する。適宜、レスポンを用いて演習に必要な基礎知識を確認する。
・アクティブ・ラーニングの取組

グループワーク、プレゼンテーション　
・成績評価

グループ演習での取り組み姿勢（評価表に基づく相互評価等）30％、グループ演習での成果物（レポート、パワーポイント
等）30％、準備学習として指示された課題レポート（内容・提出状況、レスポンによる基礎知識の確認等）40％により評価す
る。グループ演習では、「コミュニケーション能力」「プレゼンテーション能力」のルーブリックを評価指標の１つとして利用す
る。
・試験・課題に対するフィードバック方法

グループ演習での成果物および課題レポートの内容については、必要に応じ授業内で解説を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

角山（薬剤師）・中村敏（薬剤師）／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かし、臨床現場における様々な課題解決に必要な医
薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理について、具体的な模擬事例を通して技能を修得させる。
・学位授与方針との関連

薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度、チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度、薬の専
門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力、地域における必要な情報を適切に発信し、人々の健康増
進、公衆衛生の向上に貢献する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：医薬品情報学、医療統計学、医療薬剤学、薬物治療学、臨床薬物動態学、臨床導入学習など
・教科書

『図解医薬品情報学改訂第 4 版』折井孝男　南山堂
・参考書

『医薬品情報学第 4 版』山崎幹夫（監修）　東京大学出版会
『医薬品情報学第 2 版』上村直樹他（編集）　化学同人
『医薬品情報・評価学』川島進他（編集）　南江堂

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 オリエンテーション
代表的な同種同効薬の有
効性・安全性の比較・評
価１
（中村・角山）

医薬品情報および患者背景に基づき、医薬品の
同種・同効薬の比較・評価を行う（グループワ
ーク）
・医薬品情報に基づいて、代表的な同種同効薬
の有効性や安全性について比較・評価できる。

【E3⑴⑦-2】
・MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー
ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要
性を理解し、検索できる。【E3⑴③-2】
・医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評
価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

【E3⑴③-3】
・臨床試験などの原著論文および三次資料につ
いて医薬品情報の質を評価できる。【E3⑴③-4】

予習： 1 〜 2 時間程度。 3 年次の「医薬品情報
学」で学習した基本的な医薬品情報源について
復習し、準備学習として課題が提示された場合
は、課題に取り組むこと。医薬品医療機器総合
機構（PMDA）のホームページ等、インターネ
ットを用いた情報収集を行うため、操作に慣れ
ておくこと。
復習： 1 〜 2 時間程度。グループワークの進捗
状況を把握し、次回の発表に向けて必要な情報
を検索・収集・整理しておくこと。

（☆印は担当代表者）
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2 代表的な同種同効薬の有
効性・安全性の比較・評
価２
（中村・角山）

医薬品情報および患者背景に基づき、医薬品の
同種・同効薬の比較・評価を行う（グループワ
ーク・発表）
・医薬品情報に基づいて、代表的な同種同効薬
の有効性や安全性について比較・評価できる。

【E3⑴⑦-2】
・MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー
ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要
性を理解し、検索できる。【E3⑴③-2】
・医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評
価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

【E3⑴③-3】
・臨床試験などの原著論文および三次資料につ
いて医薬品情報の質を評価できる。【E3⑴③-4】

予習：前回のグループワークの進捗状況を把握
し、今回の発表に向けて必要な情報を検索・収
集・整理しておくこと。
復習： 1 〜 2 時間程度。プレゼンテーションの
内容を振り返り、理解できたことと出来なかっ
たことを明確にすること。理解できなかったこ
とは、次回までに質問に来るなどして解決する
ように努めること。

3 先発医薬品が後発医薬品
への切り替えに必要な情
報の加工・提供１
（中村・角山）

先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済
性などについて比較・評価する。（グループワ
ーク）
・病院や薬局において医薬品を採用・選択する
際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明
できる。【E3⑴⑦-1】
・医薬品情報に基づいて、先発医薬品と後発医
薬品の品質、安全性、経済性などについて、比
較・評価できる。【E3⑴⑦-3】
・MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー
ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要
性を理解し、検索できる。【E3⑴③-2】
・医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評
価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

【E3⑴③-3】
・臨床試験などの原著論文および三次資料につ
いて医薬品情報の質を評価できる。【E3⑴③-4】

予習： 1 〜 2 時間程度。教科書の後発医薬品の
情報や医薬品の採用に関する項目について目を
通し、準備学習として課題が提示された場合
は、課題に取り組むこと。
復習： 1 〜 2 時間程度。グループワークの進捗
状況を把握し、次回の発表に向けて必要な情報
を検索・収集・整理しておくこと。

4 先発医薬品が後発医薬品
への切り替えに必要な情
報の加工・提供２
（中村・角山）

先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済
性などについて比較・評価する。（グループワ
ーク・発表）
・病院や薬局において医薬品を採用・選択する
際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明
できる。【E3⑴⑦-1】
・医薬品情報に基づいて、先発医薬品と後発医
薬品の品質、安全性、経済性などについて、比
較・評価できる。【E3⑴⑦-3】
・MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー
ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要
性を理解し、検索できる。【E3⑴③-2】
・医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評
価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

【E3⑴③-3】
・臨床試験などの原著論文および三次資料につ
いて医薬品情報の質を評価できる。【E3⑴③-4】

予習：前回のグループワークの進捗状況を把握
し、今回の発表に向けて必要な情報を検索・収
集・整理しておくこと。準備学習として課題が
提示された場合は、課題に取り組むこと。
復習： 1 〜 2 時間程度。プレゼンテーションの
内容を振り返り、理解できたことと出来なかっ
たことを明確にすること。理解できなかったこ
とは、次回までに質問に来るなどして解決する
ように努めること。

5 ニーズに合わせた医薬品
情報の加工・提供
（中村・角山）

医薬品の副作用について、医療者向け／患者向
けの情報提供資材を作成する。
・目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑
別、妊婦への投与、中毒など）にあった適切な
情報源を選択し、必要な情報を検索、収集でき
る。【E3⑴③-1】
・医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し
管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘
義務など）について説明できる。【E3⑴③-5】
・医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評
価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

【E3⑴③-3】
・臨床試験などの原著論文および三次資料につ
いて医薬品情報の質を評価できる。【E3⑴③-4】

予習： 1 〜 2 時間程度。３年次の「医薬品情報
学」で学習した、医薬品情報の収集・評価・加
工・提供の流れについて復習しておくこと。
復習： 1 〜 2 時間程度。演習の内容を振り返
り、理解できたことと出来ながたことを明確に
すること。理解できなかったことは、質問に来
るなどして解決するように努めること。
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【☆】

臨床栄養学 Clinical Nutrition

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

瀧谷　公隆 4 年次・前期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
近年、臨床現場では臨床栄養の重要性の認知とともにNutrition Support Team（NST）が広く活動するようになりましたが、

医療関係者の臨床栄養に関する知識が高まっているとはいえません。栄養療法と呼ばれるように栄養も治療法のひとつであり、
薬物治療とも密接な関係にあります。本講義ではさまざまな領域での臨床現場における病態や治療と栄養との関係を説明し、栄
養療法における薬剤師の役割を理解して貰うことを目的とします。
・一般目標（GIO）

本授業では、薬物治療と密接な関係にある栄養療法の実際を知るために、臨床現場における病態や治療と栄養に関する臨床的
知識を習得することを目的とします。
・授業の方法

教科書を用いて講義形式で授業を行います。
・アクティブ・ラーニングの取組

授業後半に小テストを行い、その解答を発表する。
・成績評価

定期試験結果（８０％）と小テスト（2０％）により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示し、再試験受験対象者には解説を行います。小テストの答案も開示して解説を実施します。
・学位授与方針との関連

本科目は以下のディプロマポリシーと関連しています。
○薬剤師として医療に係わるための基本的知識・技能・態度を有していること
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること

・関連科目
関連科目：人体の構造と病態１、衛生薬学３、医療薬剤学、臨床導入学習１

・教科書
別途、掲示などします。

・参考書
『Visual栄養学テキスト　臨床栄養学I総論、II各論』中山書店
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 瀧谷公隆（小児科） 総論吸収と消化、輸液、食事療法：栄養評価方
法を理解する。【E1-⑵-②-3，８】

予習： 2 時間;「授業計画」の各回の該当箇所
を教科書などで予習し、疑問点を整理しておい
てください。

2 中野旬之（口腔外科） 口腔の機能：栄養療法の重要性を理解する
【D1-⑶-①-８】

予習： 2 時間;「授業計画」の各回の該当箇所
を教科書などで予習し、疑問点を整理しておい
てください。復習： 1 時間;各回の内容を復習
し、理解した内容を配付資料に記入しておいて
ください。疑問点があれば、次回までに質問に
きてください。

3 佐浦隆一（リハビリテー
ション科）

神経・運動器疾患とリハビリテーション：内科
系領域の栄養療法を理解する。【F-⑷-①-1〜9】

4 森龍彦（腎臓内科） 腎臓・循環器疾患：内科系領域の栄養療法を理
解する。【F-⑷-①-1〜9】

5 島田史生（総合診療科） 高齢者・サルコペニア・フレイル：内科系領域
の栄養療法を理解する。【F-⑷-①-1〜9】

6 寺前純吾（糖尿病代謝
科）

代謝疾患（糖尿病･生活習慣病）：内科系領域の
栄養療法を理解する。【F-⑷-①-1〜9】

7 福西新弥（消化器内科） 消化器疾患・悪性腫瘍：内科系領域の栄養療法
を理解する。【F-⑷-①-1〜9】

8 瀧谷公隆（小児科） 小児疾患：内科系領域の栄養療法を理解する。
【F-⑷-①-1〜9】

9 金綱規夫（糖尿病代謝
科）

NST活動その他の医学領域の栄養療法を理解
する。【F-⑷-①-1〜9】

10 李相雄（一般・消化器外
科）

術後回復・多発外傷・熱傷：外科系領域の栄養
療法を理解する。【F-⑷-①-1〜9】
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【☆】

臨床感染症学 Clinical Infectious Diseases

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆駒野　淳　　浮村　聡 4 年次・前期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
抗菌薬の選択、投与設計について、臨床現場では薬剤師に十分な知識と経験が求められる。最近では抗菌化学療法専門薬剤師

や感染制御専門薬剤師など感染症を専門とする薬剤師の認定制度もできており、病院の感染対策加算には感染対策チームに専
任の薬剤師の存在が必須とされている。さらに病院では抗菌薬適正使用支援チーム（AST：Antimicrobial Stewardship Team）
の活動が求められている。本科目は臨床現場で薬剤師の積極的な関与が求められる感染症に関する理解を深めるため、基礎医
学、臨床医学、さらに公衆衛生学や医療法の知識を総動員して感染症の病態、疫学、診断、治療、予防について学ぶ。
・一般目標（GIO）

感染症の病態を理解し、診断、治療の合理的論理的な解釈ができる。抗菌薬の作用機序と病原体に応じた選択と投与設計の基
本的な考え方を習得する。感染対策チーム（ICT：Infection Control Team）の基本を理解する。
・授業の方法

配布資料を用いて講義形式で授業を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

提示した症例や事例に対し、適切な感染対策のあり方についてグループディスカッションを行い結果をプレゼンテーション
する。
・成績評価

定期試験（100%）により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題及び回答例を開示するとともに、再試験受験者の中で希望する者には解説を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

駒野（医師・企業等の研究者）／公的研究機関や病院機構での研究および臨床経験を活かし、感染症の病態、診断、治療、予
防に関する基本的知識を指導する。
・学位授与方針との関連

全講義終了後各講義で実施した小テストの問題、解答を配布する。試験問題と解答は公表、開示する。
・関連科目

関連科目：微生物学、病原微生物学、免疫学、衛生薬学、薬理学、薬物治療学
臨床系関連科目・内容：臨床薬物動態学、臨床薬剤学、臨床栄養学、臨床薬物動態学

・教科書
特に指定しない。

・参考書
ベーシック薬学教科書シリーズ『微生物学・感染症学（第２版）』塩田澄子、黒田照夫編　化学同人　
『新病態生理できった内科学 9 感染症第二版』修村川裕二　医学教育出版社
『感染症診療スタンダードマニュアル第二版』FrederickS．Southwick（編）　羊土社
『図解微生物学・感染症・化学療法』井暢弘、山本友子（編）　南山堂
『薬学領域の病原微生物学・感染症学・化学療法学』澤俊幸、河村好章（編）　廣川書店　

（☆印は担当代表者）
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 感染症総論 感染症の発症原理を知り、感染の 3 要素を理解
する。日和見感染症を理解する。各種病原微生
物について理解する。【C８-⑶-①-１、②-1、
2、34、5、 6 ④-1、2D1-⑵-②-1、2、3】

予備学習：病原微生物学など、これまでに学ん
だ関連科目をふりかえり、感染症に関係する内
容について予習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

2 ウイルス感染症と抗ウイ
ルス薬

ウイルス感染症の診断、予防、治療について学
ぶ。【C８-⑶-③-１C８-⑷-②-１、 2 D１-⑵-
②-4、E２-⑺-④-1、2、3、4、5、6】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いてウイルス感染症について予習する

（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

3 抗菌薬の作用機序と投与
設計

各種抗菌薬の作用機序とＰＫ／ＰＤを理解し、
投与設計について学ぶ。【C８-⑷-②-3、4、E２
-⑺-①-1、②-1、E２-⑺-③-9】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて各種抗菌薬の作用機序とＰＫ／ＰＤ
について予習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

4 薬剤耐性菌と抗菌薬の投
与設計

MRSAや薬剤耐性期緑膿菌などについて理解
し、これらへの投与設計を学ぶ。【E2-⑺-②-1、
③-9】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて抗菌薬耐性について予習する（ 1 時
間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

5 呼吸器感染症 呼吸器感染症に関する診断と治療について理解
する。【C８-⑷-②-7、E2-⑺-①-2、③-1、3】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて呼吸器感染症について予習する（ 1
時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

6 全身感染症、敗血症、心
内膜炎

敗血症、感染性心内膜炎の病態、診断、治療に
ついて理解する。【E2-⑺-③-８、1０】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて敗血症、感染性心内膜炎について予
習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

7 消化管、泌尿器系、性感
染症

消化管、泌尿器系、性感染症の病態と診断、治
療について理解する。【D1-⑵-②-3E2-⑺-③-
2、4、5、7E2-⑺-⑥-1、2】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて消化管、泌尿器系、性感染症につい
て予習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

8 神経系感染症、真菌感染
症、感染症法

髄膜炎などの神経系の感染症および真菌感染症
の病態と診断、治療について理解する。感染症
法を理解する。【C8-⑶-④-1、C８-⑷-②-８D1-
⑵-②-2E2-⑺-③-6E2-⑺-⑤-1、2】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて神経系感染症、真菌感染症、感染症
法について予習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

9 新興再興感染症と人獣共
通感染症

新興再興感染症と人獣共通感染症について学ぶ
【C８-⑶-④-2、C8-⑷-②-5、6、7、８、9E2-⑺-
⑥1】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて新興再興感染症と人獣共通感染症に
ついて予習する（ 1 時間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。

10 院内感染対策 院内感染対策の基本を理解する。薬剤師として
ICT、ASTに関するグループワークを行う。【C
８-⑶-⑤-1、2E2-⑺-③-9、E2-⑺-⑤-2、F⑷-
①-1、2、9】

予備学習：参考書や関連科目の教科書・資料な
どを用いて院内感染について予習する（ 1 時
間）。
事後学習：配布された資料を用い講義内容を整
理して理解する（ 2 時間）。
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【☆】

病態・薬物治療学演習 Exercises in Pathophysiology and Pharmacotherapeutics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆松村　人志　　林　　哲也　　駒野　　淳　　福森　亮雄　　井尻　好雄
　幸田　祐佳　　細畑　圭子　　加藤　隆児　　山口　敬子　　内田まやこ 4 年次・前期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
患者の病態を把握し適切な薬物治療を遂行するためには、患者に関するさまざまな情報を収集した上で、論理的な思考により

解決策を見出していかなければならない。この演習では、各教員が約 8 名の学生を適切に誘導しつつ、あらかじめ準備された演
習課題（臨床症例問題等）をSGD形式で解決していく。さらに解決した結果をプレゼンテーションすることによって、プレゼン
テーション能力を鍛えると共に、全員で知識・情報・考え方を共有する。なお、演習課題は、薬学の範囲から大きく逸脱しない
よう薬剤師の国家試験の理論問題や実践問題を参考にしつつ、担当する教員らがチームで作成したものを使用する。
・一般目標（GIO）

疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程を理解する。患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定
および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症状な
どの患者情報を解析し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項を修得する。薬物治療に必要な
情報を医療チームおよび患者に提供したり、処方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるために、医薬品情報
ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基
本的事項を身につける。
・授業の方法

約 8 名のグループによるSGDを基本とした演習とする。約 8 名のグループを10組作り、それを 2 組ずつの 5 班に分けて、それぞ
れの班を 2 名の教員で指導する。初回講義時に演習課題についての解説を行う。その後、3 回分の授業で１つの演習課題（臨床症
例問題等）についてグループ内で教員を交えて議論し、何を明らかにすべきかを考え、そのために調べるべきことを明確にした上
で、それぞれ教員が準備した資料や、図書館、インターネット等を利用して調べ、知識と情報を持ち寄ってさらに議論を深めた上
で演習課題を解決していく。さらに検討結果を、班内でプレゼンテーションを行い、他のグループからの質問や評価を受ける。同
様の過程をもう一度、別の演習課題で繰り返す（授業 3 回分）。最後の 3 回については、全員が一堂に会して、10個の演習課題の
それぞれについて、１グループずつプレゼンテーションを行った後、演習課題の解説を担当教員が行う。このようにして、プレゼ
ンテーションの能力を向上させると共に、10個すべての演習課題に関する情報・知識・考え方を、参加者全員で共有する。
・アクティブ・ラーニングの取組

2 -4回目および 5 -7回目の授業はSGD形式で演習を行う。また、8 -10回目は、各班毎にプレゼンテーションを行うことになる。
・成績評価

各グループ内でのSGDにおいて、担当教員が、学生ごと、及び、グループごとに評価する。また、班内でのグループ間ディス
カッションについても、班内の教員で評価する。さらに最後の３回は全員が集合して、グループごとにプレゼンテーションを行
うが、参加した各教員が、各グループに評価点を付け、平均値を出す。班内での個人に対する評価点（30点満点）、班内でのグ
ループに対する評価点（30点満点）、全体会でのグループに対する評価平均点（40点満点）の総計を各学生の評価点とする。各
教員が行う班内・グループ内での評価の点数に関しては、それぞれの班及びグループの間で不平等が生じないよう、教員間で申
し合わせることとし、必要があれば標準化する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験は行わない。ディスカッションの中で、フィードバックを行うことを基本とする。特に重要なフィードバックは最後のプ
レゼンテーションの後に、各担当教員が解説のなかで行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

松村人（医師）・林哲（医師）・駒野（医師・企業等の研究者）・福森（医師・企業等の研究者）・井尻（薬剤師）・内田（薬剤
師）／大学附属病院での臨床医、薬剤師実務経験、公的研究機関や病院機構での研究および臨床経験、国内や海外の研究機関で
の研究および臨床経験を活かし、あらかじめ準備する演習課題（臨床症例問題等）をSGD形式で解決するにあたり、論理的な思
考により解決策を見出させる。
・学位授与方針との関連

薬の専門職に必要とされる幅広い科学的知識、薬剤師として医療に関わるための基本的知識、チーム医療や薬物療法に必要な
専門的知識を身に付け、さらに薬の専門職に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を向上させる。
・関連科目

関連科目：薬物治療学１〜４、アドバンスト薬物治療学１〜 3 、早期体験学習２、薬理学、病態生化学、臨床感染症学、医療
統計学、薬物動態解析学、臨床薬物動態学など　
・教科書

指定しない
・参考書

『薬物治療学』吉尾隆　他　編集　南山堂
『Principal Pharmacotherapy』亀井淳三・齋藤英胤　編集　ネオメディカル
『薬がみえるvol.1〜3』医療情報科学研究所　編集　メディックメディア
『病気がみえるvol.1〜13』医療情報科学研究所　編集　メディックメディア
『グッドマン・ギルマン薬理書（上・下）』髙折修二　他　監訳　廣川書店

・備考
SGD形式の演習であり、担当教員数に制限があることから、参加可能な学生数の上限を80名とする。

（☆印は担当代表者）
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４
年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 オリエンテーションおよ
び演習課題の解説（全教
員）

演習課題の解説を聞き、SGDの演習課題で行うべき内
容を理解する。ここでは、自分が取り組む課題のみで
なく、全員の課題を把握しておく。

事後学習として、演習課題について復習
する（ 2 時間）。

2 1 つ目の演習課題につい
てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

5 班10グループに分かれて演習を行う。各班内では、
2 つのグループに分かれて、それぞれの演習課題に取
り組む。各グループの担当教員がチューターとなり、
学生達の思考が的外れにならないよう援助する。

事前学習として、演習課題について自分
なりに調べておく（ 1 時間）。事後学習と
して、演習課題について授業中では調べ
きれなかった内容について調べる（ 2 時
間）。

3 1 つ目の演習課題につい
てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

前回に与えられた１つ目の演習課題について、各班内
の各グループ内でのディスカッション、情報の検索等
を行い、成果をパワーポイントにまとめていく。担当
教員（チューター）は適宜アドバイスを行う。

事前学習として、演習課題について自分
なりに調べておく（ 1 時間）。事後学習と
して、演習課題について授業中ではまと
めきれなかった内容についてまとめる

（ 2 時間）。
4 1 つ目の演習課題につい

てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

各班内で、2 つのグループが、演習成果を発表し合う。
各発表の後には、学生と教員が一緒になって質疑応
答・ディスカッションを深めていく。演習の成果は、
担当教員も保管し、適宜、次の班の演習時に利用しつ
つ、演習内容の深化を図る。

事前学習として、演習課題について自分
なりにまとめておく（ 1 時間）。事後学習
として、発表時に指摘された内容などを
調べる（ 2 時間）。

5 2 つ目の演習課題につい
てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

学生は別の教員の部屋に移動する。各担当教員は、次
のグループの学生と共に、前回と同一の演習課題に取
り組む。前回の学生達の成果を、必要に応じて使用し
つつ、演習内容の深化に努める。

事前学習として、演習課題について自分
なりに調べておく（ 1 時間）。事後学習と
して、演習課題について授業中では調べ
きれなかった内容について調べる（ 2 時
間）。

6 2 つ目の演習課題につい
てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

学生は、 2 つ目の演習課題について、各班内の各グル
ープ内でのディスカッション、情報の検索等を行い、
成果をパワーポイントにまとめていく。チューターは
適宜アドバイスを行う。

事前学習として、演習課題について自分
なりに調べておく（ 1 時間）。事後学習と
して、演習課題について授業中にまとめ
きれなかった内容についてまとめる（ 2
時間）。

7 2 つ目の演習課題につい
てSGD（全教員がそれぞ
れの班・グループに分か
れて担当する）

各班内で、２つのグループが、演習成果を発表し合う。
各発表の後には、学生と教員が一緒になって質疑応
答・ディスカッションを深めていく。演習の成果は、
担当教員も保管しておく。

事前学習として、演習課題について自分
なりにまとめておく（ 1 時間）。事後学習
として、発表時に指摘された内容などを
調べる（ 2 時間）。

8 全員集合の上、演習成果
の発表会 1 （全教員）

全員が一堂に会して、グループごとに、演習成果をプ
レゼンテーションし、全体で質疑応答・ディスカッシ
ョンを行う。その後、教員が当該の演習課題について
解説する。演習課題10題のうち、3 つ分の発表を行う。
情報・知識・考え方等の共有を図る。

事前学習として、発表内容について自分
なりにまとめ、さらに他のグループの課
題についても調べておく（ 1 時間）。事後
学習として、発表時に指摘された内容な
どを調べ、また、自分のグループ以外の
発表内容についても、振り返ってまとめ
ておく（ 2 時間）。

9 全員集合の上、演習成果
の発表会 2 （全教員）

全員が一堂に会して、グループごとに演習成果をプレ
ゼンテーションし、全体で質疑応答・ディスカッショ
ンを行う。その後、担当教員が当該演習課題について
解説する。演習課題10題のうち、4 つ分の発表を行う。
情報・知識・考え方等の共有を図る。

事前学習として、発表内容について自分
なりにまとめ、さらに他のグループの課
題についても調べておく（ 1 時間）。事後
学習として、発表時に指摘された内容な
どを調べ、また、自分のグループ以外の
発表内容についても、振り返ってまとめ
ておく（ 2 時間）。

10 全員集合の上、演習成果
の発表会 3 （全教員）

全員が一堂に会して、グループごとに演習成果をプレ
ゼンテーションし、全体で質疑応答・ディスカッショ
ンを行う。その後、担当教員が当該演習課題について
解説する。演習課題10題のうち、3 つ分の発表を行う。
情報・知識・考え方等の共有を図る

事前学習として、発表内容について自分
なりにまとめ、さらに他のグループの課
題についても調べておく（ 1 時間）。事後
学習として、発表時に指摘された内容な
どを調べ、また、自分のグループ以外の
発表内容についても、振り返ってまとめ
ておく（ 2 時間）。

全10回の演習を通して、学生同士で協力して情報を調べ、議論して解決策を模索し、成果を発表
し、情報・知識・考え方を共有する（A-⑶-①-1〜9;A-⑸-①-1〜5）
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【☆】

各グループで取り組む演習課題は以下の通り。
1 うつ病、双極性障害、統合失調症の治療の過程で生じるかも

しれないセロトニン症候群、悪性症候群、横紋筋融解症、高
血糖、SJS、TEN、DIHS等の副作用について、それらの徴候
と、対処方法等。（松村人志）

【E1-⑵-①-1②-1〜8;E1-⑶-2;E2-⑴ ③5、6、13、
14;E2-⑾-①-1〜3;E3-⑴-③-1〜4E3-⑶-⑤-1】

2 心筋症における心不全と不整脈の病態生理と治療戦略。（林
哲也）

【E1-⑵-①-1②-1〜8;E1-⑶-1;E2-⑶-①-12;E2-⑾-①
-1〜3】

3 認知症の症状・経過、治療、及び治療薬の開発の経緯や作用
機序、これから開発されるべき治療薬。（福森亮雄）

【E1-⑵-①-1②-2、3、6;E2-⑴-③-10、13④-1】

4 後天性免疫不全症候群の病態生理と治療戦略。（駒野淳） 【E1-⑵-①-1②-1〜8;E1-⑶-1;E2-⑺-④-5;E2-⑾-①-1
〜3】

5 催眠鎮静剤における重篤副作用について、その初期症状と対
処方法等。（井尻好雄）

【E1-⑵-①-1②-1〜8;E2-⑴-①-1〜3②-1〜3③-6④
-1;E3-⑴-⑥-1; E4-⑴-①-1〜2②-1〜5③-1〜4-6④-1〜5
⑤-1〜5】

6 肥満を伴う糖尿病患者の病態、血糖コントロール状態、患者
に適した薬物療法等。（幸田祐佳）

【E1-⑵-①-1②-1〜8;E1-⑶-12;E2-⑸-①-1〜2】

7 「根拠に基づく医療」を実践する上で必要となる国内外の大
規模臨床研究（治験も含む）の結果を読み解き、結果を導く
ための研究デザインの設定および統計解析の解釈等。（細畑
圭子）

【E3-⑴-③-5④-1、2⑥-1、2、6、7、8、9;E3-⑵-②-4.】

8 患者の状態に応じた薬の選択投与設計、特にジゴキシン中毒
時の状態に応じた対応、ジゴキシン処方意図の変遷の理解。

（加藤隆児）

【E1-⑵-①-1、②-1、3、6、8;E2-⑶-①-2、④-1;E4-⑵-
②-1~4;F-⑶-④-5、6、1０】

9 血液凝固・線溶系について、特に播種性血管内凝固症候群
（DIC）に関する治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作
用）、病態（病態薬理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）。（山口敬子）

【C7-⑵-⑨-1;E2-⑶-②-4】

10 がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）に応じた適切な薬物
治療（医薬品の選択等）、特に疼痛アセスメント、副作用対
策等。加えて、全人的苦痛に対応できるよう、緩和ケアにお
ける適切な薬学的管理について。（内田まやこ）

【E2-⑺-⑨-2;F-⑴-③-11〜12】
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４
年
次
生

生命医療倫理 Biomedical Ethics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

阪本　恭子 4 年次・前期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
薬を専門に扱う医療人に求められる倫理観を、生命医療倫理の知見をもとに主体的に育成する。ひとの尊厳、生命の尊厳とは

何かを考えて、それらがなぜ大切で、守るべきなのか、医療人として理解する。生と死をめぐって起こるさまざまなモラルジレ
ンマに対して、生命医療倫理の原則を手がかり取り組んで、臨床の場での問題解決能力を高める。薬とひとをつなぐ医療人にふ
さわしい人間力を、講義およびケーススタディとグループディスカッションを通じて、総合的に体得する。
・一般目標（GIO）

倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけて、医療の担い手としての感性を養う。
患者、生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ
る。生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動
力を身につける。
・授業の方法

最初に、臨床の場で直面するモラルジレンマを解決するのに有効な生命医療倫理の原則について説明する。その後、インフォ
ームドコンセント、死の諸問題（脳死、臓器移植、安楽死、尊厳死）と生の諸問題（生殖補助医療、出生前診断）の概要を、パ
ワーポイントや映像資料で示す。薬害の問題と予防策については、実際に被害に遭われた方に特別講演をしていただく。授業
は、講義とグループディスカッションを並行して進める。毎回、授業テーマにしっかり取り組んで、グループディスカッション
とプレゼンテーションには積極的に参加すること。
・アクティブ・ラーニングの取組

各授業テーマに関連して、随時、グループディスカッションとプレゼンテーションを取り入れたり、小論文を課したりする。
問題点を自ら見出して考えるだけでなく、他人と理解しあい、適切なコミュニケーションを図りながら問題の解決方法を探る。
自分自身の考えやグループディスカッションの成果を、わかりやすく、相手の信用を得られるように伝える。主体的で能動的な
授業への参加を心がけてもらいたい。
・成績評価

・授業への参加態度（アクティブ・ラーニングに積極的に取り組む姿勢、課題小論文）…5０％
・授業内試験（論述式）…5０％

・試験・課題に対するフィードバック方法
授業内の小論文と期末の論述試験については授業内（小論文は次回授業時）で解説する。

・学位授与方針との関連
医療に関わるために必要な倫理観と社会性を身につけて、薬のプロに求められるコミュニケーション能力とプレゼンテーシ

ョン能力を開発する。
・関連科目

関連科目：倫理と社会、コミュニティファーマシー、コミュニケーション
・教科書

授業資料（パワーポイント資料など）はポータルサイトに示す。
・参考書

『生命倫理事典』近藤均（編）　太陽出版
『資料集・生命倫理と法』内山有一（編）　太陽出版
『薬学生・薬剤師のためヒューマニズム』後藤惠子（編）　羊土社

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）
の具体的内容と必要な時間

1 生命医療倫理の基本
（１）

生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。生命倫理の
諸原則について説明できる。【A⑵① 1 〜2】、医療倫理に関す
る規範について概説できる。薬剤師が遵守すべき倫理規範に
ついて説明できる。医療の進歩に伴う倫理的問題について説
明できる。【A⑵② 1 〜3】、臨床研究における倫理規範につい
て説明できる。「ヒトを対象とする研究において遵守すべき
倫理指針」について概説できる。正義性・社会性・誠実性に
配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。【A⑵④１〜3】：
生命倫理の 4 原則を学び、医療と倫理の関わりを理解する。
記録映像を通じてインフォームドコンセントの歴史的背景と
意義を知る。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）
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【☆】

2 生命医療倫理の基本
（２）

患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。
患者の基本的権利の内容について説明できる。患者の自己決
定権とインフォームドコンセントの意義について説明でき
る。知りえた情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性
を理解し、適切な取扱いができる。【A⑵③1〜4】、患者・生
活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。薬剤師の
活動分野と社会における役割について説明できる。【A⑴②
1 〜2】：患者の権利について知り、医療とひとの関わりを理
解する。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

3 生命医療倫理の基本
（３）

常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわ
しい態度で行動する。患者・患者家族・生活者が求める医療
人について、自らの考えを述べる。【A⑴①1〜4】、薬物乱用
防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。

【A⑴②7】、患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケ
アの影響について説明できる。【A⑶②1】：患者の立場を守
る医療人に必要な資質とは何かを考え、それについてグルー
プディスカッションする（アクティブ・ラーニング）。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

4 薬害被害者の声を聴く
（１）［特別講演］

医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚す
る。WHOによる患者安全の考え方について概説できる。医
療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務
を説明できる。医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデ
ントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。【A⑴
③1〜4】、医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファー
マシューティカルケアについて説明できる。医薬品の効果が
確率論的であることを説明できる。医薬品の創製における薬
剤師の役割について説明できる。健康管理、疾病予防、セル
フメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割につ
いて説明できる。【A⑴②3〜6】：薬害被害の実態を知り、患
者の立場が医薬品のあり方について考える。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

5 薬害被害者の声を聴く
（２）［特別講演］

重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、こ
れらを回避するための手段を討議する。代表的な薬害の例に
ついて、その原因と社会的背景およびその後の対応を説明で
きる。【A⑴③5〜7】、講義、国内外の教科書・論文、検索情報
等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。必要な
情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。得られた
情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりや
すく表現できる。インターネット上の情報が持つ意味・特徴
を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。

【A⑸①2〜5】：薬害の原因と問題点を理解して、今後の予防
策を考える。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

6 脳死と臓器移植（１） 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述
べる。科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷
について概説できる。【A⑵①3〜4】 保健、医療、福祉、介護
における他職種連携協働及びチーム医療の意義について説明
できる。多職種連携協働に関わる薬剤師、多職種及び行政の
役割について説明できる。自己の能力の限界を認識し、状況
に応じて他者に協力・支援を求める。チームワークと情報共
有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に
果たすように努める。【A⑷1〜5】：脳死と臓器移植医療の現
状を理解して、その意義と、医療の担い手となる自らの使命
を問いなおす。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

7 脳死と臓器移植（２） 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを
述べる。様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重
要性について、自らの言葉で説明する。【A⑴①5〜7】、薬剤
師として求められる基本的な性質について、具体例を挙げて
説明できる。薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の
役割について学習内容を関連づける。【A⑸②1〜2】：日本の
脳死と臓器移植の問題点を見出し、改善策についてグループ
ディスカッションする（アクティブ・ラーニング）。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）
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8 安楽死と尊厳死（１） 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して
行動する。【A⑶②2】、チーム医療に関わる薬剤師、各職種お
よび患者・家族の役割について説明できる。【A⑷3】、生涯に
わたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説
明できる。生涯にわたって継続的に学習するために必要な情
報を収集できる。【A⑸③1〜2】：安楽死に関する世界と日本
の現状を知り、今後の医療のあり方について考える。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

9 安楽死と尊厳死（２） 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。科学技術の進
歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【A⑵①1〜4】、地域における薬局の機能と業務について説明で
きる。医薬分業の意義と動向を説明できる。かかりつけ薬局・
薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。セルフ
メディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

【B⑷①1〜4】：安楽死の意味と薬剤師の役割についてグルー
プディスカッションする（アクティブ・ラーニング）。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

10 安楽死と尊厳死（３） 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。他者の意見
を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。

【A⑶①5〜9】、地域包括ケアの理念について説明できる。在
宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説
明できる。【B⑷②1〜2】：安楽死と尊厳死に関する日本の現
状と問題点を理解して、その対策についてグループディスカ
ッションする（アクティブ・ラーニング）。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

11 生殖補助医療（１） 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷につい
て概説できる。【A⑵①4】、医療・福祉・医薬品に関わる問
題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見
出し、解決に向けて努力する。【A⑸①1】、治験の意義と仕組
みについて概説できる。【B⑵②3】：生殖補助医療の最新の状
況を知り、問題点を見出す。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

12 生殖補助医療（２） 現代社会が抱える課題に対して、薬剤師が果たすべき役割を
提案する。【A⑴②８】、人の行動がどのような要因によって決
定されるのかについて説明できる。人・社会が医薬品に対し
て抱く考え方や思いの多様性について討議する。人・社会の
視点が薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議す
る。薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討
議する。倫理規範や法令に即した行動を取る。【B⑴1〜5】、
地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源につい
て概説できる。地域が求められる医療提供施設、福祉施設及
び行政との連携について討議する。【B⑷②4〜5】：少子・超
高齢社会における薬剤師の新たな役割と可能性についてグル
ープディスカッションする（アクティブ・ラーニング）。

予習： 1 時間（授業の内容に関連す
るニュースや情報をチェックして、
問題を見つける。）復習： 1 時間（授
業で得た知見をもとに、関連文献や
資料を調べて、新たに問題を発掘す
る。）

13 授業内試験 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直
し、自らの考えを述べる。様々な死生観・価値観・信条等を
受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。【A
⑴①1〜7】、生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。

【A⑵①1〜4】：全授業を通じて得た知見、対話、思索をもと
に、ひとと医療、生命に関する自らの倫理観を確立して、そ
の成果について論述する。

予習： 1 時間（これまでの授業をふ
り返り、そこで見出した問題点をも
とに、医療人としての自分の使命と
可能性を自覚する。）
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制度経済 Social Systems and Economics for Medical Professionals

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

城下　賢一 4 年次・後期 1.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
社会において薬剤師が果たすべき責任、役割等を正しく理解できるようになるために、薬学を取り巻く制度および経済に関す

る基本的知識を修得することを目的とする。特に、本講義では、公平で質の高い医療を受ける患者の権利を保障するしくみを理
解するために、社会保障制度と薬剤経済の基本的知識を修得するための講義を行う。
・一般目標（GIO）

公平で質の高い医療を受ける患者の権利を保障するしくみを理解するために、社会保障制度と薬剤経済の基本的知識を修得
する。
・授業の方法

プリント、板書、教科書を組み合わせて講義を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

短文論述にあたっては、毎回、学生間での教え合いを促す。
・成績評価

定期試験による評価（70％）と講義中の小テスト（確認用紙として配布、30％）の評価を合算して最終的な評価とする。細か
な内訳は講義中に示す。小テストには授業への質問・意見を含み、基本的に毎回の授業で、前回の質問・意見についてリプライ
する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案（解説を付した）を開示する。小テスト（確認用紙）については模範解答を示し、期間・機会を設定して問い合わせ
を受け付ける。
・学位授与方針との関連

医療人として相応しい社会性を身につけ、併せて薬剤師として医療に関わるための基本的知識・態度を身に付ける。
・関連科目

関連科目：生命医療倫理、医療と法、薬事関連法・制度、コミュニティファーマシー
・教科書

『薬学総論薬学と社会』日本薬学会編　東京化学同人
・参考書

『ちょっと気になる社会保障増補版』権丈善一　剄草書房
『日本の医療と介護歴史と構造、そして改革の方向性』池上直己　日本経済新聞出版社
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 社会保障制度（ 1 ） 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説
明できる。【B⑶①1）】

教科書・配布資料の内容をもとに、日本の社会
保障制度の枠組みと特徴について予習すること

（0.5時間）。
2 社会保障制度（ 2 ） 医療保険制度について説明できる他【B⑶①2）-

4）】
日本の社会保障制度の枠組みと特徴について復
習し、ノートにまとめておくこと（1.0時間）。
教科書・配布資料の内容をもとに、医療保険制
度について予習すること（0.5時間）。

3 社会保障制度（ 3 ） 介護保険制度について概説できる。【B⑶①5）】 医療保険制度について復習し、ノートにまとめ
ておくこと（1.0時間）。教科書・配布資料の内
容をもとに、介護保険制度について予習するこ
と（0.5時間）。

4 社会保障制度（ 4 ） 高齢者医療保険制度の仕組みを説明できる【B
⑶①2）】

介護保険制度について復習し、ノートにまとめ
ておくこと（1.0時間）。教科書・配布資料の内
容をもとに、高齢者医療保険制度について予習
すること（0.5時間）。

5 社会保障制度の形成・発
展・変容（ 1 ）

社会保障制度の起源（明治-昭和戦前）【B⑶①
1）】

高齢者医療保険制度について復習し、ノートに
まとめておくこと（1.0時間）。教科書・配布資
料の内容をもとに、社会保障制度の起源につい
て予習すること（0.5時間）。

6 社会保障制度の形成・発
展・変容（ 2 ）

社会保障制度の成立と発展（戦後-1970年代）
【B⑶①1）】

社会保障制度の起源について復習し、ノートに
まとめておくこと（1.0時間）。教科書・配布資
料の内容をもとに、社会保障制度の成立と発展
について予習すること（0.5時間）。

7 社会保障制度の形成・発
展・変容（ 3 ）

社会保障制度の行き詰まり（1970年代-1980年
代）【B⑶①1）】

社会保障制度の成立と発展について復習し、ノ
ートにまとめておくこと（1.0時間）。教科書・
配布資料の内容をもとに、社会保障制度の行き
詰まりについて予習すること（0.5時間）。

8 社会保障制度の形成・発
展・変容（ 4 ）

社会保障制度の再編（1990年代-現在）【B⑶①
1）】

社会保障制度の行き詰まりについて復習し、ノ
ートにまとめておくこと（1.0時間）。教科書・
配布資料の内容をもとに、社会保障制度の再編
について予習すること（0.5時間）。

9 医薬品と医療の経済性
（ 1 ）

国民医療費の動向について概説できる。【B⑶②
2）】

社会保障制度の再編について復習し、ノートに
まとめておくこと（1.0時間）。教科書・配布資
料の内容をもとに、国民医療費の動向について
予習すること（0.5時間）。

10 医薬品と医療の経済性
（ 2 ）

医薬品の市場の特徴と流通の仕組み・後発医薬
品とその役割・医薬分業の意義と動向・医療費
の適正化に薬局が果たす役割について説明でき
る。【B⑶②1）・3）・B⑷①2）・6）】

国民医療費の動向について復習し、ノートにま
とめておくこと（1.0時間）。教科書・配布資料
の内容をもとに、医薬品の市場の特徴等につい
て予習すること（0.5時間）。

11 医薬品と医療の経済性
（ 3 ）

薬価基準制度について概説できる。【B⑶①6）】 医薬品の市場の特徴等について復習し、ノート
にまとめておくこと（1.0時間）。教科書・配布
資料の内容をもとに、薬価基準制度について予
習すること（0.5時間）。

12 医薬品と医療の経済性
（ 4 ）

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みにつ
いて概説できる。【B⑶①7）】

薬価基準制度について復習し、ノートにまとめ
ておくこと（1.0時間）。教科書・配布資料の内
容をもとに、調剤報酬、診療報酬及び介護報酬
の仕組みについて予習すること（0.5時間）。

13 医薬品と医療の経済性
（ 5 ）

薬物療法の経済評価手法について概説できる。
【B⑶②4）】

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みにつ
いて復習し、ノートにまとめておくこと（1.0時
間）。教科書・配布資料の内容をもとに、薬物療
法の経済評価手法について予習すること（0.5時
間）。
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薬学基礎演習 Exercises in Basic Pharmacetical Sciences

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

大桃　善朗 4 年次・後期 0.5 薬学科：必修

・授業の目的と概要
薬剤師には生命科学や医療現場などで多岐にわたる高度な専門知識が求められています。１〜４年次に履修した全ての薬学

関連科目の知識を短期間に、かつ集中的に再確認することで、それらを総合的に理解し、専門知識を駆使して問題解決にあたる
能力を育成するために必要な基盤を確立します。本演習は、CBT対策に加えて薬剤師国家試験に合格するための基礎となる自主
学習を促すための演習となります。
・一般目標（GIO）

薬剤師に求められる基礎から専門までの知識を総合的に理解するとともに、問題を解決する能力を養う。
・授業の方法

各分野の教員が演習を行います。以下の「授業計画」にはコアカリキュラムの概要を示しますが、具体的な日程、担当者など
は開講時に薬学基礎演習ガイダンスで発表します。演習に加えて、必ず自主学習を十分に行うこと。
・成績評価

演習試験の成績などを総合的に評価します。具体的な評価の方法は開講時に薬学基礎演習ガイダンスで説明します。変更があ
る場合も、ガイダンスで説明します。
・試験・課題に対するフィードバック方法

模擬試験の個別成績や順位などは、配属研究室を通じて通知します。本試験の問題と正解は開示します。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、薬剤師として医療に関わるための基本的知識を身につけます。
・関連科目

関連科目：１〜４年次に履修した全ての薬学関連科目
臨床系関連科目・内容：臨床系関連科目すべてにつながる。

・教科書
薬学基礎演習ガイダンスで発表します。

・参考書
薬学基礎演習ガイダンスで発表します。

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬理学演習 神経系、循環器系、呼吸器系、消化器系、内分泌
系などに作用する医薬品の薬理に関する基本的知
識を習得する（E2）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

2 薬物治療学演習 疾病と薬物の作用に関する知識を習得し、医薬品
の作用する過程を理解する。さらに、代表的な疾
患における治療と薬物療法に関する基本的事項を
習得する（E1、E2）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

3 物理系薬学演習 原子・分子の構造、熱力学、反応速度論などに関す
る基本事項を身につける（C1）。また、物質の特性、
定量に関する基本的事項を習得する（C2）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

4 生物系薬学演習 細胞や生命現象を担う分子に関する基本事項を習
得する（C6）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

5 衛生薬学演習 疾病とその予防、栄養と健康に関する基本的知識
を習得する（D1）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

6 化学系薬学演習 有機化合物の構造、性質、反応、分離法、構造決
定法、及び無機化合物の構造と性質に関する基本
事項を習得する（C3）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

7 社会薬学演習 保健・医療・福祉に係る法規範・制度・経済、及
び地域における薬局と薬剤師の役割を理解する

（B）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。

8 薬剤学演習 薬物の生体内運命を理解し、薬物の体内動態およ
びその解析に関する基本的知識を習得する（E4）。

CBT対策参考書であらかじめ予習（30分）
し、受講後改めて配布プリントや板書をとっ
たノートを用いて復習（ 1 時間）を行うこと。
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４
年
次
生

臨床化学 Clinical Chemistry

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

山口　敬子 4 年次・後期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
現代医療における薬剤師の役割は多岐に亘り、薬物治療の適正化の判断などに各種臨床検査データに関連した考察も必要に

なってきています。その際に必要な分析化学学的観点を養いつつ検査値の算出法や分析法の評価法を含めた生体成分の分析法
について学び、各臓器別および病態別での検査項目について有機的に学ぶことを目的とし、分野別や臓器別ごとの個別の知識の
暗記のみならず、分析法の由来や歴史から、人体に関わる情報解析に及ぶ過程をできる限り説明し、過去に習得した知識に加え
て病態解析や薬物治療に有用な活きた情報提供を心がけた講義概要としています。
・一般目標（GIO）

臨床検査項目の分析法の実践的理解とその測定値の立体的な解釈ができる。
・授業の方法

教科書・プリントを中心に理解度を確認しながら進めます。
・成績評価

講義終了後の確認小テスト10回の成績を加味し総合評価します。
・試験・課題に対するフィードバック方法

講義ごとに確認小テストの解説を行い随時質問を受け付けより内容が理解できるようにフォローします。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識を有機的に関連付けて理解して活用できるようにします。
・関連科目

関連科目：生化学、有機化学、分析化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学・臨床検査値

・教科書
『薬学生のための臨床化学』藤田芳一、眞野成康編　南江堂

・参考書
『新版臨床化学第２版』伊藤啓、長村洋一編　講談社
『臨床検査技術学1０臨床化学第３版』菅野剛史、仁科甫啓、安部彰著　医学書院

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 総論１臨床化学とは臨床
化学の手順、検査材料

臨床分析で用いられている代表的な分析法を列
挙できる。【C2-⑹-②-1】 血液生化学検査の検
査項目を列挙し、目的と異常所見を列挙でき
る。【E1-⑵-②-3】

機器分析の原理について事前に復習をして準備
し、講義後に臨床分析への適用について復習す
るために 1 時間を要する。

2 総論２臨床検査分析法の
基礎、臨床化学検査の種
類、試料の取り扱い方

代表的なドライケミストリーについて概説でき
る【C2-⑹-②-4】 分析目的に即した試料の前処
理法を説明できる。【C2-⑹-①-1】 尿検査およ
び糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所
見を説明できる。【E1-⑵-②-1】 血液検査、血
液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目
を列挙し、目的と異常所見を説明できる。【E1-
⑵-②-2】

簡易分析に適した臨床試料について事前に予習
をして準備し、講義後に生体試料分析を総括し
理解するために 1 時間を要する。

3 総論３検査値の解釈、臨
床検査分析法の原理と方
法１

臨床分析における精度管理および標準物質の意
義を説明できる。【C2-⑹-①-2】 紫外可視吸光
度測定法の原理および応用例を説明できる。

【C2-⑷-①-1】 蛍光光度法の原理および応用例
を説明できる。【C2-⑷-②-2】 原子吸光光度法、
誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法およ
びICP質量分析法の原理および応用例を説明で
きる。【C2-⑷-②-4】 質量分析法の原理および
応用例を説明できる。【C2-⑷-③-1】

分析化学の視点が標準物質の定義を復習するこ
とで予習とし、臨床化学分野での標準試料や標
準物質について学ぶ。講義後、機器分析の原理
や特徴などを総括し理解するために 1 時間を要
する。
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【☆】

4 臨床検査分析法の原理と
方法２、３

免疫化学的測定法の原理を説明できる。【C2-⑹
-②-1】 酵素を用いた代表的な分析法の原理を
説明できる。【C2-⑹-②-2】 電気泳動法の原理
を説明できる。【C2-⑸-②-1】 酵素反応の特性
と反応速度論を説明できる。【C６-⑶-③-2】 代
表的な画像診断技術（X線検査、CTスキャン、
MRI、超音波、核医学検査など）について概説
できる。【C2-⑹-②-5】

応用分析化学の視点が免疫化学測定法と電気泳
動法の原理を復習することで予習とし、講義
後、これらを総括し理解するために 1 時間を要
する。

5 生体成分と臨床化学１糖
質

代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割
を説明できる。【C6-⑵-②-1】 糖質の定性およ
び定量試験法について説明できる。【C9-⑴-②
-4】 グリコーゲンの代謝について説明できる。

【C6-⑸-②-4】 糖新生について説明できる。【C
6-⑸-②-5】

生化学などで学んだ知識を復習することで予習
とし、臨床化学分野での標準試料や標準物質に
ついて学ぶ。講義後、病態についての知識を深
めながら総括し理解するために 1 時間を要する。

6 生体成分と臨床化学２脂
質

代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明
できる。【C6-⑵-①-1】 代表的な生体高分子を
構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレ
オチドなど）の構造に基づく化学的性質を説明
できる。【C4-⑴-①-1】 脂肪酸の生合成とβ酸
化について説明できる。【C6-⑸-③-1】 血漿リ
ポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。

【C6-⑶-④-2】

生化学などで学んだ知識を復習することで予習
とし、臨床化学分野での標準試料や標準物質に
ついて学ぶ。講義後、病態についての知識を深
めながら総括し理解するために 1 時間を要する。

7 生体成分と臨床化学３タ
ンパク質

多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、
シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク
質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タ
ンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）
を列挙し概説できる。【C6-⑶-①-1】

生化学などで学んだ知識を復習することで予習
とし、臨床化学分野での標準試料や標準物質に
ついて学ぶ。講義後、病態についての知識を深
めながら総括し理解するために 1 時間を要する。

8 生体成分と臨床化学４生
体内色素５無機質

新生児マススクリーニングの意義について説明
し、代表的な検査項目を列挙できる。【D1-⑵-
④-1】 尿検査および糞便検査の検査項目を列挙
し、目的と異常所見を説明できる。【E1-⑵-②
-1】 酵素反応における補酵素、微量金属の役割
を説明できる。【C6-⑶-③-2】 動脈血ガス分析
の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明で
きる。【E1-⑵-②-6】

予防医学の観点がマススクリーニング検査の必
要性を事前に学習し講義後、内容をよく理解
し、今後につなげるために 1 時間を要する。

9 生体成分と臨床化学６酵
素

多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、
シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク
質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タ
ンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）
を列挙し概説できる。【C6-⑶-①-1】 血液検査、
血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項
目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

【E1-⑵-②-2】 血液生化学検査の検査項目を列
挙し、目的と異常所見を説明できる。【E1-⑵-
②-3】 代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、
肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像
検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説
明できる。【E1-⑵-②-6】

生化学などで学んだ知識を復習することで予習
とし、臨床化学分野での標準試料や標準物質に
ついて学ぶ。講義後、病態についての知識を深
めながら総括し理解するために 1 時間を要する。

10 薬 物 モ ニ タ リ ン グ
（TDM）TDMの測定法
薬物と臨床検査臨床検査
値への薬物干渉

治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明
し、TDMが有効な薬物を列挙できる。【E4-⑵-
②-1】 臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性
を説明できる。【F-⑶-④-7】

オーダーメード治療について復習することで予
習とし、講義後、さらに有機的に知識をつなげ
て総括し理解するために 1 時間を要する。
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４
年
次
生

臨床生理学 Clinical Physiology

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆藤岡　重和　　和田　晋一 4 年次・後期 1 薬学科：選択

・授業の目的と概要
生体から生理機能情報を収集するための理論と実際について解説します。生理機能検査学の各領域（循環機能検査、神経・筋

機能検査、呼吸機能検査、心臓、脈管、腹部臓器の超音波検査）において、計測技術演習や症例提示を行い、検査結果の解析と
評価について学修します。特に、各種疾患の診断、病態把握、薬物治療の効果判定に臨床で汎用される心電図検査、呼吸機能検
査、脳波、超音波検査を中心に生理機能検査学の基礎的理解から発展的内容まで幅広く学修します。また、本授業では高血圧、
虚血性心疾患、心臓弁膜症、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、てんかんの病態、診断、治療についても詳しく解説し、症例提示
により疾患の理解を深めます。
・一般目標（GIO）

生理機能検査の各検査領域において、その臨床的意義、生体情報を収集する技術、結果の解析、評価法を修得することを目標
とします。
・授業の方法

教科書、配布資料、パワーポイントによる講義を行います。適宜、DVD、CD等の視聴覚教材による解説、パワーポイントを
用いた症例提示を行います。また、臨床生理学の各検査領域において計測技術演習を行います。
・成績評価

授業時間内に実施する計測技術演習（ 7 ０％）と小テスト（ 3 ０％）により評価します。
・試験・課題に対するフィードバック方法

計測技術演習と小テストについて解説を行います。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

藤岡重和／高血圧、虚血性心疾患、心臓弁膜症について、症例提示により診断、治療の実際を解説します。
和田晋一／慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息、てんかんについて、症例提示により診断、治療の実際を解説します。

・学位授与方針との関連
薬学の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に各種疾患の診断、病態把握、薬物治療の効果判定に臨床で汎用される生理

機能検査学の基礎的理解を修得する。
・関連科目

関連科目：臨床検査学、薬物治療学
・教科書

『生理機能検査学第１版』東條尚子、川良徳弘（編）　医歯薬出版
・参考書

『ElectrocardiologyAtoZ心電図のリズムと波を見極める』磯部光章、奥村謙（監修）　日本医師会
『ステップで判読心電図』奥村謙（著）　南江堂

（☆印は担当代表者）
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 臨床生理学総論（藤岡） 生理機能検査の目的と業務範囲を説明できる。
検査の注意事項を説明できる。

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（ 1 時間）

2 循環器系の検査（１）（藤
岡）心電図【計測技術演
習】

心電図検査の臨床的意義、原理・装置、検査方
法、検査結果の解析、評価法を説明できる。

【E1-⑵-②-6】【E2-⑶-①-1】【E2-⑶-①-3】
【E2-⑶-①-4】【E2-⑷-②-3】【F-⑶-④-８】【F-
⑶-④-9】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（２時間）

3 循環器系の検査（２）（藤
岡）ホルター心電図、運
動負荷心電図【計測技術
演習】

ホルター心電図検査、運動負荷心電図検査の臨
床的意義、装置、検査方法、検査結果の解析、
評価法を説明できる。【E1-⑵-②-6】【E2-⑶-①
-1】【E2-⑶-①-3】【E2-⑷-②-3】【F-⑶-④-８】

【F-⑶-④-9】【E1-⑷-3】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（ 2 時間）

4 循環器系の検査（３）（藤
岡）心音図【計測技術演
習】

心音図検査の臨床的意義、原理・装置、検査方
法、検査結果の解析、評価法を説明できる。

【E1-⑵-②-6】【F-⑶-④-８】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（ 2 時間）

5 循環器系の検査（４）（藤
岡）脈波、自動連続血圧
計

脈波検査、自動連続血圧計の臨床的意義、装置、
検査方法、検査結果の解析、評価法を説明でき
る。【E1-⑵-②-6】【E2-⑶-①-4】【F-⑶-④-８】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（1.5時間）

6 神経・筋系の検査（１）
（和田）脳波【計測技術演
習】

脳波検査の臨床的意義、原理・装置、検査方法、
検査結果の解析、評価法を説明できる。【E1-⑵
-②-6】【E2-⑴-③-7】【E2-⑷-②-3】【F-⑶-④
-８】【F-⑶-④-9】【E1-⑷-3】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（ 2 時間）

7 神経・筋系の検査（２）
（和田）筋電図

筋電図検査の臨床的意義、原理・装置、検査方
法、検査結果の解析、評価法を説明できる。

【E1-⑵-②-6】【F-⑶-④-８】【E1-⑷-3】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（1.5時間）

8 呼吸器系の検査（和田）
呼吸機能検査【計測技術
演習】

呼吸機能検査の臨床的意義、原理・装置、検査
方法、検査結果の解析、評価法を説明できる。

【E1-⑵-②-6】【E2-⑷-①-1】【E2-⑷-①-2】
【E2-⑷-①-3】【F-⑶-④-８】【E1-⑷-3】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（1.5時間）

9 超音波検査（１）（藤岡）
超音波検査法の基礎

超音波の性質、超音波検査装置の構造と操作法
を説明できる。【C2-⑹-②-5】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（1.5時間）

10 超音波検査（２）（藤岡）
心臓、脈管、腹部臓器の
超音波検査【計測技術演
習】

心臓、脈管、腹部臓器の正常像と代表的な異常
像について説明できる。【C2-⑹-②-5】【E2-⑶
-①-2】【E2-⑶-①-3】【E2-⑶-①-4】【E2-⑶-
①-5】【E2-⑷-②-3】【E2-⑷-②-4】【E2-⑷-②
-5】【E2-⑷-②-3】【F-⑶-④-８】【F-⑶-④-9】

【E1-⑷-3】

予習：教科書『生理機能検査学』の該当項目を
熟読し事前学修してください（ 1 時間）復習：
授業内容を配布資料、ノート、教科書で事後学
修しましょう（ 2 時間）
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臨床導入学習１ Introductory Education 1 for Clinical Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆岩永　一範　　中村　　任　　中村　敏明　　恩田　光子　　金　美惠子
　小森　勝也　　井上　　薫　　岡田　　博　　神林　祐子　　和田　恭一
　角山　香織　　細畑　圭子　　内田まやこ　　羽田　理恵　　庄司　雅紀
　音窪　麻衣

4 年次・前期 4 薬学科：必修

・授業の目的と概要
本科目は薬学科５年次に設定されている「病院・薬局実務実習」のための準備学習である。したがって、処方箋と調剤、疑義

照会、医薬品の管理と供給、服薬指導と薬剤管理指導、医薬品の安全基準等の病院及び薬局で行われる薬剤師業務全般の項目に
ついて実習、演習、講義形式での学習を行う。
・一般目標（GIO）

「病院・薬局実務実習」において、実臨床現場にて効果的かつ安全に実習を行うに足りる知識・技能・態度を修得する。
・授業の方法

講義、演習、SGD(SmallGroupDiscussion)、TBL(Team-basedLearning)を取り入れた多角的な方法で授業を行う。
・成績評価

学習評価表に基づいた評価(50%)、学習態度(40%)、小テスト(10%)の割合でD、P、C項目それぞれ評価し、最終的に合
算したものを最終評価とする。なお、学習評価表に基づいた評価にはルーブリック表による評価(10%)を含む。
・試験・課題に対するフィードバック方法

課題等については実習中にチェックを行い改善点の指摘を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

金(薬剤師)・小森(薬剤師)・中村任(薬剤師)・中村敏(薬剤師)・井上薫(薬剤師)・岡田(薬剤師)・神林(薬剤師)・和
田恭(薬剤師)・角山(薬剤師)・内田(薬剤師)・羽田(薬剤師)／病院・薬局薬剤師実務経験などを活かし、 「病院・薬局実務
実習」のための準備学習であることを踏まえ、実臨床現場にて効果的かつ安全に実習を行うに足りる知識・技能・態度を指導す
る。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門知識・技能・態度および薬の専門家として必要なコミュニケーション能力を身につける。
・関連科目

関連科目：医療系の全科目、特に医療薬剤学、薬理学 1 -4、生物薬剤学 1 -2、薬物動態解析学、臨床薬物動態学、薬物治療学
1 -4等
・教科書

『臨床導入学習１ノート』本科目担当教員　事前ガイダンス時に配付　
『治療薬マニュアル』高久史麿他　
『医学書院新ビジュアル薬剤師実務シリーズ上・薬剤師業務の基本(知識・態度)』上村直樹、平井みどり　羊土社
『新ビジュアル薬剤師実務シリーズ下・調剤の基本(技能)』上村直樹、平井みどり　羊土社

・参考書
『わかりやすい調剤学第 6 版』岩川精吾他(編)　廣川書店
『第十四改訂調剤指針増補版』日本薬剤師会(編)　薬事日報社

(☆印は担当代表者)

(☆印は担当代表者)
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・授業内容 準備学習（予習･ 復習、事前事後
学修）の具体的内容と必要な時間

D項目 中村敏、小森、脇條、和田、角山、羽田、特別講師
1 総論Ⅰ

(調剤を始めるに
あたって)
総論Ⅱ
(病院での調剤業
務)
総論Ⅲ
(処方せんと薬袋)

前)病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。【F-
⑴-③-1】
前)病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について
説明できる。【F-⑴-③-2】
前)病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内
容と関連を概説できる。【F-⑴-③-3】
前)調剤業務に関わる事項(処方せん、調剤録、疑義照会等)の意
義や取り扱いを法的根拠に基づいて説明できる。【F-⑵-①-1】
前)処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説で
きる。【F-⑵-②-2】
前)処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明でき
る。【F-⑵-②-3】
前)処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明でき
る。【F-⑵-②-4】
前)処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説
明できる。【F-⑵-②-5】
前)薬袋、薬札(ラベル)に記載すべき事項を適切に記入できる。

【F-⑵-③-1】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
調剤の流れ、薬袋作成の手順を
理解する。
事後学習：実習中に取り扱った
医薬品について、効能・効果、用
法・用量、相互作用、副作用など
の基本的事項について理解する。

2 一般調剤Ⅰ(計数
調剤：内用剤・外
用剤)一般調剤Ⅱ

( 計 量 調 剤 ①： 散
剤)一般調剤Ⅲ(計
量 調 剤 ②： 水 剤 )
一般調剤Ⅳ(計量
調剤③：軟膏剤)
調剤薬鑑査

前)代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・
用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。【F-⑵-②-1】
前)主な医薬品の成分(一般名)、商標名、剤形、規格等を列挙で
きる。【F-⑵-③-2】
前)処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。【F-⑵-③-3】
前)処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。【F-⑵-③
-8】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
計数調剤、計量調剤の流れをを
理解する。また、動画QRコード
がある場合は、視聴し、調剤手技
のイメージトレーニングを行う。
事後学習：実習中に取り扱った
医薬品について、効能・効果、用
法・用量、相互作用、副作用など
の基本的事項について理解する。

3 一般調剤Ⅰ(計数
調剤：内用剤・外
用剤)一般調剤Ⅱ

( 計 量 調 剤 ①： 散
剤)一般調剤Ⅲ(計
量 調 剤 ②： 水 剤 )
一般調剤Ⅳ(計量
調剤③：軟膏剤)
調剤薬鑑査

前)代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・
用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。【F-⑵-②-1】
前)主な医薬品の成分(一般名)、商標名、剤形、規格等を列挙で
きる。【F-⑵-③-2】
前)処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。【F-⑵-③-3】
前)処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。【F-⑵-③
-8】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
計数調剤、計量調剤の流れをを
理解する。また、動画QRコード
がある場合は、視聴し、調剤手技
のイメージトレーニングを行う。
事後学習：実習中に取り扱った
医薬品について、効能・効果、用
法・用量、相互作用、副作用など
の基本的事項について理解する。

4 錠剤鑑別成分量⇔
製 剤 量 の 計 算 新
薬・ジェネリック
医薬品

前)処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。【F-⑵-③-3】
前)後発医薬品選択の手順を説明できる。【F-⑵-③-4】

事前学習：臨床導入学習１ノート
および新ビジュアル薬剤師実務シ
リーズの該当箇所を読み、後発医
薬品選択の手順を理解する。復
習：実習中に取り扱った医薬品に
ついて、成分量が製剤量への計算
について復習する。
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5 処 方 鑑 査 調 剤 過
誤・医療安全

前)病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について
説明できる。【F-⑴-③-2】
前)代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・
用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。【F-⑵-②-1】
前)処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明でき
る。【F-⑵-②-3】
前)処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明でき
る。【F-⑵-②-4】
前)処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説
明できる。【F-⑵-②-5】
前)処方せん等に基づき疑義照会ができる。(技能・態度)【F-⑵-
②-6】
前)処方が服薬(投薬)までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙
できる。【F-⑵-⑥-1】
前)特にリスクの高い代表的な医薬品(抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療
薬、使用制限のある薬等)の特徴と注意点を列挙できる。【F-⑵-⑥
-2】
前)代表的なインシデント(ヒヤリハット)、アクシデント事例を
解析し、その原因、リスクを回避するための具体策と発生後の適切
な対処法を討議する。【F-⑵-⑥-3】
前)医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。【F-⑵-⑥
-7】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
処方箋鑑査、疑義照会の流れを
理解する。また、動画QRコード
がある場合は、視聴し、調剤手技
のイメージトレーニングを行う。
これまでの自身の調剤行為を振
り返り、誤りを生じやすい場面
とはどのようなものか考える。
復習：処方が服薬(投薬)までの
過程で生じる誤りとその対策に
ついて復習する。

6 特別な薬剤の調剤
(毒薬、麻薬・向精
神薬)

前)劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚せい剤原料等の管理と取
り扱いについて説明できる。【F-⑵-⑤-3】
前)特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。【F-
⑵-⑤-4】
前)特にリスクの高い代表的な医薬品(抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療
薬、使用制限のある薬等)の特徴と注意点を列挙できる。【F-⑵-⑥
-2】
前)代表的な症候に対する薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導医薬
品・一般用医薬品の適切な取り扱いと説明ができる。【F-⑸-③-3】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
医薬品管理の流れ、医療用麻薬
の調剤の流れを理解する。事後
学習：実習中に取り扱った医薬
品について、効能・効果、用法・
用量、相互作用、副作用などの基
本的事項について理解する。

7 フィジカルアセス
メント医薬品の適
正使用

前)妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの対応や服薬指導におい
て、配慮すべき事項を具体的に列挙できる。【F-⑵-④-2】
前)患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤(眼軟膏、坐剤、吸
入剤、自己注射剤等)の取扱い方法を説明できる。【F-⑵-④-6】
前)身体所見の観察・測定(フィジカルアセスメント)の目的と得
られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。【F-⑶-①
-3】
前)基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。【F-⑶-①-4】
前)代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニ
タリングすべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。【F-⑶-
④-1】
前)代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集
ができる。【F-⑶-④-2】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
薬剤師が行うフィジカルアセス
メントについて理解する。復
習：代表的な疾患の薬物療法に
おける効果・副作用に関してモ
ニタリングすべき症状や検査所
見等について関連科目で学習し
た内容も含め復習する。

8 フィジカルアセス
メント医薬品の適
正使用

前)妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの対応や服薬指導におい
て、配慮すべき事項を具体的に列挙できる。【F-⑵-④-2】
前)患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤(眼軟膏、坐剤、吸
入剤、自己注射剤等)の取扱い方法を説明できる。【F-⑵-④-6】
前)身体所見の観察・測定(フィジカルアセスメント)の目的と得
られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。【F-⑶-①
-3】
前)基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。【F-⑶-①-4】
前)代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニ
タリングすべき症状と検査所見等を具体的に説明できる。【F-⑶-
④-1】
前)代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集
ができる。【F-⑶-④-2】

事前学習：臨床導入学習１ノー
トおよび新ビジュアル薬剤師実
務シリーズの該当箇所を読み、
薬剤師が行うフィジカルアセス
メントについて理解する。復
習：代表的な疾患の薬物療法に
おける効果・副作用に関してモ
ニタリングすべき症状や検査所
見等について関連科目で学習し
た内容も含め復習する。
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【☆】

P項目 中村任、恩田、岡田、井上、内田、庄司、特別講師
1 ＥＢＭの基礎① 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説

できる。【E3-⑴-②-1】、MEDLINEなどの医学・薬学文献データベ
ース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、検索
できる。【E3-⑴-③-2】、EBMの基本概念と実践のプロセスについ
て説明できる。【E3-⑴-④-1】、代表的な臨床研究法(ランダム化比
較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など)の長所と短
所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説できる。【E3-
⑴-④-2】、臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙
し、内的妥当性(研究結果の正確度や再現性)と外的妥当性(研究
結果の一般化の可能性)について概説できる。【E3-⑴-④-3】、メタ
アナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。【E3-⑴-④-4】、観
察研究での主な疫学研究デザイン(症例報告、症例集積、コホート
研究、ケースコントロール研究、ネステッドケースコントロール研
究、ケースコホート研究など)について概説できる。【E3-⑴-⑥
-3】、介入研究の計画上の技法(症例数設定、ランダム化、盲検化
など)について概説できる。【E3-⑴-⑥-6】、前)薬物療法に必要な
医薬品情報を収集・整理・加工できる。【F-⑶-②-1】

予習として、演習で使用する課
題論文を読み、チェックシート
を活用して批判的吟味を行う。

2 ＥＢＭの基礎② 医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説
できる。【E3-⑴-②-1】、MEDLINEなどの医学・薬学文献データベ
ース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解し、検索
できる。【E3-⑴-③-2】、EBMの基本概念と実践のプロセスについ
て説明できる。【E3-⑴-④-1】、代表的な臨床研究法(ランダム化比
較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など)の長所と短
所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説できる。【E3-
⑴-④-2】、臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙
し、内的妥当性(研究結果の正確度や再現性)と外的妥当性(研究
結果の一般化の可能性)について概説できる。【E3-⑴-④-3】、メタ
アナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。【E3-⑴-④-4】、観
察研究での主な疫学研究デザイン(症例報告、症例集積、コホート
研究、ケースコントロール研究、ネステッドケースコントロール研
究、ケースコホート研究など)について概説できる。【E3-⑴-⑥
-3】、介入研究の計画上の技法(症例数設定、ランダム化、盲検化
など)について概説できる。【E3-⑴-⑥-6】、前)薬物療法に必要な
医薬品情報を収集・整理・加工できる。【F-⑶-②-1】

予習として、演習で使用する課
題論文を読み、チェックシート
を活用して批判的吟味を行う。

3 チ ー ム 医 療( 病
院)、臨床栄養

前)病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容
を相互に関連づけて説明できる。【F-⑴-③-4】、前)代表的な輸液
の種類と適応を説明できる。【F-⑶-③-5】、前)患者の栄養状態や
体液量、電解質の過不足などが評価できる。【F-⑶-③-6】、前)チ
ーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。【F-
⑷-①-1】、前)多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説
明できる。【F-⑷-①-2】、前)病院と地域の医療連携の意義と具体
的な方法(連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連
携、関連施設との連携等)を説明できる。【F-⑷-①-3】

教科書や配付資料中に出てきた
医薬品について治療薬マニュア
ル等を用いてノートにまとめて
おくこと。また、計算問題などは
再度計算し直すこと。

4 注射剤処方鑑査、
注射薬調剤

前)処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。【F-⑵-③-3】
前)処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。【F-⑵-③
-8】

教科書や配付資料中に出てきた
医薬品について治療薬マニュア
ル等を用いてノートにまとめて
おくこと。

5 一般院内製剤・薬
局製剤

前)処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。【F-⑵-③-3】、
前)院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明
できる。【F-⑵-⑤-6】、
前)薬局製剤・漢方製剤について概説できる。【F-⑵-⑤-7】、
前)代表的な症候に対する薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導医薬
品・一般用医薬品の適切な取り扱いと説明ができる。【F-⑸-③
-3】、薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導医薬品・一般用医薬品、健
康食品、サプリメント、医療機器等をリスクに応じ適切に取り扱
い、管理できる。【F-⑸-③-5】

6 配合変化(一般製
剤・注射剤)、簡易
懸濁法

前)代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとそ
の理由を説明できる。【F-⑵-③-5】
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7 無菌操作、高カロ
リー輸液の調製

前）無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。
【F-⑵-③-6】、前）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハ
ザード回避の基本的手技を実施できる。【F-⑵-③-7】、前）感染予
防の基本的考え方とその方法が説明できる。【F-⑵-⑥-4】、前）衛
生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。【F-⑵
-⑥-5】、前）代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意
点を説明できる。【F-⑵-⑥-6】、前）代表的な輸液の種類と適応を
説明できる。【F-⑶-③-5】、前）患者の栄養状態や体液量、電解質
の過不足などが評価できる。【F-⑶-③-6】

注射薬調製に係る動画（教科書
参照）を見るなどして、操作手順
や使用した機材について復習し
ておくこと。また、実習中に出て
きた医薬品やレジメンについて
治療薬マニュアル等を用いてノ
ートにまとめておくこと。

8 抗悪性腫瘍剤の調
製

前）無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。
【F-⑵-③-6】、前）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハ
ザード回避の基本的手技を実施できる。【F-⑵-③-7】、前）特にリ
スクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制
限のある薬等）の特徴と注意点を列挙できる。【F-⑵-⑥-2】

注射薬調製に係る動画（教科書
参照）を見るなどして、操作手順
や使用した機材について復習し
ておくこと。また、実習中に出て
きた医薬品やレジメンについて
治療薬マニュアル等を用いてノ
ートにまとめておくこと。

C項目 岩永、恩田、金、神林、細畑、庄司、特別講師
1 薬剤師になるため
の心構え、病院薬
剤師業務Ⅰ（初回
面談）

前）病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。【F-
⑴-③-1】、前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性
について説明できる。【F-⑴-③-2】、前）患者および種々の情報源
（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）が、
薬物療法に必要な情報を収集できる。【F-⑶-①-2】、前）代表的な
疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。【F-
⑶-④-2】 前）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列
挙できる。【F-⑵-④-5】

2 病院薬剤師業務Ⅱ
（持参薬管理）

前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について
説明できる。【F-⑴-③-2】

予習（宿題として提示）は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。

3 病院薬剤師業務Ⅲ
（疑義照会）

前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度）【F-⑵-
②-6】

予習（宿題として提示）は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。

4 病院薬剤師業務Ⅳ
（服薬指導）

前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について
説明できる。【F-⑴-③-2】、前）妊婦・授乳婦、小児、高齢者など
への応対や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙で
きる。【F-⑵-④-2】 前）患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤
（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法を説明でき
る。【F-⑵-④-6】 前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等
の基本的な手技を説明できる。【F-⑶-③-4】

予習（宿題として提示）は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。

5 医療コミュニケー
ションの基本（患
者を理解する）、薬
局薬剤師業務Ⅰ
（在宅医療への関わ
り）

前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。
【F-⑴-②-1】、前）患者・生活者中心の医療の視点が患者・生活者
の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応ができる。【F-⑴
-②-2】 前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に
薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。【F-⑴-②
-3】、前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性につ
いて説明できる。【F-⑴-③-2】、前）在宅医療・介護の目的、仕組
み、支援の内容を具体的に説明できる。【F-⑸-①-1】、前）在宅医
療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。【F-⑸-①-2】、
前）在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について
説明できる。【F-⑸-①-3】

予習（宿題として提示）は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。
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【☆】

6 薬局薬剤師業務Ⅱ
(初回面談、疑義照
会、服薬指導)

前)病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。【F-
⑴-③-1】、前)病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性
について説明できる。【F-⑴-③-2】、前)処方せん等に基づき疑義
照会ができる。(技能・態度)【F-⑵-②-6】、前)適切な態度で、患
者・来局者と応対できる。【F-⑵-④-1】、前)患者・来局者が、必
要な情報(症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬
歴、副作用歴等)を適切な手順で聞き取ることができる。【F-⑵-④
-3】、前)患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、
警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法等について適切に説明で
きる。【F-⑵-④-4】 前)患者および種々の情報源(診療録、薬歴・
指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等)が、薬物療法に必要な
情報を収集できる。【F-⑶-①-2】、前)代表的な疾患における薬物
療法の評価に必要な患者情報収集ができる。【F-⑶-④-2】、来局者
が収集した情報や身体所見などに基づき、来局者の病状(疾患、重
症度等)や体調を推測できる。【F-⑸-③-6】、来局者に対して、病
状に合わせた適切な対応(医師への受診勧奨、救急対応、要指導医
薬品・一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等)を選択
できる。【F-⑸-③-7】、選択した薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導
医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療機器等の使
用方法や注意点などを来局者に適切に判りやすく説明できる。【F-
⑸-③-8】、前)妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指
導において、配慮すべき事項を具体的に列挙できる。【F-⑵-④-2】

予習(宿題として提示)は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。

7 薬局薬剤師業務Ⅲ
(薬歴管理、在宅医
療への関わり)

前)適切な態度で、患者・来局者と応対できる。【F-⑵-④-1】、前)
患者・来局者が、必要な情報(症状、心理状態、既往歴、生活習
慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等)を適切な手順で聞き取るこ
とができる。【F-⑵-④-3】、前)薬歴・診療録の基本的な記載事項
とその意義・重要性について説明できる。【F-⑵-④-7】、前)代表
的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。

【F-⑵-④-8】、前)地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連
携体制(地域包括ケア)およびその意義について説明できる。【F-
⑷-②-1】、前)現在の医療システムの中でのプライマリケア、セル
フメディケーションの重要性を討議する。【F-⑸-③-1】、前)代表
的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。【F-⑵-
④-5】、前)在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的
に説明できる。【F-⑸-①-1】、前)在宅医療・介護を受ける患者の
特色と背景を説明できる。【F-⑸-①-2】、前)在宅医療・介護に関
わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。【F-⑸-①-3】

予習(宿題として提示)は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。

8 薬局薬剤師業務Ⅳ
(セルフメディケー
ション)

前)適切な態度で、患者・来局者と応対できる。【F-⑵-④-1】、前)
患者・来局者が、必要な情報(症状、心理状態、既往歴、生活習
慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等)を適切な手順で聞き取るこ
とができる。【F-⑵-④-3】、前)患者・来局者に、主な医薬品の効
能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法
等について適切に説明できる。【F-⑵-④-4】、前)地域における医
療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。【F-⑷-②-2】、
前)現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケ
ーションの重要性を討議する。【F-⑸-③-1】、前)代表的な症候

(頭痛・腹痛・発熱等)を示す来局者について、適切な情報収集と
疾患の推測、適切な対応の選択ができる。【F-⑸-③-2】、前)代表
的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。【F-⑸-③-4】、
薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食
品、サプリメント、医療機器等をリスクに応じ適切に取り扱い、管
理できる。【F-⑸-③-5】、来局者が収集した情報や身体所見などに
基づき、来局者の病状(疾患、重症度等)や体調を推測できる。

【F-⑸-③-6】、来局者に対して、病状に合わせた適切な対応(医師
への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・一般用医薬品および検査
薬などの推奨、生活指導等)を選択できる。【F-⑸-③-7】、選択し
た薬局製剤(漢方製剤含む)、要指導医薬品・一般用医薬品、健康
食品、サプリメント、医療機器等の使用方法や注意点などを来局者
に適切に判りやすく説明できる。【F-⑸-③-8】

予習(宿題として提示)は、実習
中のグループワークに必須のた
め必ず行うこと。
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臨床導入学習２ Introductory Education 2 for Clinical Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆井上　　薫　　岩永　一範　　中村　　任　　中村　敏明　　恩田　光子
　金　美惠子　　小森　勝也　　岡田　　博　　神林　祐子　　和田　恭一
　角山　香織　　細畑　圭子　　内田まやこ　　羽田　理恵　　庄司　雅紀
　音窪　麻衣

4年次・後期 1 薬学科：必修

・授業の目的と概要
本科目は、「臨床導入学習１」と共に、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」のうちの「F薬学臨床」の事前学習で示されて

いる項目を行うもので、薬学科５年次で行われる「病院・薬局実務実習」のための事前学習となることを目的とする。授業で
は、OSCEへの対応も考慮しながら、講義と演習を組み合わせた学習を行う。
・一般目標（GIO）
病院および薬局における実務実習に積極性を持って、効果的かつ安全に取り組めるよう、薬物療法・チーム医療・地域保健医

療の基本的な知識・技能・態度を修得する。
・授業の方法
学習当日に詳細説明を行い、演習、ロールプレイを組み合わせた授業をグループに分かれてローテーション形式で、医療現場

におけるさまざまな技術・手技を展開する。学習は８回とし、１回は、午後から前半と後半でＤ・Ｐ項目とＣ項目を入れ替えて
実施する。
・アクティブ・ラーニングの取組
�グループワーク：
1.法令・規則等の理解と遵守
2.処方箋と疑義照会
4.患者・来局者応対、服薬指導、患者教育
6.患者情報の把握
7.チーム医療への参画
8.在宅（訪問）医療・介護への参画
9.プライマリケア、セルフメディケーションの実践
実習：
1.法令・規則等の理解と遵守
2.処方箋と疑義照会
3.処方箋に基づく医薬品の調製
5.安全管理
6.患者情報の把握

・成績評価
実習評価表に基づいた評価（50％）、実習態度（40％）、小テスト（10％）の割合で評価する。

・試験・課題に対するフィードバック方法
小テストの答案は開示し、解説を実施する。

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
井上薫（薬剤師）・金（薬剤師）・小森（薬剤師）・中村任（薬剤師）・中村敏（薬剤師）・岡田（薬剤師）・神林（薬剤師）・和

田恭（薬剤師）・角山（薬剤師）・内田（薬剤師）・羽田（薬剤師）／病院・薬局薬剤師実務経験などを活かし、�「病院・薬局実務
実習」のための準備学習であることを踏まえ、実臨床現場にて効果的かつ安全に実習を行うに足りる知識・技能・態度を指導す
る。
・学位授与方針との関連
本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。　
�○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。　
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。　
○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。　
○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。　
○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連科目
関連科目：臨床導入学習 1その他、医療系の全科目、特に医療薬剤学、薬物治療学等

・教科書
『薬学共用試験OSCE（参加型実習を実施する学生に必要とされる技能と態度）学習・評価項目および医薬品リスト』
薬学共用試験センター　（事前ガイダンス時に配布）
『治療薬マニュアル』高久史麿（監）　医学書院
『新ビジュアル薬剤師実務シリーズ下・調剤業務の基本（技能）』上村直樹、平井みどり（監）　羊土社

・参考書
『新ビジュアル薬剤師実務シリーズ上・薬剤師業務の基本（知識・態度）』上村直樹、平井みどり（監）　羊土社
『薬剤師業務の羅針盤』薬学共用試験研究会（監）　薬ゼミ情報教育センター

（☆印は担当代表者）
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・授業内容 準備学習（予習･ 復習、事前事後
学修）の具体的内容と必要な時間

１
～
８

Ｄ・Ｐ項目
処方に基づく調剤
及び監査、薬物療
法の実践、持参薬
チェック、無菌操
作の実践
(井上薫、中村任、
中村敏明、小森勝
也、岡田博、和田恭
一、角山香織、内田
まやこ、羽田理恵、
音窪麻衣、特別教
員)
C項目
薬物療法の実践、
チーム医療への参
画、地域の保健・
医療・福祉への参
画
(岩永一範、恩田
光子、金美恵子、神
林祐子、細畑圭子、
庄司雅紀、羽田理
恵、特別教員)

Ｄ・Ｐ・Ｃ項目
１．法令・規則等の理解と遵守(グループワーク・実習)(１)調
剤業務に関わる事項(処方箋、調剤録、疑義照会等)の意義や取扱
いを法的根拠に基づいて説明できる。【F⑵①-1】
２．処方箋と疑義照会(グループワーク・実習)(１)代表的な疾
患に使用される医薬品について、効能・効果、用法・用量、警告・
禁忌、副作用、相互作用を列挙できる。【F⑵②-1】(２)処方オー
ダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。【F⑵②
-2】(３)処方箋を監査し、不適切な処方箋について、その理由を
説明できる。【F⑵②-5】(４)処方箋等に基づき疑義照会ができる。

【F⑵②-6】
６．患者情報の把握(グループワーク・実習)(１)基本的な医療
用語、略語の意味を説明できる。【F⑶①-1】(２)患者および種々
の情報源(診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬
等)が、薬物療法に必要な情報を収集できる(技能・態度)。【F⑶
①-2】(３)身体所見の観察・測定(フィジカルアセスメント)の
目的と得られた所見の薬学的管理への活用について説明できる。

【F⑶①-3】(４)基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる
(知識・技能)。【F⑶①-4】
Ｄ・Ｐ項目
３．処方箋に基づく医薬品の調製(実習)(１)薬袋、薬札(ラベ
ル)に記載すべき事項を適切に記入できる。【F⑵③-1】(２)処方
箋に従って、計数・計量調剤ができる。【F⑵③-3】(３)処方箋に
基づき調剤された薬剤の監査ができる。【F⑵③-8】(４)無菌操作
の原理を説明し、手指消毒、ガウン・手袋の着脱、基本的な無菌操
作を実施できる。【F⑵③-6】
５．安全管理(実習)(１)衛生的な手洗い、スタンダードプリコ
ーションを実施できる(技能)。【F⑵⑥-5】
Ｃ項目
４．患者・来局者応対、服薬指導、患者教育(グループワーク)

(１)適切な態度で、患者・来局者と応対できる。【F⑵④-1】(２)
妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配
慮すべき事項を具体的に列挙できる。【F⑵④-2】 ⑶患者・来局者
が、必要な情報を適切な手順で聞き取ることができる。【F⑵④-3】

(４)後発医薬品選択の手順を説明できる。【F⑵③-4】(５)患者・
来局者に、薬物の適正使用に必要な情報を適切に説明できる。【F
⑵④-4】(６)代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列
挙できる。【F⑵④-5】(７)患者・来局者に使用上の注意すべき製
剤(眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等)の取扱い方法を説明で
きる(技能・態度)。【F⑵④-6】(８)薬歴・診療録の基本的な記載
事項とその意義・重要性について説明できる。【F⑵④-7】
７.チーム医療への参画(グループワーク)(１)チーム医療におけ
る薬剤師の役割と重要性について説明できる。【F⑷①-1】
８.在宅(訪問)医療・介護への参画(グループワーク)(１)在宅
医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。【F
⑸①-1】(２)在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明で
きる。【F⑸①-2】(３)在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とそ
の重要性について説明できる。【F⑸①-3】
９．プライマリケア、セルフメディケーションの実践(グループワ
ーク)(１)現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフ
メディケーションの重要性を討議する(態度)。【F⑸③-1】(２)代
表的な症候(頭痛・腹痛・発熱等)を示す来局者について、適切な
情報収集と疾患の推測、適切な対応の選択ができる(知識・態度)。

【F⑸③-2】 ⑶代表的な症候に対する薬局製剤(漢方製剤を含む)、
要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取扱いと説明ができる(技
能・態度)。【F⑸③-3】(４)代表的な生活習慣の改善に対するアド
バイスができる(知識・態度)。【F⑸③-4】

各項目について予習すること
(１時間)各項目について復習し
知識および正確な技能を得るこ
と(１時間)
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特別演習・実習（前期） Special Laboratory Works 1

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

4 年次・前期 5 薬科学科：必修

・授業の目的と概要
4 年次前期・後期の 1 年間、所属研究室の教員からマンツーマンの直接指導を受けることにより、研究活動に必要な知識、技

能、態度ならびに探求心、論理的思考力、語学力、プレゼンテーション力などを身につけることができる。
・一般目標（GIO）

研究活動に参画できるようになるために、必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
・到達目標（SBOs）

１．研究課題を理解し、その達成に向けて積極的に取り組む。
２．研究課題を達成するために、論理的思考を行い、問題点を解決しようと努力する。
３．研究課題を達成するために、他者の意見を理解し、討論する能力を身につける。
４．研究活動に関わる規則を守り、倫理に配慮して研究に取り組む。
５．環境に配慮して、研究に取り組む。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究態度、研究課題発表と質疑応答などから総合的に評価する。

・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
創薬研究などに必要な基礎的科学的知識・技能・態度を修得し、科学的な課題の発見・解決力を醸成しながらコミュニケー

ション能力及びプレゼンテーション能力を養う。



88

特別演習・実習（後期） Special Laboratory Works 2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

4 年次・後期 6 薬科学科：必修

・授業の目的と概要
4 年次前期・後期の 1 年間、所属研究室の教員からマンツーマンの直接指導を受けることにより、研究活動に必要な知識、技

能、態度ならびに探求心、論理的思考力、語学力、プレゼンテーション力などを身につけることができる。
・一般目標（GIO）

研究活動に参画できるようになるために、必要な基本的知識、技能、態度を修得する。
・到達目標（SBOs）

１．研究課題を理解し、その達成に向けて積極的に取り組む。
２．研究課題を達成するために、論理的思考を行い、問題点を解決しようと努力する。
３．研究課題を達成するために、他者の意見を理解し、討論する能力を身につける。
４．研究活動に関わる規則を守り、倫理に配慮して研究に取り組む。
５．環境に配慮して、研究に取り組む。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究態度、研究課題発表と質疑応答などから総合的に評価する。

・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
創薬研究などに必要な基礎的科学的知識・技能・態度を修得し、科学的な課題の発見・解決力を醸成しながらコミュニケー

ション能力及びプレゼンテーション能力を養う。
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
6 年次前期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課

題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）

研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま
とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）

１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」の作成を

行う。評価項目として、研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」および「卒業論
文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技能」の評価項目
では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点の評価の細目数
が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。
・試験・課題に対するフィードバック方法

研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯
にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度を養う。また、薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行す
る意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を養う。
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薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプ
ターとの結合に大きな影響を与えることがある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を
自由に変化させ、さらには活性をもコントロールすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行
う。

②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザインαヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすい
アミノ酸の組合せが知られている。これらをベースにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザ
インを行う。

③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送する
ためのツールとして注目されている。天然のアミノ酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新
しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①ヒスタミンH3レセプター(H3R)を基盤とする創薬研究アルツハイマー病などの治療薬として期待される
H3Rアンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん細胞増殖抑制化合物への応用

②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発シアノホスフェートからテトラゾールの生成-脱窒素反応
の研究とその応用

③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

④複素環化合物の官能基導入反応の開発医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新
たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
アンチセンス法やRNA干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、ごく最近この概念に基づいた核酸

医薬が相次いで承認され実用化の段階に入ってきた。しかし、核酸医薬がさらに効果的に治療効果を発揮す
るには膜透過性や生体内の核酸分解酵素に対する安定性の向上を図りながら遺伝子発現抑制効果を減弱さ
せない戦略が必要である。そこで、以上のような特性をもつ新たな修飾核酸としてプロドラッグ型修飾核酸
を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②プロドラッグ型siRNAを用いた家族性高コレステロール血症治療薬の開発

有効な治療薬のない家族性高コレステロール血症の治療薬の開発を目的として、アポリポタンパクB 
(ApoB) mRNAを標的とするプロドラッグ型siRNAを設計・合成し、細胞を用いたin vitroおよびモデル動
物を用いたin vivoにおけるApoB発現抑制活性を指標に治療薬としての有効性を評価する。
③細胞内移送能を有する細胞膜透過性ペプチドの開発

細胞膜を透過する機能を有するペプチド(細胞膜透過性ペプチド)は、極性を有する化合物(医薬品)を
細胞内に導入するための有力なデバイスの 1 つである。この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用い
てその細胞膜透過能の評価を行う。
④細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用

アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通過
して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細胞内
への移行性を細胞を用いて評価する。
⑤がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発

がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を組
み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子の開
発を行う。
⑥金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究

DNAの二重らせん構造は、水素結合による塩基対の形成が基盤となっている。最近、特定の金属イオン
が核酸塩基間に配位して金属錯体型塩基対が形成されることが明らかにされた。当研究室では、DNAポリ
メラーゼが金属錯体型塩基対の形成を介した複製反応を触媒することを世界に先駆けて見出し、本反応の
金属選択性、限界等について検討を行っている。
⑦天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の

開発
DNAやRNAは構成成分として光学活性なD型リボースを有する。その鏡像体であるL型リボースは天然

には存在せず、当研究室ではL型リボースから成る鏡像体核酸を化学合成し、生体内の核酸分解酵素に認識
されず非常に優れたな安定性を有することを明らかにしてきた。このような鏡像体核酸の生体内安定性を
利用してin vivoで利用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質 ‐ タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuinに作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ(顆粒球
コロニー刺激因子)による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα2グリコプロテイン(LRG)の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3 種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。

⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1 )脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2 )NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3 )筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4 )肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1 )肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2 )脂肪細胞の褐色化(ベージュ化)を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3 )筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4 )脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5 )活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1 )肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2 )アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究
1 )マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
( 4 )病原微生物の分子疫学的解析
②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究
( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
乳腺がんや胃がん細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検

討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。

細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用を
目指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。

生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗が
ん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。
⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究

河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す。

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミュレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写調

節機構の観点から検討する。
②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割

高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展にお
ける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。
③腎疾患と血管機能

急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと新
たな治療法の確立について検討する。
④循環器疾患と性差

虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の発
症・進展における性差メカニズムについて検討する。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構

腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討する。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究

高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール成
分など)の病態改善効果について検討する。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療

種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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４
年
次
生

薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患(統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患(パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル (Kir4.1チャネル)の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質 2 A (Synaptic vesicle glycoprotein 2 A SV2A)の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床
・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックイン動物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質(腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など)の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
②慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
③セルフメディケーション支援とその効果に関する研究
④薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑤介護施設における薬剤師の関与とその効果に関する研究
⑥医師-薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦服薬アドヒアランス向上に関する研究
⑧医薬品情報の授受に関する研究
⑨薬局におけるリスクマネジメントに関する研究
⑩諸外国における薬剤師業務の比較研究
⑪病院感染についての微生物学的および治療学的研究

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)
１) いろいろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医

薬品情報を構築し、その有用性を評価する。
２) 医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法(お薬手帳の活用や患者向け情報資

材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研究を行う。
④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織)課題発見・解決能力の向

上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価に関する研究
を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子・内田まや
こ)実臨床から構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用
実態を解析し、副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

⑥がん化学療法ならびに緩和薬物療法の有効性と安全性向上のための臨床評価(担当：細畑圭子・内田ま
やこ)がん化学療法ならびに緩和薬物療法を行う上で生じる臨床的疑問や有害事象などの問題点の解決
に向けて、医療機関と連携しながら臨床研究を行い有害事象の発現因子を同定し、臨床へのフィードバッ
クを目指す。

薬 学 教 育 研 究
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)
① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫　

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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１年次科目配当表
(R2-1)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　
　礎

　
　教

　
　育

　
　科

　
　目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 １ ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 ２ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※１ ▲ 1
中 国 語 １ ※１ ▲ 1
中 国 語 ２ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル １ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル ２ ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応
用
薬

学
科
目

生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1

４
年
次
生
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１年次科目配当表
(R2-1)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　
　礎

　
　教

　
　育

　
　科

　
　目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 １ ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 ２ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※１ ▲ 1
中 国 語 １ ※１ ▲ 1
中 国 語 ２ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル １ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル ２ ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応
用
薬

学
科
目

生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1
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年
次
生
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２年次科目配当表

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　礎

　教

　育

　科

　目

文 学 の 世 界 (教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会 (教養) ○ 1 ○：選択科目　　
地 球 環 境 論 (教養) ○ 1
政 治 と 社 会 (教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学 (教養) ○ 1
法 と 社 会 (教養) ○ 1
経 済 の 世 界 (教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎 (教養) ○ 1
人 間 と 宗 教 (教養) ○ 1
文 化 人 類 学 (教養) ○ 1
倫 理 と 社 会 (教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論 (教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2 (教養) ○ 1
数 理 論 理 学 (教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

　礎

　薬

　学

　科

　目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1

22

(R2-4)
３年次科目配当表

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応

　用

　薬

　学

　科

　目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

　習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1
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年
次
生
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２年次科目配当表

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　礎

　教

　育

　科

　目

文 学 の 世 界 (教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会 (教養) ○ 1 ○：選択科目　　
地 球 環 境 論 (教養) ○ 1
政 治 と 社 会 (教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学 (教養) ○ 1
法 と 社 会 (教養) ○ 1
経 済 の 世 界 (教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎 (教養) ○ 1
人 間 と 宗 教 (教養) ○ 1
文 化 人 類 学 (教養) ○ 1
倫 理 と 社 会 (教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論 (教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2 (教養) ○ 1
数 理 論 理 学 (教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

　礎

　薬

　学

　科

　目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1

22

(R2-4)
３年次科目配当表

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応

　用

　薬

　学

　科

　目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

　習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1
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４年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実

　習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 (前 期) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 (後 期) ● 6

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行
い、18単位取得する。
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５年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

実

　習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
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６年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

応
用
薬
学�

科

　目
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先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 　

医

　療

　薬

　学

　科

　目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18
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４年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目
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生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科
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薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
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特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行
い、18単位取得する。
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【☆】

病院実務実習 Comprehensive Clinical Practice in Hospital

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆中村　敏明　　中村　　任　　恩田　光子　　金　美惠子　　小森　勝也
　井上　　薫　　岡田　　博　　神林　祐子　　和田　恭一　　角山　香織
　加藤　隆児　　羽田　理恵

5年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要
本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている病院における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力を
持つ薬剤師を養成することを目的とする。
・一般目標（GIO）
・�患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

・�医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的
管理の基本的な流れを把握する。

・処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。
・�患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報
を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。

・�医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種
の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

・�地域での保険・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セルフ
メディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住民の健康の回復、維持、向
上に関わることができる。

・自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度の必要性を体得する。
・授業の方法
病院での実習

・成績評価
I.概略評価
�指導薬剤師と実習生が、定期的（２～４週間毎を目安）に、概略評価表を基に評価を行い、実習の振り返りを行うことで実習
生がどの程度、何が成長したが評価する。
II.実務実習記録（日誌・レポート）による評価
�実習生は、毎日の日誌に自分がその日学習した内容、体験した事例、修得した能力等を簡潔に記録して指導薬剤師、教員等の
指導者に提示する。指導者は、その日誌の報告が実習生の実習の進捗状況を確認するとともに、実習についてフィードバック
を行う。実習生は、指導者のアドバイスを受けて薬剤師として求められる臨床能力の成長を確認する。
III.合否に関わる成績の決定
�大学では、実務実習記録による評価50%、学生との懇談内容10%、指導薬剤師による評価30%、学生のルーブリック10%とい
う割合で、総合評価を行う。

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
中村敏（薬剤師）・中村任（薬剤師）・金（薬剤師）・小森（薬剤師）・井上薫（薬剤師）・岡田（薬剤師）・神林（薬剤師）・和
田恭（薬剤師）・角山（薬剤師）・羽田（薬剤師）／病院・薬剤師実務経験、薬局薬剤師実務経験などを活かし、臨床（病院）に
係る実践的能力を持つ薬剤師を養成するため、参加型実務教育に係る指導を行う。
・学位授与方針との関連
本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連科目
関連科目：「医療薬剤学」「医薬品情報学」「医薬品安全性学」「コミュニティファーマシー」「臨床導入学習１」「臨床導入学習
２」
・教科書
『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　
じほう
・備考
11週に渡る病院での実習の中で、薬学教育モデル・コアカリキュラムの「F薬学臨床」のうち以下のSBOsを学習する。また、
Ａ領域に関する項目も学習する。

（☆印は担当代表者）

（☆印は担当代表者）
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・授業計画

回 項　　目
（１）薬学臨床の基礎　
【①早期臨床体験】
・患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験が薬剤師業務の重要性について討議する。（知
識・態度）
・地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）
【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕
・医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
・患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
・薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）
・職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）
【③臨床実習の基礎】
・病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。
・代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。
・入院から退院に至るまで入院患者の医療に継続して関わることができる。（態度）
・急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について説明できる。
・周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。
・終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。
・外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。
・保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。
（２）処方せんに基づく調剤
【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕
・調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（知識・技能）
・法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）
【②処方せんと疑義照会】
・処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）
【③処方せんに基づく医薬品の調製】
・主な医薬品の一般名・剤形・規格が該当する製品を選択できる。（技能）
・適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）
・処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）
・錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
・一回量一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
・注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）
・注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
・注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）
・抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技能）
・特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。（知識・
技能）
・調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能）
【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】
・患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）
・患者・来局者が、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順
で聞き取ることができる。（知識・態度）
・医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）
・患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。（知識・態
度）
・妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。（知識・態度）
・お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度）
・収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能）
【⑤医薬品の供給と管理】
・医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）
・医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能）
・医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。
・劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・技能）
・特定生物由来製品の適切な管理と取り扱いを体験する。（知識・技能）
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回 項　　目
【⑥安全管理】
・特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験する。（知
識・技能・態度）
・調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。
・施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切
な対処法を提案することができる。（知識・態度）
・施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）
・施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）
・臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。（技能・態度）
・院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践
【①患者情報の把握】
・基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）
・患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）が、薬物療法に必要な
情報を収集できる。（技能・態度）
・患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）
【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕
・施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）
・薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）
・医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）
・安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）
・緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱うことができる。（知識・態
度）
【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】
・代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。
・治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。
・患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴（作用機序
や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）
・処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）
・入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度）
・アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）
・処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。
・処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやすく説明できる。
（知識・態度）
【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】
・医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。（知識・技能）
・薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができる。（知識・態
度）
・薬物血中濃度の推移が薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能）
・臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
・薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・副作用の発現について、患者の症状や検査所見などが評価できる。
・薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等
の変更を提案できる。（知識・態度）
・報告に必要な要素（５W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）
・患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、形式等で適切に記録する。（知識・技能）
・医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）
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薬局実務実習 Comprehensive Clinical Practice in Pharmacy

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
☆中村　敏明　　中村　　任　　恩田　光子　　金　美惠子　　小森　勝也
　井上　　薫　　岡田　　博　　神林　祐子　　和田　恭一　　角山　香織
　加藤　隆児　　羽田　理恵

5年次・通年 10 必修

・授業の目的と概要
本科目は、６年制薬学教育にあたって義務付けられている薬局における参加型実務教育科目であり、臨床に係る実践的能力を

有する薬剤師を養成することを目的とする。
・一般目標（GIO）
・�患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。
・�医療の担い手として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師が活躍する臨床現場で必要な心構えと薬学的
管理の基本的な流れを把握する。
・処方せんに基づく調剤業務を安全かつ適正に遂行するために、医薬品の供給と管理を含む基本的な調剤業務を修得する。
・�患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報
を基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を修得する。
・�医療機関や地域で、多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療へ積極的に参画するために、チーム医療における多職種
の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。
・�地域での保健・医療・福祉に積極的に貢献できるようになるために、在宅医療、地域保健、福祉、プライマリ・ケア、セル
フメディケーションの仕組みと意義を理解するとともに、これらの活動に参加することで、地域住民の健康の回復、維持、
向上に関わることができる。

・授業の方法
薬局での実習

・成績評価
I.概略評価
�指導薬剤師と実習生が、定期的（２～４週間毎を目安）に、概略評価表を基に評価を行い、実習の振り返りを行うことで実習
生がどの程度、何が成長したか評価する。
II.実務実習（日誌・レポート）による評価
�実習生は、自分がその日学習した内容、体験した事例、修得した能力等を実務実習記録（日誌・レポート）に毎日簡潔に記録
し、指導薬剤師及び教員等の指導者に提示する。指導者は、提出された当該記録の内容などに基づき、実習の進捗状況を確認
するとともに、適宜フィードバックを行う。実習生は、指導者からのアドバイスを受けて薬剤師として求められる臨床能力を
自覚し、自己成長の度合いを省察する。
III.合否に関わる成績の決定
�大学では、実務実習記録による評価50%、学生との懇談内容10%、指導薬剤師による評価30%、学生のルーブリック10%とい
う割合で、総合評価を行う。

・試験・課題に対するフィードバック方法
評価については、問い合わせがあれば担当教員が随時対応する。

・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容
中村敏（薬剤師）・中村任（薬剤師）・金（薬剤師）・小森（薬剤師）・井上薫（薬剤師）・岡田（薬剤師）・神林（薬剤師）・和

田恭（薬剤師）・角山（薬剤師）・羽田（薬剤師）／病院・薬剤師実務経験、薬局薬剤師実務経験などを活かし、臨床（薬局）に
係る実践的能力を持つ薬剤師を養成するため、参加型実務教育に係る指導を行う。
・学位授与方針との関連
本科目は以下のディプロマポリシーと関連している。
○薬剤師として医療に関わるための基本的知識・技能・態度を有していること。
○チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識・技能・態度を有していること。
○薬の専門家に必要なコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を有していること。
○地域において必要な情報を適切に発信し、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有していること。
○薬学・医療の進歩に対応するために自己研鑽し、次なる人材を育成する意欲と態度を有していること。

・関連科目
関連科目：「医療薬剤学」「医薬品情報学」「医薬品安全性学」「コミュニティファーマシー」「臨床導入学習１」「臨床導入学習

２」
・教科書
『薬学生のための病院・薬局実務実習テキスト』日本病院薬剤師会近畿ブロック／日本薬剤師会大阪・近畿ブロック（編）　

じほう
・備考
11週に渡る薬局での実習の中で、薬学教育モデル・コアカリキュラムの「F薬学臨床」のうち以下のSBOsを学習する。

（☆印は担当代表者）
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【☆】

・授業計画

回 項　　目
（ 1）薬学臨床の基礎
【①早期臨床体験】
・患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、薬剤師業務の重要性について討議する。（知識・態度）
・地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づき、その重要性や課題を討議する。（知識・態度）
【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕
・医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）
・患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）
・薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）
・職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）
【③臨床実習の基礎】
・終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。
・外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。
・保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。
・薬局における薬剤師業務の流れを相互に関連付けて説明できる。
・来局者の調剤に対して、処方せんの受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることができる。（知識・態度）
（２）処方せんに基づく調剤
【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕
・調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（知識・技能）
・法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）
・保険薬局として必要な条件や設備等を具体的に関連付けて説明できる。
【②処方せんと疑義照会】
・処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。（知識・技能）
・処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）
・薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）
【③処方せんに基づく医薬品の調製】
・主な医薬品の一般名・剤形・規格から該当する製品を選択できる。（技能）
・適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）
・処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）
・錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）
・一包化調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）
・注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）
・注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。
・注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）
・特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いができる。（知識・
技能）
・調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能）
【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】
・患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）
・患者・来局者が、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作用歴等）を適切な手順
で聞き取ることができる。（知識・態度）
・医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）
・患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育ができる。（知識・態
度）
・妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対ができる。（知識・態度）
・お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度）
・収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能）
【⑤医薬品の供給と管理】
・医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）
・医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能）・医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。
・劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・技能）
【⑥安全管理】
・特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験する。（知
識・技能・態度）
・調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。
・施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策と発生後の適切
な対処法を提案することができる。（知識・態度）
・施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）・施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）
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（３）薬物療法の実践
【①患者情報の把握】
・基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）
・患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物療法に必要
な情報を収集できる。（技能・態度）
・患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）
【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕
・施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）
・薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）
・医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）
・安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）
・緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱うことができる。（知識・態
度）
【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】
・代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。
・治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。
・患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴（作用機序
や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）
・処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）
・アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）
・処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。
・処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやすく説明できる。
（知識・態度）
【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】
・医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。（知識・技能）
・臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。
・薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などに基づいて評価できる。
・副作用の発現について、患者の症状や検査所見などに基づいて評価できる。
・報告に必要な要素（５W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）
・患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適切に記録する。（知識・
技能）
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
6年次前期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課
題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま
とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」の作成を
行う。評価項目として、研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」および「卒業論
文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技能」の評価項目
では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点の評価の細目数
が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯
にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度を養う。また、薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行す
る意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を養う。

90

薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプ
ターとの結合に大きな影響を与えることがある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を
自由に変化させ、さらには活性をもコントロールすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行
う。

②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザインαヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすい
アミノ酸の組合せが知られている。これらをベースにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザ
インを行う。

③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送する
ためのツールとして注目されている。天然のアミノ酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新
しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
6年次前期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課

題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま

とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」の作成を

行う。評価項目として、研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」および「卒業論
文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技能」の評価項目
では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点の評価の細目数
が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯

にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度を養う。また、薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行す
る意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を養う。

90

薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプ
ターとの結合に大きな影響を与えることがある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を
自由に変化させ、さらには活性をもコントロールすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行
う。

②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザインαヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすい
アミノ酸の組合せが知られている。これらをベースにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザ
インを行う。

③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送する
ためのツールとして注目されている。天然のアミノ酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新
しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①ヒスタミンH3レセプター(H3R)を基盤とする創薬研究アルツハイマー病などの治療薬として期待される
H3Rアンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん細胞増殖抑制化合物への応用

②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発シアノホスフェートからテトラゾールの生成-脱窒素反応
の研究とその応用

③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

④複素環化合物の官能基導入反応の開発医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新
たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
アンチセンス法やRNA干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、ごく最近この概念に基づいた核酸

医薬が相次いで承認され実用化の段階に入ってきた。しかし、核酸医薬がさらに効果的に治療効果を発揮す
るには膜透過性や生体内の核酸分解酵素に対する安定性の向上を図りながら遺伝子発現抑制効果を減弱さ
せない戦略が必要である。そこで、以上のような特性をもつ新たな修飾核酸としてプロドラッグ型修飾核酸
を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②プロドラッグ型siRNAを用いた家族性高コレステロール血症治療薬の開発

有効な治療薬のない家族性高コレステロール血症の治療薬の開発を目的として、アポリポタンパクB 
(ApoB) mRNAを標的とするプロドラッグ型siRNAを設計・合成し、細胞を用いたin vitroおよびモデル動
物を用いたin vivoにおけるApoB発現抑制活性を指標に治療薬としての有効性を評価する。
③細胞内移送能を有する細胞膜透過性ペプチドの開発

細胞膜を透過する機能を有するペプチド(細胞膜透過性ペプチド)は、極性を有する化合物(医薬品)を
細胞内に導入するための有力なデバイスの 1 つである。この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用い
てその細胞膜透過能の評価を行う。
④細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用

アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通過
して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細胞内
への移行性を細胞を用いて評価する。
⑤がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発

がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を組
み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子の開
発を行う。
⑥金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究

DNAの二重らせん構造は、水素結合による塩基対の形成が基盤となっている。最近、特定の金属イオン
が核酸塩基間に配位して金属錯体型塩基対が形成されることが明らかにされた。当研究室では、DNAポリ
メラーゼが金属錯体型塩基対の形成を介した複製反応を触媒することを世界に先駆けて見出し、本反応の
金属選択性、限界等について検討を行っている。
⑦天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の

開発
DNAやRNAは構成成分として光学活性なD型リボースを有する。その鏡像体であるL型リボースは天然

には存在せず、当研究室ではL型リボースから成る鏡像体核酸を化学合成し、生体内の核酸分解酵素に認識
されず非常に優れたな安定性を有することを明らかにしてきた。このような鏡像体核酸の生体内安定性を
利用してin vivoで利用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質‐タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuinに作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ(顆粒球
コロニー刺激因子)による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα2グリコプロテイン(LRG)の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1)脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2)NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3)筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4)肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1)肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2)脂肪細胞の褐色化(ベージュ化)を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3)筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4)脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5)活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1)肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2)アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究
1)マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①ヒスタミンH3レセプター(H3R)を基盤とする創薬研究アルツハイマー病などの治療薬として期待される
H3Rアンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん細胞増殖抑制化合物への応用

②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発シアノホスフェートからテトラゾールの生成-脱窒素反応
の研究とその応用

③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

④複素環化合物の官能基導入反応の開発医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新
たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
アンチセンス法やRNA干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、ごく最近この概念に基づいた核酸

医薬が相次いで承認され実用化の段階に入ってきた。しかし、核酸医薬がさらに効果的に治療効果を発揮す
るには膜透過性や生体内の核酸分解酵素に対する安定性の向上を図りながら遺伝子発現抑制効果を減弱さ
せない戦略が必要である。そこで、以上のような特性をもつ新たな修飾核酸としてプロドラッグ型修飾核酸
を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②プロドラッグ型siRNAを用いた家族性高コレステロール血症治療薬の開発

有効な治療薬のない家族性高コレステロール血症の治療薬の開発を目的として、アポリポタンパクB 
(ApoB) mRNAを標的とするプロドラッグ型siRNAを設計・合成し、細胞を用いたin vitroおよびモデル動
物を用いたin vivoにおけるApoB発現抑制活性を指標に治療薬としての有効性を評価する。
③細胞内移送能を有する細胞膜透過性ペプチドの開発

細胞膜を透過する機能を有するペプチド(細胞膜透過性ペプチド)は、極性を有する化合物(医薬品)を
細胞内に導入するための有力なデバイスの 1 つである。この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用い
てその細胞膜透過能の評価を行う。
④細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用

アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通過
して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細胞内
への移行性を細胞を用いて評価する。
⑤がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発

がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を組
み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子の開
発を行う。
⑥金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究

DNAの二重らせん構造は、水素結合による塩基対の形成が基盤となっている。最近、特定の金属イオン
が核酸塩基間に配位して金属錯体型塩基対が形成されることが明らかにされた。当研究室では、DNAポリ
メラーゼが金属錯体型塩基対の形成を介した複製反応を触媒することを世界に先駆けて見出し、本反応の
金属選択性、限界等について検討を行っている。
⑦天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の

開発
DNAやRNAは構成成分として光学活性なD型リボースを有する。その鏡像体であるL型リボースは天然

には存在せず、当研究室ではL型リボースから成る鏡像体核酸を化学合成し、生体内の核酸分解酵素に認識
されず非常に優れたな安定性を有することを明らかにしてきた。このような鏡像体核酸の生体内安定性を
利用してin vivoで利用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質‐タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuinに作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ(顆粒球
コロニー刺激因子)による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα2グリコプロテイン(LRG)の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1)脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2)NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3)筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4)肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1)肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2)脂肪細胞の褐色化(ベージュ化)を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3)筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4)脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5)活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1)肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2)アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究
1)マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
( 4 )病原微生物の分子疫学的解析
②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究
( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
乳腺がんや胃がん細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検

討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。

細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用を
目指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。

生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗が
ん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。
⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究

河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す。

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミュレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写調

節機構の観点から検討する。
②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割

高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展にお
ける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。
③腎疾患と血管機能

急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと新
たな治療法の確立について検討する。
④循環器疾患と性差

虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の発
症・進展における性差メカニズムについて検討する。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構

腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討する。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究

高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール成
分など)の病態改善効果について検討する。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療

種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
( 4 )病原微生物の分子疫学的解析
②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究
( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
乳腺がんや胃がん細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検

討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。

細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用を
目指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。

生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗が
ん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。
⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究

河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す。

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミュレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写調

節機構の観点から検討する。
②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割

高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展にお
ける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。
③腎疾患と血管機能

急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと新
たな治療法の確立について検討する。
④循環器疾患と性差

虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の発
症・進展における性差メカニズムについて検討する。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構

腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討する。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究

高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール成
分など)の病態改善効果について検討する。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療

種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患(統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患(パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル (Kir4.1チャネル)の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質 2 A (Synaptic vesicle glycoprotein 2 A SV2A)の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床
・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックイン動物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質(腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など)の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

96

社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
②慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
③セルフメディケーション支援とその効果に関する研究
④薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑤介護施設における薬剤師の関与とその効果に関する研究
⑥医師-薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦服薬アドヒアランス向上に関する研究
⑧医薬品情報の授受に関する研究
⑨薬局におけるリスクマネジメントに関する研究
⑩諸外国における薬剤師業務の比較研究
⑪病院感染についての微生物学的および治療学的研究

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)
１) いろいろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医

薬品情報を構築し、その有用性を評価する。
２) 医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法(お薬手帳の活用や患者向け情報資

材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研究を行う。
④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織)課題発見・解決能力の向

上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価に関する研究
を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子・内田まや
こ)実臨床から構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用
実態を解析し、副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

⑥がん化学療法ならびに緩和薬物療法の有効性と安全性向上のための臨床評価(担当：細畑圭子・内田ま
やこ)がん化学療法ならびに緩和薬物療法を行う上で生じる臨床的疑問や有害事象などの問題点の解決
に向けて、医療機関と連携しながら臨床研究を行い有害事象の発現因子を同定し、臨床へのフィードバッ
クを目指す。

薬 学 教 育 研 究
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)
① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫　

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患(統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患(パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル (Kir4.1チャネル)の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質 2 A (Synaptic vesicle glycoprotein 2 A SV2A)の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床
・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックイン動物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質(腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など)の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
②慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
③セルフメディケーション支援とその効果に関する研究
④薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑤介護施設における薬剤師の関与とその効果に関する研究
⑥医師-薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦服薬アドヒアランス向上に関する研究
⑧医薬品情報の授受に関する研究
⑨薬局におけるリスクマネジメントに関する研究
⑩諸外国における薬剤師業務の比較研究
⑪病院感染についての微生物学的および治療学的研究

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)
１) いろいろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医

薬品情報を構築し、その有用性を評価する。
２) 医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法(お薬手帳の活用や患者向け情報資

材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研究を行う。
④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織)課題発見・解決能力の向

上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価に関する研究
を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子・内田まや
こ)実臨床から構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用
実態を解析し、副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

⑥がん化学療法ならびに緩和薬物療法の有効性と安全性向上のための臨床評価(担当：細畑圭子・内田ま
やこ)がん化学療法ならびに緩和薬物療法を行う上で生じる臨床的疑問や有害事象などの問題点の解決
に向けて、医療機関と連携しながら臨床研究を行い有害事象の発現因子を同定し、臨床へのフィードバッ
クを目指す。

薬 学 教 育 研 究
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)
① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫　

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬局方総論･･････････････････････････････････････････････････････････････	 130
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１年次科目配当表
(R2-1)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　
　礎

　
　教

　
　育

　
　科

　
　目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 １ ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 ２ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※１ ▲ 1
中 国 語 １ ※１ ▲ 1
中 国 語 ２ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル １ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル ２ ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応
用
薬

学
科
目

生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1

４
年
次
生

21

(R2-4)
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１年次科目配当表
(R2-1)

区分 授業科目
１年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　
　礎

　
　教

　
　育

　
　科

　
　目

文 学 の 世 界(教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会(教養) ○ 1 　　　▲：選択必修科目
地 球 環 境 論(教養) ○ 1 　○：選択科目　　
政 治 と 社 会(教養) ○ 1
基 礎 心 理 学(教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある
法 と 社 会(教養) ○ 1
経 済 の 世 界(教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎(教養) ○ 1
人 間 と 宗 教(教養) ○ 1
文 化 人 類 学(教養) ○ 1
倫 理 と 社 会(教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論(教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 ２(教養) ○ 1
数 理 論 理 学(教養) ○ 1
数 学 １ ● 1
数 学 ２ ● 1
物 理 学 １ ● 1
物 理 学 2 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ス ニ ン グ 2 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 リ ー デ ィ ン グ 2 ● 1
ド イ ツ 語 １ ※１ ▲ 1 ※ 1　�ドイツ語、フランス語、中国語、ハングルより

１カ国語を選択必修ド イ ツ 語 ２ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 １ ※１ ▲ 1
フ ラ ン ス 語 ２ ※１ ▲ 1
中 国 語 １ ※１ ▲ 1
中 国 語 ２ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル １ ※１ ▲ 1
ハ ン グ ル ２ ※１ ▲ 1
身 体 運 動 科 学 ● 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 1 ● 1
情 報 科 学 ○ 1
情 報 科 学 演 習 ● 1
化 学 ● 1
化 学 演 習 ● 1
生 物 学 ● 1
基 礎 有 機 化 学 ● 1

基
礎
薬
学
科
目

薬 学 入 門 ● 1
基 礎 細 胞 生 物 学 ● 1.5
有 機 化 学 1 ● 1.5
物 理 化 学 1 ● 1.5
分 析 化 学 1 ● 1.5
生 化 学 1 ● 1.5
機 能 形 態 学 1 ● 1.5

応
用
薬

学
科
目

生 薬 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

早 期 体 験 学 習 １ ● 1
早 期 体 験 学 習 ２ ● 0.5
人 体 の 構 造 と 病 態 1 ● 1.5
人 体 の 構 造 と 病 態 2 ● 1.5

実
習

基 礎 薬 学 実 習 ● 0.5
基 礎 有 機 化 学 実 習 ● 1

４
年
次
生

21

(R2-4)
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２年次科目配当表

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　礎

　教

　育

　科

　目

文 学 の 世 界 (教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会 (教養) ○ 1 ○：選択科目　　
地 球 環 境 論 (教養) ○ 1
政 治 と 社 会 (教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学 (教養) ○ 1
法 と 社 会 (教養) ○ 1
経 済 の 世 界 (教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎 (教養) ○ 1
人 間 と 宗 教 (教養) ○ 1
文 化 人 類 学 (教養) ○ 1
倫 理 と 社 会 (教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論 (教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2 (教養) ○ 1
数 理 論 理 学 (教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

　礎

　薬

　学

　科

　目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1

22

(R2-4)
３年次科目配当表

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応

　用

　薬

　学

　科

　目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

　習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1
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年
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生
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２年次科目配当表

区分 授業科目
２年次

単位 備　　考
前期 後期

基

　礎

　教

　育

　科

　目

文 学 の 世 界 (教養) ○ 1 ●：必修科目　　
歴 史 と 社 会 (教養) ○ 1 ○：選択科目　　
地 球 環 境 論 (教養) ○ 1
政 治 と 社 会 (教養) ○ 1 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

基 礎 心 理 学 (教養) ○ 1
法 と 社 会 (教養) ○ 1
経 済 の 世 界 (教養) ○ 1
社 会 分 析 の 基 礎 (教養) ○ 1
人 間 と 宗 教 (教養) ○ 1
文 化 人 類 学 (教養) ○ 1
倫 理 と 社 会 (教養) ○ 1
コ ー チ ン グ 論 (教養) ○ 1
ス ポ ー ツ ・ 運 動 実 習 2 (教養) ○ 1
数 理 論 理 学 (教養) ○ 1
数 理 統 計 学 ● 1.5
英 語 ス ピ ー キ ン グ 1 ● 1
英 語 ス ピ ー キ ン グ 2 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 1 ● 1
英 語 ラ イ テ ィ ン グ 2 ● 1
心 理 社 会 ● 1.5
医 工 薬 連 環 科 学 ○ 1.5

基

　礎

　薬

　学

　科

　目

有 機 化 学 ２� ● 1.5
有 機 化 学 ３ ● 1.5
有 機 ス ペ ク ト ル 解 析 学 ● 1.5
物 理 化 学 ２ ● 1.5
物 理 化 学 ３ ● 1.5
分 析 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ２ ● 1.5
生 化 学 ３ ● 1.5
微 生 物 学� ● 1.5
機 能 形 態 学 ２� ● 1.5
生 物 無 機 化 学� ● 1.5

応
用
薬
学
科
目

基 礎 漢 方 薬 学 ● 1.5
薬 用 天 然 物 化 学 １ ● 1.5
衛 生 薬 学 １� ● 1.5
病 原 微 生 物 学 ● 1.5

医
療
薬
学
科
目

薬 理 学 １ ● 1.5
生 物 薬 剤 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 １ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ２ ● 1.5

実

　習

漢 方 ・ 生 薬 学 実 習 ● 0.5
分 析 化 学 実 習 ● 1
物 理 ・ 放 射 化 学 実 習 ● 1
生 物 学 実 習 ● 1

22

(R2-4)
３年次科目配当表

区分 授業科目
３年次

単位 備　　考
前期 後期

基
礎
教
育
科
目

異 文 化 言 語 演 習 １ ● 1 ●：必修科目�　
異 文 化 言 語 演 習 ２ ● 1 ○：選択科目�　
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ● 1.5
医 療 と 法 ● 1

基
礎
薬
学

科
目

有 機 化 学 ４� ● 1.5
放 射 化 学 ● 1.5
免 疫 学 ● 1.5

応

　用

　薬

　学

　科

　目

医 療 統 計 学 ● 1
薬 用 天 然 物 化 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ２ ● 1.5
衛 生 薬 学 ３ ● 1.5
衛 生 薬 学 ４ ● 1.5
分 子 細 胞 生 物 学 ● 1.5
ゲ ノ ム 医 科 学 ● 1.5
応 用 分 析 学 ● 1.5
応 用 放 射 化 学 ○ 1
物 理 薬 剤 学 ● 1.5
合 成 化 学 ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

病 態 生 化 学 ● 1.5
薬 理 学 ２� ● 1.5
薬 理 学 ３ ● 1.5
製 剤 学 ● 1.5
生 物 薬 剤 学 ２ ● 1.5
薬 物 動 態 解 析 学 ● 1.5
薬 物 治 療 学 ３ ● 1.5
薬 物 治 療 学 ４ ● 1.5
医 薬 品 情 報 学 ● 0.5

実

　習

有 機 化 学 実 習 ● 1
生 物 科 学 実 習 ● 1
衛 生 薬 学 実 習 ● 1
薬 理 学 実 習 ● 1
薬 剤 学 実 習 ● 1
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４年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実

　習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 (前 期) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 (後 期) ● 6

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行
い、18単位取得する。

24

(R2-4)
５年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

実

　習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
薬 局 実 務 実 習 ● 10 　○：選択科目　　

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
※ 2　�特別演習・実習は 4年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

６年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

応
用
薬
学�

科

　目

薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　
先 端 分 子 医 科 学 １ ○ 0.5 ○：選択科目　　
先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 　

医

　療

　薬

　学

　科

　目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18
※ 2 　�特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。
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４年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科 薬科学科

備　　考
前期 後期 単位 前期 後期 単位

応
用
薬
学
科
目

薬 学 英 語 ● 1 ●：必修科目　　
バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス ● 1.5 　○：選択科目　　
生 物 物 理 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5 ＊�選択科目は同時間に複数科

目開講することがある分 子 設 計 学 ● 1.5
薬 品 合 成 化 学 ○ 1.5 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 ○ 1.5
医 薬 品 化 学 １� ● 1.5
医 薬 品 化 学 ２ ● 1
薬 事 関 連 法 ・ 制 度� ● 1.5

医

　療

　薬

　学

　科

　目

薬 理 学 ４� ● 1.5 ○ 1.5
臨 床 薬 物 動 態 学 ● 1
ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 １ ○ 1
医 療 薬 剤 学 ● 1.5
個 別 化 医 療 ● 1
コ ミ ュ ニ テ ィ フ ァ ー マ シ ー ● 1.5
医 薬 品 安 全 性 学 ● 1
医 薬 品 情 報 演 習 ● 0.5
臨 床 栄 養 学 ○ 1
臨 床 感 染 症 学 ○ 1
病 態 ・ 薬 物 治 療 学 演 習 ○ 1
生 命 医 療 倫 理 ● 1.5
制 度 経 済 ● 1.5
薬 学 基 礎 演 習 ● 0.5
臨 床 化 学 ○ 1
臨 床 生 理 学 ○ 1

実

　習

臨 床 導 入 学 習 １ ● 4
臨 床 導 入 学 習 ２ ● 1
特 別 演 習 ・ 実 習 (前 期) ● 5
特 別 演 習 ・ 実 習 (後 期) ● 6

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●

※ 2　�薬学科の特別演習・実
習は４年次前期から６
年次前期の期間で行
い、18単位取得する。

24

(R2-4)
５年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

実

　習

病 院 実 務 実 習 ● 10 ●：必修科目　　
薬 局 実 務 実 習 ● 10 　○：選択科目　　

特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ●
※ 2　�特別演習・実習は 4年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。

６年次科目配当表

区分 授業科目
薬学科

備　　考
前期 後期 単位

応
用
薬
学�

科

　目

薬 局 方 総 論 ● 1 ●：必修科目　　
先 端 分 子 医 科 学 １ ○ 0.5 ○：選択科目　　
先 端 分 子 医 科 学 ２ ○ 0.5
先 端 分 子 医 科 学 ３ ○ 0.5 　

医

　療

　薬

　学

　科

　目

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ２ ○ 0.5 ＊選択科目は同時間に複数科目開講することがある

ア ド バ ン ス ト 薬 物 治 療 学 ３ ○ 0.5
医 薬 品 情 報 評 価 学 ● 1
医 療 政 策 論 ○ 0.5
医 療 倫 理 論 ○ 0.5
医 療 情 報 学 ○ 0.5
漢 方 医 学 概 論 ○ 0.5
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス ○ 0.5
創 薬 薬 理 学 ○ 0.5
薬 学 総 合 演 習 ● 3

実習 特 別 演 習 ・ 実 習 ※ 2 ● 18
※ 2 　�特別演習・実習は４年次前期から６年次前期の

期間で行い、18単位取得する。
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【☆】

薬局方総論 Introduction to the Japanese Pharmacopoeia

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆戸塚　裕一　　芝野　真喜雄　　山口　敬子 6 年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要
医薬品の有効性と安全性が保証されるためには、医薬品としての優良な品質が確保され、使用方法が適切であることが必要で

ある。医薬品の品質はそれぞれに設定された規格と試験方法で保証され、適切な使用方法は臨床試験によって確立される。薬局
方は医薬品の品質とその品質を試験する方法を定めた公定の規格書であり、日本薬局方は、平成28年 3 月厚生労働省告示による

「第17改正日本薬局方(The Japanese Pharmacopoeia Seventeenth Edition」である。日本薬局方は、医薬品の製造、販売、使用
に当たって最も基本となる公定書であって、薬剤師にとってこれを理解し、有効に活用することは重要である。本講義では、ま
ず「通則」で薬局方全体に関わる規則、定義、適否の判定基準などを示し、「製剤総則」で製剤に関する一般的規則と個々の剤
形についての定義、製法、基準などを講述する。ついで、「生薬総則」では生薬の一般的な扱いや定義及び生薬総則と生薬試験
法の適用を受ける生薬の種類を示し、「一般試験法」では、収載医薬品に共通して用いられる試験法、医薬品の品質評価に有用
な試験法、標準品、標準液、試薬・試液、用器などを講述する。
・一般目標（GIO）

(１)試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の化学物質の定性・定量法を含
む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。(２)医薬品の用途に応じた適切な剤形を調製するために、製剤の種類、
有効性、安全性、品質などに関する基本的知識と調製を行う際の基本的技能を修得する。(３)医薬品開発と生産の実際を理解
するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、社会的重要性に目を向ける態度を身につける。
・授業の方法

板書を中心に、プリント、パワーポイントなどを用いて、効果的に授業を進める。薬局方に関わる授業であり予習は必要とし
ないが、復習は必修である。
・成績評価

最低限の出席(全授業の 2 / 3 以上)は試験を受ける上で必修。定期試験のみで成績は判定し(100％)、担当教員 3 人の各々
の範囲(戸塚60％、芝野20％、山口20％)の得点配分で定期試験を行う。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題・答案については開示する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に、日本薬局方に関して総論的に理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：製剤学、生薬学、分析化学
臨床系関連科目・内容：薬剤師をはじめとした医療関係者には、日本薬局方に示した医薬品の品質の他に、薬効、適用方法、

服薬指導、更にはその基礎をなす副作用、薬物動態、相互作用などについても最新の情報を得ておく必要があり、これら関連科
目と総合的に理解することが望ましい。
・教科書

教科書は使用せず、各教員のプリントを用いる。
・参考書

『第17改正日本薬局方解説書』廣川書店

(☆印は担当代表者)

(☆印は担当代表者)
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬局方総論(戸塚) 日本薬局方の意義と内容について概説できる。
【B-⑵-2-8】

(復習)薬局方の総論的理解および規則に関し
て復習を要する( 3 時間)

2 通則(戸塚) 汎用される容器、包装の種類や特徴について説
明できる。【E5-⑵-2-3】

(復習)薬局方の規則に関して復習を要する
( 3 時間)

3 製剤総則(１)(戸塚) 製剤化の概要と意義について説明できる。【E5-
⑵-1-1】 経口投与する製剤の種類とその特性に
ついて説明できる。【E5-⑵-1-2】 代表的な医薬
品添加物の種類・用途・性質について説明でき
る。【E5-⑵-2-1】 製剤化の単位操作、汎用され
る製剤機械および代表的な製剤の具体的な製造
工程について説明できる。【E5-⑵-2-2】

(復習)剤形(固形製剤など)に関して復習を
要する( 3 時間)

4 製剤総則(２)(戸塚) 粘膜に適用する製剤(点眼剤、吸入剤など)の
種類とその特性について説明できる。【E5-⑵
-1-3】 注射により投与する製剤の種類とその特
性について説明できる。【E5-⑵-1-4】

(復習)剤形(半固形製剤や液剤など)に関し
て復習を要する( 3 時間)

5 製剤総則(３)(戸塚) 皮膚に適用する製剤の種類とその特性について
説明できる。【E5-⑵-1-5】 その他の製剤(生薬
関連製剤、透析に用いる製剤など)の種類と特
性について説明できる。【E5-⑵-1-6】

(復習)剤形(無菌製剤など全体的な剤形)に
関して復習を要する( 3 時間)

6 生薬関連製剤、生薬総則
(芝野)

生薬関連製剤の種類と特性について説明でき
る。【E5-⑵-1-6】 日本薬局方の生薬総則および
生薬試験法について説明できる。【C5-⑴-4-2】
生薬の同定と品質評価法について概説できる。

【C5-⑴-4-1】

(復習)薬局方において生薬総則および生薬関
連製剤の部分であり、これまでに学んできた生
薬や漢方薬との知識と関連付けるために復習を
必要とする( 3 時間)

7 一般試験法(１)(山口) 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる
【C2-⑶-１-1)】。日本薬局方収載の代表的な医
薬品の確認試験を列挙しその内容を説明でき
る。【C2-⑶-１-２)】日本薬局方収載の代表的
な医薬品の純度試験を列挙しその内容を説明で
きる。【C2-⑶-１-6)】日本薬局方収載の容量分
析法などを説明できる。【C2-⑵-２-４)、C2-⑵
-２-5)】中和滴(非水滴定)の原理、操作法お
よび応用例を説明できる【C2-⑶-2-1)】キレー
ト滴定の原理、操作法および応用例を説明でき
る。【C2-⑶-2-2)】沈殿滴定の原理、操作法お
よび応用例を説明できる。【C2-⑶-2-3)】酸化
還元滴定の原理、操作法および応用例を説明で
きる。【C2-⑶-2-4】

(復習)医薬品の品質管理などにも関連する項
目であり、薬剤師として必要な知識の習得( 3
時間)

8 一般試験法(２)(山口) 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説
明できる。【C３-⑷-1-1】 蛍光光度法の原理お
よび応用例を説明できる。【C３-⑷-1-2】 原子
吸光光度法、誘導結合プラズマ(ICP)発光分
光分析法およびICP質量分析法の原理および応
用例を説明できる。【C３-⑷-1-4】 薬局方収載
の生物学的試験法の原理および操作法を説明で
きる。【C2-⑵-2-5】

(復習)医薬品の品質管理などにも関連する項
目であり、薬剤師として必要な知識の習得( 3
時間)

9 一般試験法(３)(芝野) 日本薬局方収載の物理的試験法の原理および操
作法を説明できる。核磁気共鳴スペクトル測定
法の原理を説明できる。【C2-⑷-2-1】 質量分析
法の原理を説明できる。【C2-⑷-3-1】 比旋光度
測定法の概略を説明できる。【C2-⑷-1-5】 赤外
吸収(IR)スペクトル測定法の原理および応用
例を説明できる。【C2-⑷-1-3】

(復習)これまでに有機化合物の構造解析で学
んできた各種スペクトル法の応用となる部分
で、それぞれの基礎的な原理の復習が必要( 3
時間)

10 一般試験法(４)(戸塚) 製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。
【E5-⑵-2-4】 日本薬局方収載の生物学的定量法
の特徴を説明できる。【E1-⑴-3-1】

(復習)剤形設計に関連する一般試験法につい
て習得し品質保証について復習を要する( 3 時
間)
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【☆】

先端分子医科学１ Advanced Molecular Medical Sciences 1

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆福永　理己郎　　坂口　実 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学，生化学，微生物学，免疫学，衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて，がんの分子生物学について

最先端の知見を習得する。さらに，プロテインキナーゼの機能・構造とその阻害薬，がんのシグナル伝達と分子標的治療薬，乳
がんの分子医科学，微生物による発がんのメカニズムとその予防，がんのゲノム解析・診断と個別化医療などについて習得し，
発がん・がん進展に関する分子メカニズムや最先端の治療戦略について理解を深める。
・一般目標（GIO）

細胞内シグナル伝達や細胞周期制御におけるがん原遺伝子産物・がん抑制遺伝子産物の機能を理解し，各種の分子標的薬の
作用機序を習得する。さらに，ウイルスや細菌による発がんの分子機構，乳がんの分子病態とその治療戦略，がんゲノムの解
析・診断に基づく個別化医療の進展について最先端の知見を習得する。
・授業の方法

オムニバス形式による５回(各講師１回)の講義を行う。配付プリントを中心にパワーポイントと板書により講義形式で行
う。
・成績評価

各回の講義で提示する小レポートによって評価する(20% x ５回)。
・試験・課題に対するフィードバック方法

各回の小レポートの採点結果を開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

福永(企業等の研究者)／国内や海外の研究機関での生化学・分子生物学の研究経験を活かし、がんの分子生物学についての
最先端の知見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に、生命情報を担う遺伝子の役割について理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：生物学、基礎細胞生物学、生化学 1 ， 2 ， 3 、分子細胞生物学、免疫学、微生物学、病態生化学
臨床系関連科目・内容：薬物治療学３，薬理学４，個別化医療：今日のがんの診断・治療・予防において，その分子的基盤の

理解は不可欠であり，がんの薬物治療の論理とその現実についての洞察を深める授業である。
・教科書

なし
・参考書

(１)『ワインバーグ がんの生物学(原書第 2 版)』Robert A. Weinberg (原著) 武藤 誠 (翻訳) 青木 正博 (翻訳)　南江堂
(２)『よくわかるゲノム医学(第２版)』服部成介，水島-菅野純子　東京化学同人
(３)『がん生物学イラストレイテッド(第２版)』渋谷正史，湯浅保仁／編　羊土社
(４)『デヴィータがんの分子生物学(第２版)』宮園浩平 石川冬木 間野博行(訳)　メディカルサイエンスインターナショナル

(☆印は担当代表者)
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年
次
生

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 プロテインキナーゼの構
造・機能とその阻害薬

(福永)

細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介す
る細胞内情報伝達について説明できる。【C6⑹
②3】 プロテインキナーゼの構造・機能・活性
化機構・阻害薬の作用機序について説明でき
る。【＊】

予習：３年次授業で使用した教科書『生物系薬
学Ⅰ：生命現象の基礎』の第32章(がん細胞
p308-314)を読んで，内容を復習・理解してお
くこと(30分)。復習：第１回授業の重要用語を
理解・整理して、レポートを作成する(60分)

2 乳がんの分子医科学(坂
口)

乳がんの遺伝学的性質(遺伝性乳がん、乳がん
感受性遺伝子)、乳がんの薬物療法(内分泌療
法、分子標的薬療法など)について最近の知見
を説明できる。【＊】

予習：なし。復習：第２回授業の重要用語を理
解・整理して、レポートを作成する(60分)

3 微生物による発がん(特
別講師)

DNA腫瘍ウイルス・RNA腫瘍ウイルス・ピロ
リ菌による発がんの分子機構について説明でき
る。微生物による発がんの予防法について説明
できる。【＊】

予習：なし。復習：第３回授業の重要用語を理
解・整理して、レポートを作成する(60分)

4 がんゲノムと個別化医療
(特別講師)

がん原遺伝子・がん抑制遺伝子の変異とがん化
との関連を説明できる。【C6⑺③2】 がんのゲノ
ム解析・診断と個別化医療について説明でき
る。【＊】

予習：なし。復習：第４回授業の重要用語を理
解・整理して、レポートを作成する(60分)

5 がんのシグナル伝達と分
子標的治療薬(特別講
師)

細胞内シグナル伝達経路におけるがん原遺伝
子・がん抑制遺伝子の機能を概説できる。【C6
⑹②3】「がん分子標的治療法」の過去・現在に
ついて理解・検証し、今後の課題と将来展望に
ついて説明できる。【＊】

予習：なし。復習：第５回授業の重要用語を理
解・整理して、レポートを作成する(60分)
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【☆】

先端分子医科学２ Advanced Molecular Medical Sciences 2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆藤森　功　　駒野　淳　　土屋　孝弘 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学、生化学，微生物学，免疫学，衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて，免疫疾患・炎症性疾患の発

症メカニズムについて最先端の知見を修得する。さらに，免疫・炎症性疾患の分子病態・治療戦略，および関連する最新の話題
について分子レベルでの理解を深め，最先端の分子医科学に基づいて免疫関連疾患を説明できるようになることを目的とする。
・一般目標（GIO）

アレルギー性疾患、自己免疫疾患、免疫不全疾患などの免疫疾患・炎症性疾患の発症機構について分子レベルで理解し，それ
に基づいて各種疾患の病態ならびに最先端治療薬の作用機序を説明できる。
・授業の方法

オムニバス形式による５回の講義を行う。プリント、スライド等を用いて講義形式で行う。
・成績評価

レポートの提出状況、内容により評価する(100%)。
・試験・課題に対するフィードバック方法

希望者には、レポートを返却する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

藤森(企業等の研究者)／企業での生化学の研究経験を活かし、免疫疾患・炎症性疾患の発症メカニズムについて最先端の知
見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識，特に、免疫学の最先端の内容を身につける
・関連科目

関連科目：生物学，機能形態学，生化学，微生物学，免疫学，衛生薬学など
・教科書

指定しない
・参考書

指定しない
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 腸管免疫と疾患(藤森) 生体機能の制御における腸管免疫の果たす役割
と、その異常により発症する疾患について説明
できる。

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)
【復習】学んだ内容を見直し、疑問点は調べて
おく( 1 時間)

2 なぜエイズワクチンは作
れないのか？(駒野)

まだ効果的なワクチンが作られていないHIV/
AIDSをモデルとして、安全で効果のあるワク
チンを製造するための科学的基盤とは何かを議
論する。

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)
【復習】学んだ内容を見直し、疑問点は調べて
おく( 1 時間)

3 免疫抑制剤，免疫チェッ
ク ポ イ ン ト 阻 害 薬 と
CAR-T療法(土屋)

T細胞の制御を目的とした治療法の概要を説明
できる

【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)
【復習】学んだ内容を見直し、疑問点は調べて
おく( 1 時間)

4 (外部講師を予定) 最先端の免疫学の内容を理解し、考察できる。 【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)
【復習】学んだ内容を見直し、疑問点は調べて
おく( 1 時間)

5 (外部講師を予定) 最先端の免疫学の内容を理解し、考察できる。 【予習】講義予定の内容に関して、これまで学
んだ内容の復習をしておく(0.5時間)
【復習】学んだ内容を見直し、疑問点は調べて
おく( 1 時間)

(☆印は担当代表者)
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年
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生

先端分子医科学３ Advanced Molecular Medical Sciences 3

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

駒野　淳 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
基礎生物学，機能形態学、生化学、微生物学、免疫学、衛生薬学などで習得した基礎を踏まえて、細菌・真菌やウイルス感染

症の分子疫学、発症メカニズム、診断法、治療・予防法について最先端の知見を習得する。さらに、感染性疾患の詳細な分子病
態、新たな治療戦略、および関連する最新の話題について理解を深め、最先端の分子医科学に基づいて各種感染症を説明できる
ようになることを目的とする。
・一般目標（GIO）

細菌・真菌・ウイルス感染症の病原体、疫学、宿主応答、治療、予防法を理解し、それに基づいて各種疾患の臨床像と予防・
治療にかかる問題点を説明できる。
・授業の方法

オムニバス形式による５回(各講師１回)の講義を行う。配付プリントを中心にパワーポイントと板書により授業をおこな
う。
・成績評価

各講師が指示する課題レポート(100%)を総合的に評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

希望者にレポートなどに対する講評を開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

駒野(医師・企業等の研究者)／公的研究機関や病院機構での研究および臨床経験を活かし、感染症の分子疫学、発症メカニ
ズム、診断法、治療・予防法の最先端の知見を指導する。
・学位授与方針との関連

薬学の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に感染症の臨床に関わる最新の知識を身につける。
・関連科目

関連科目：生物学、微生物学、分子細胞生物学、ゲノム医科学、病態生化学、免疫学、衛生薬学(感染症)、病原微生物学、
薬物治療学

臨床系関連科目・内容：臨床薬物動態学、臨床感染症学
・教科書

特に指定しない。
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 HIV感染症診療の最前線 HIV感染症の病態や薬物療法に関する総合的な
理解を深める。

事前学習：HIV/AIDSについて関連科目の教科
書やインターネットなどから情報を収集し講義
に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を
振り返り理解を深める( 2 時間)。

2 計算科学と感染症研究の
最前線(外部講師予定)

感染症に対する治療薬開発の実例を通じて計算
科学の最先端技術に関する理解を深める。

事前学習：計算科学について関連科目の教科書
やインターネットなどから情報を収集し講義に
備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を
振り返り理解を深める( 2 時間)。

3 呼吸器感染症の最前線
(外部講師予定)

急性・慢性呼吸器感染症への総合的な理解を深
める。

事前学習：呼吸器感染症について関連科目の教
科書やインターネットなどから情報を収集し講
義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を
振り返り理解を深める( 2 時間)。

4 ウイルスベクターと遺伝
子細胞療法の最前線

遺伝子細胞治療とこれを支えるウイルス工学技
術に関する総合的な理解を深める。

事前学習：遺伝子細胞治療について関連科目の
教科書やインターネットなどから情報を収集し
講義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を
振り返り理解を深める( 2 時間)。

5 ウイルス肝炎治療の最前
線(外部講師予定)

ウイルス肝炎に関する病態や治療について総合
的な理解を深める。

事前学習：ウイルス肝炎について関連科目の教
科書やインターネットなどから情報を収集し講
義に備える(１時間)。
事後学習：配布資料などを参考に講義の内容を
振り返り理解を深める( 2 時間)。
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アドバンスト薬物治療学２ Advanced Pharmacotherapeutics 2

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　加藤　隆児 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
必修科目である『薬物治療学 1 ～ 4 』では十分に深められなかった項目や、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者として

ぜひ知っておいた方がよいと思われるテーマを選択して、重点的に学ぶ。
・一般目標（GIO）

患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報を
基に、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価できる能力を習得する。
・授業の方法

スライド、資料、板書等を利用して講義する。
・成績評価

1 コマで20点満点の小テストを行い、 5 コマで合計100点満点とする。評価点の寄与率は100%( 5 回の小テストの合計点)と
する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

小テストの解答は授業の最後に提示し、疑義等がある場合は授業後またはオフィスアワーの時間帯に、当該教員と話し合うこ
とで解決する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻(薬剤師)／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル作成委員であ
る経験を活かし、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者としてぜひ知っておいた方がよいと思われる薬物治療に関するテー
マついて重点的に指導する。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬物治療学 1 ～ 4 、病態・薬物治療学演習、早期体験学習 2 、臨床感染症学、個別化医療、薬理学、病態生化学、
ゲノム医科学など
・教科書

指定しない。
・参考書

『薬物治療学』吉尾隆　他(編集)　南山堂
『Principal pharmacotherapy』亀井淳三、齋藤英胤(編集)　ネオメディカル
『これで治る！「外用薬」の使い方』古田勝経(著)　照林社

(☆印は担当代表者)
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 がん遺伝子パネル検査と
コンパニオン診断(井尻
好雄)

がん遺伝子パネル検査とコンパニオン診断との
違いについて説明できる。【E3⑶⑤-2】 ゲノム
医療について説明できる。【E2⑻②-1】【E3⑶①
-1、3】

がん遺伝子パネル検査とコンパニオン診断につ
いてインターネット等で調べておくこと(1.5時
間)。復習として、講義で扱った内容を中心に整
理する(1.5時間)。

2 免 疫 関 連 有 害 事 象
(irAE)(井尻好雄)

免疫関連有害事象(irAE)について説明でき
る。irAE(重篤副作用)の初期症状、好発時
期、対処法について討議できる。【A⑴③-5】

免疫関連有害事象についてインターネット等で
調べておくこと(1.5時間)。復習として、講義
で扱った内容を中心に整理する(1.5時間)。

3 薬物性肝障害の発症機序
とその予測・予防(加藤
隆児)

薬物性肝障害の発症機序を検討し、その予測・
予防法について考える。【C2⑹②-5】【C7⑴⑨
-2】【E1⑵②-3、 6 、8】【E1⑶-1、2】【E1⑷
-1~4】【E2⑷②-3、③-1】

薬物性肝障害について予習すること(1.5時間)。
復習として、講義で扱った内容を中心に整理す
る(1.5時間)。

4 褥瘡の薬物療法を学ぶ
(井尻、外部講師・長谷
川雅子)

褥瘡の薬物療法の基本(病態評価)を学ぶ。褥
瘡の各病態に於いて自身でアセスメントを行い
治療に適切な薬物の使いわけができる。【E1⑶
-1、2】【E2⑹③-3】

予習：古田勝経(著)「これで治る！「外用薬」
の使い方」照林社(2310円)を可能なら購入し
て予習しておく。またはインターネットなどを
利用して褥瘡について、その薬物療法も併せて
調べておく。(1.5時間)復習：褥瘡治療に使用
する薬剤の特徴・性質について、整理して把握
しておく。(1.5時間)

5 Onco-Cardiology( 井 尻
好雄)

Onco-Cardiologyの概念について理解・説明で
きる。Onco-CardiologyとCardio-Oncologyの違
いについて討議できる。【A⑴③-5】 患者及び家
族の状況を理解し、関連する重篤副作用を回避
する手段を討議できる【A⑴③-5】

Onco-Cardiology及びCardio-Oncologyについて
インターネット等で調べておくこと(1.5時間)。
復習として、講義で扱った内容を中心に整理す
る(1.5時間)。
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アドバンスト薬物治療学３ Advanced Pharmacotherapeutics 3

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆井尻　好雄　　岩永　一範　　天滿　敬　　平野　智也　　山田　剛司 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
必修科目である『薬物治療学 1 ～ 4 』では十分に深められなかった項目や、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者として

ぜひ知っておいた方がよいと思われるテーマを選択して、重点的に学ぶ。ここでは特に、薬学出身の専門職としての特徴・能力
を向上させるべく、テーマ選定においては、薬物の分子構造と臨床効果との関係性に注目した。
・一般目標（GIO）

薬学出身者独自の思考・推論の能力を駆使して実際の医療に役立つことができるよう、基礎科学的な側面と臨床とを繋ぎ合
わせる能力を高める。
・授業の方法

スライド、資料、板書等を利用して講義する。
・アクティブ・ラーニングの取組

3 回目の「放射性医薬品の構造と医療への利用」の授業では、レスポンを用いてフィードバックを行う。
・成績評価

1 コマで20点満点の小テストを行い、 5 コマで合計100点満点とする。評価点の寄与率は100%( 5 回の小テストの合計点)と
する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

小テストの解答は授業の最後に提示し、疑義等がある場合は授業後またはオフィスアワーの時間帯に、当該教員と話し合うこ
とで解決する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

井尻(薬剤師)／大学附属病院での薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マニュアル作成委員であ
る経験を活かし、近年の医療の進歩に鑑みて、将来の医療者としてぜひ知っておいた方がよいと思われる薬物治療に関するテー
マついて重点的に指導する。
・学位授与方針との関連

チーム医療や薬物療法に必要な専門的知識を身につける。
・関連科目

関連科目：薬物治療学 1 ～ 4 、病態・薬物治療学演習、早期体験学習 2 、臨床感染症学、個別化医療、薬理学、病態生化学、
ゲノム医科学、医薬品化学、応用放射化学など
・教科書

指定しない。
・参考書

『薬物治療学』吉尾隆　他(編集)　南山堂
『Principal pharmacotherapy』亀井淳三、齋藤英胤(編集)　ネオメディカル

(☆印は担当代表者)
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 心室頻拍と低血糖(井尻
好雄)

重篤副作用である「心室頻拍」と「低血糖」を
どちらも誘発する可能性のある薬物を列記でき
る。また、これらの重篤副作用のメカニズムに
ついて構造活性相関から解析できる。患者及び
その家族の状況を理解し、これらの重篤副作用
を回避する手段を討議できる【A⑴③-5】

心室頻拍と低血糖について「重篤副作用疾患別
対応マニュアル」をインターネットで調べてお
くこと(1.5時間)。復習として、講義で扱った
内容を中心に整理する(1.5時間)。

2 飲料中成分と薬物間にお
ける相互作用(岩永一
範)

飲料中の成分が薬物の体内動態に及ぼす影響と
薬物の構造との関係について、例示しながら詳
細に説明できる。【E4⑴②-1、 3 、4】

コアカリ「E4 薬の体内動態」のうち、吸収に関
連する項目E4-( 1 )-②-134 について予習(1.5
時間)及び復習しておくこと(1.5時間)。

3 放射性医薬品の構造と医
療への利用(天滿敬)

放射性医薬品の医療利用に関する最新の知見を
構造を踏まえて説明できる。【*】

放射性医薬品と画像診断について予習( 1 時
間)し、放射性医薬品の最新知見について十分
に理解できるように復習( 2 時間)する。

4 がんの分子標的薬(平野
智也)

リン酸化酵素などを標的としたがんの分子標的
薬について、特に近年の医薬品の代表例を列挙
して、説明できる。それらの開発の経緯から医
薬品構造に関する最先端の知見、開発戦略につ
いて概説できる。【C4⑵②-1、C4⑶②-1、2】

医薬品化学１、２等で学んだ医薬品の構造と機
能について予習する( 1 時間)。講義の内容を復
習して、理解したことを整理しておく。疑問点
があれば担当教員に直接質問をするなど解決し
ておくこと( 2 時間)。

5 ステロイドの構造と効果
(山田剛司)

コレステロールからの生合成経路を有機化学の
観点から説明できる。また、ステロイドアナロ
グの代表的医薬品(抗炎症薬、性ホルモン系疾
患薬)を列挙し、化学構造に基づく効果・性質
について説明できる。【C4⑵④-1】【C4⑶⑤-3】

【E2⑵④-1】【E2⑸③-1】

予習： 1 時間；医薬品化学、薬理学及び薬物治
療学で使用した教科書で関連分野を確認し、不
明点を明らかにしておくこと。復習：2.5時間；
学んだ医薬品について、それらの化学構造と薬
効の関連を概説できるようにまとめること。

140



６
年
次
生

医薬品情報評価学 Evaluative Analyses of Drug Information and Medical Evidence

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆林　哲也　　恩田　光子　　井尻　好雄 6 年次・前期 1 必修

・授業の目的と概要
臨床において医薬品情報を有効利用できるようになることを目標として、「薬禍・薬害」、「重篤副作用」、「臨床治験」、「医療

経済」、「費用対効果」などの話題を提供する。なお、適時特別講師を招いての講義を取り入れる。
・一般目標（GIO）

臨床において医薬品情報を評価するために必要である以下の項目について知識を習得し、さらにそれらを有効利用する能力
を身に付ける。
・授業の方法

演習問題を提示するなどにより、各自で考えることを重視したうえで解説を行う。また、学生を指名して意見や考えを述べて
もらい、クラス全体での演習形式にしていく場合や、専門領域の講師を招聘し、現場での実際の話題を提供して頂く場合もあ
る。
・成績評価

定期試験は行わない。授業中の小テスト(100%)で評価する。小テストは、 5 回行いその平均点で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

小テストは授業終了時回収し、模範解答はポータルサイトにて公開する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

林哲(医師)・井尻(薬剤師)／大学附属病院での臨床医、薬剤師実務経験を活かすとともに、厚労省重篤副作用疾患別対応マ
ニュアル作成委員である経験を活かし、医療現場での実際の話題を提供することを通じ、医薬品情報を有効利用できる知識を指
導する。
・学位授与方針との関連

臨床において医薬品情報を評価・加工する知識を習得し、薬物適正使用に応用できる能力を身に付ける。
・関連科目

関連科目：有機化学、物理化学、生化学、薬理学、薬物動態学、医薬品開発学、医薬品情報、医薬品情報演習、病態・薬物治
療学演習など　
・教科書

〇NEO薬学シリーズ③PrincipalPharmacotherapy　亀井淳三他(編集)ネオメディカル
〇実践処方例とその解説第２版　井尻好雄、加藤隆児(編著)じほう
〇薬剤師業務のさらなる展開～患者中心のケアを目指して～2006年ハンドブック中山健夫(翻訳版監修)メディカルドゥ
〇詳説薬剤経済学　恩田光子他　京都廣川書店
〇重篤副作用疾患別対応マニュアル(PMDAホームページ)
　https：//www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iyakuhin/topics/tp06112 2 -1.html
〇リスクマネジメントプラン(PMDAホームページ)
　http：//www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/items-information/rmp/0002.html

・参考書
『疾患と治療薬−医師・薬剤師のためのマニュアル』大内尉義他編集　南江堂
『ハリソン内科学』福井次矢、黒川清(日本語版監修)　メディカル・サイエンス・インターナショナル
『内科学』杉本恒明、矢崎義雄(総編集)　朝倉書店
『カルテの読み方と基礎知識』長澤紘一、村田正弘(監修)　じほう
『薬剤師のための臨床検査の知識』池田千恵子　じほう
『病気の地図帳(新版)』山口和克(監修)　講談社

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 薬禍・薬害(井尻) 薬禍・薬害を列挙できる。【A⑴③4、6、7】 薬禍・薬害について予習すること(1.5時
間)。講義の内容を復習し、理解した内容の
講義ノートを作成しておくこと。疑問点が
あれば、次回までに質問に来るなど解決し
ておくこと(1.5時間)。

(☆印は担当代表者)
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【☆】

2 重篤副作用疾患別対応マ
ニュアルおよびリスクマ
ネ ジ メ ン ト プ ラ ン

(RMP)(井尻)

重篤副作用疾患別対応マニュアルおよびリスクマネ
ジメントプラン(RMP)を理解し、重篤副作用の初
期症状を列記し、対処することができる。また、こ
れらの重篤副作用について被疑薬物を列挙できる。

【A⑴③1、3、5】【E1⑷1-3】

重篤副作用について予習すること(1.5時
間)。講義の内容を復習し、理解した内容の
講義ノートを作成しておくこと。疑問点が
あれば、次回までに質問に来るなど解決し
ておくこと(1.5時間)。

3 処方解析(林、井尻) 処方せんを「見る」、「読む」のではなく「解読」し、
病態を想像することができる。【E3⑴①1-4】【E3⑵
①1、2】 循環器疾患処方解析【E2⑶①2】 内分泌系
疾患の処方解析【E2⑸① 2 、②1-5】

「実践処方例とその解説第２版」(教科書)
p 2 、 6 、10、22、27、127、138、142につ
いて予習すること(1.5時間)。講義の内容
を復習し、理解した内容の講義ノートを作
成しておくこと。疑問点があれば、質問に
来るなど解決しておくこと(1.5時間)。

4 治験( 1 )治験・臨床試
験・コミュニケーション

(林、外部講師・藤阪)

１)EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明
できる。【E３⑴④1】 2 )臨床研究論文の批判的吟味
に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性(研究結果
の正確度や再現性)と外的妥当性(研究結果の一般化
の可能性)について概説できる。【E３⑴④3】 3 )メタ
アナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。【E３
⑴④4】 4 )トランスレーショナルリサーチの目的と
役割について説明できる。【G⑴1】 5 )自らが実施す
る研究に係る法令、指針について概説できる。【G⑵1】

治験業務に携わる各組織の役割と責任につ
いて予習すること(1.5時間)。講義の内容
を復習し、理解した内容の講義ノートを作
成しておくこと。疑問点があれば、次回ま
でに質問に来るなど解決しておくこと(1.5
時間)。

5 治験( 2 )治験の全体像
(林、外部講師・津田)

1 )代表的な臨床研究法(ランダム化比較試験、コ
ホート研究、ケースコントロール研究など)の長所
と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて
概説できる。【E３⑴④2】 2 )トランスレーショナ
ルリサーチの目的と役割について説明できる。【G-
⑴-1】 3 )研究の実施、患者情報の取扱い等におい
て配慮すべき事項について説明できる。【G⑵2】 4 )
自らが実施する研究に係る法令、指針について概説
できる。【G⑵1】

治験について予習すること(1.5時間)。講
義の内容を復習し、理解した内容の講義ノ
ートを作成しておくこと。疑問点があれ
ば、次回までに質問に来るなど解決してお
くこと(1.5時間)。

6 薬剤経済学概説(恩田) ・薬剤経済学とは何か　学問体系からみた位置づ
け)・薬剤経済学を学ぶ意義(薬剤経済学は何の役
に立つのか・薬剤経済学を学ぶ上で大切な視点(経
済学的な基礎知識)・薬剤経済学研究のフレームワ
ーク医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概
説できる。【B⑶②1】 薬物療法の経済評価手法につ
いて概説できる。【B⑶②4】

薬剤経済学および医薬品の市場の特徴と流
通の仕組みについて予習すること(1.5時
間)。講義の内容を復習し、理解した内容の
講義ノートを作成しておくこと。疑問点が
あれば、次回までに質問に来るなど解決し
ておくこと(1.5時間)。

7 経済分析の方法論(恩
田)

・薬剤経済評価分析の方法・コストとアウトカム・
費用最小化分析・費用効果分析・費用効用分析・費
用便益分析薬物療法の経済評価手法について概説で
きる。【B⑶②4】 代表的な薬剤経済評価手法を用い
て、薬物治療の効率性を評価できる。【B③6】(薬学
アドバンスト教育ガイドライン)

薬剤経済評価分析について予習すること
(1.5時間)。講義の内容を復習し、理解した
内容の講義ノートを作成しておくこと。疑
問点があれば、次回までに質問に来るなど
解決しておくこと(1.5時間)。

8 経済評価分析の結果の解
釈(薬剤師によるアウト
カムリサーチ)(恩田)

・ICERによる比較・費用効果需要曲線・経済評価
分析の留意点や薬物療法の経済評価手法について概
説できる。【B⑶②4】 代表的な薬剤経済評価手法を
用いて、薬物治療の効率性を評価できる。【B③6】

(薬学アドバンスト教育ガイドライン)

ICERによる比較および費用効果需要曲線
について予習すること(1.5時間)。講義の
内容を復習し、理解した内容の講義ノート
を作成しておくこと。疑問点があれば、次
回までに質問に来るなど解決しておくこと

(1.5時間)。
9 分析のアプローチと演習

(恩田)
・決定樹(decision tree)によるモデル分析・マル
コフモデルによるモデル分析・感度分析・薬物療法
の経済評価手法について概説できる。【B⑶②4】 代
表的な薬剤経済評価手法を用いて、薬物治療の効率
性を評価できる。【B③6】(薬学アドバンスト教育ガ
イドライン)

決定樹(decisiontree)によるモデル分析お
よびマルコフモデルによるモデル分析につ
いて予習すること(1.5時間)。講義の内容を
復習し、理解した内容の講義ノートを作成
しておくこと。疑問点があれば、次回までに
質問に来るなど解決しておくこと(1.5時間)。

10 医療リアルワールドデー
タの基盤構築と社会や研
究への活用
(林、外部講師・川上)

１)臨床研究(治験を含む)の代表的な手法(介入研
究、観察研究)を列挙し、それらの特徴を概説できる。

【E3⑴⑥1)】２)臨床研究におけるバイアス・交絡に
ついて概説できる。【E3⑴⑥2】 3 )介入研究の計画上
の技法(症例数設定、ランダム化、盲検化など)につい
て概説できる。【E3⑴⑥6】 4 )トランスレーショナル
リサーチの目的と役割について説明できる。【G⑴1】

製薬産業と医薬行政について予習すること
(1.5時間)。講義の内容を復習し、理解した
内容の講義ノートを作成しておくこと。疑
問点があれば、次回までに質問に来るなど
解決しておくこと(1.5時間)。
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医療政策論  Medical Policies

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

城下　賢一 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
医療政策及びその関連政策にとって、取り組むべき課題、現在の政策内容、今後の政策の方向性について概観する。

・一般目標（GIO）
現在の日本の医療政策を体系的に把握し、その現代的課題について考察することを基本目標とする。

・授業の方法
プリント、板書、教科書を組み合わせて講義を行う。

・アクティブ・ラーニングの取組
短文論述にあたっては、毎回、学生間での教え合いを促す。

・成績評価
定期試験による評価(90％)と講義中の小テスト(確認用紙として配布、10％)の評価を合算して最終的な評価とする。細か

な内訳は講義中に示す。小テストには授業への質問・意見を含み、基本的に毎回の授業で、前回の質問・意見についてリプライ
する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験問題・解答例・答案(解説を付した)を開示する。小テスト(確認用紙)については模範解答を示し、期間・機会を設定
して問い合わせを受け付ける。
・学位授与方針との関連

医療人として相応しい社会性を身につけ、併せて薬剤師として医療に関わるための基本的知識・態度を身に付ける。
・関連科目

関連科目：医療と法、生命医療倫理、制度・経済、薬事関連法・制度、コミュニティファーマシー
・教科書

特に指定しない
・参考書

授業内で紹介する
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 医療政策の概観 日本の社会保障制度、医療制度の枠組みと特徴
について説明できる【B⑶① 1 ) 2 )】。

配布資料の内容をもとに、医療政策の概観につ
いて予習すること(0.5時間)。

2 医療政策の課題 医療政策が取り組むべき課題について説明でき
る【B⑷① 2 ) 6 )】。

医療政策の概観について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。配布資料の内容をも
とに、医療政策の課題について予習すること

(0.5時間)。
3 医療政策の現状 医療政策の取り組みや体制、決定過程について

説明できる【B⑷① 2 ) 6 )】。
医療政策の課題について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。配布資料の内容をも
とに、医療政策の現状について予習すること

(0.5時間)。
4 医療政策の国際比較 主要国の医療政策・制度と、日本の医療政策・

制 度 の 特 徴 に つ い て 説 明 で き る【B⑶ ①
1 ) 2 )】。

医療政策の現状について復習し、ノートにまと
めておくこと(1.0時間)。配布資料の内容をも
とに、医療政策の国際比較について予習するこ
と(0.5時間)。

5 医療政策の今後の方向性 医療政策が目指すべき今後の方向性について議
論できる【B⑶① 1 ) 2 )】。

医療政策の国際比較について復習し、ノートに
まとめておくこと(1.0時間)。配布資料の内容
をもとに、医療政策の今後の方向性について予
習すること(0.5時間)。
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【☆】

医療倫理論 Selected Topics on Medical Ethics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

阪本　恭子 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
これまでに獲得した生命医療倫理の学びをふり返るとともに、実務実習で体得した知見を見なおして、薬のプロとして行動す

る際に必要なものは何かを、あらためて考え、話しあう。臨床現場で活躍中の医療人の話を聴いて、薬のプロの責任と使命を自
覚する。幅広い人間性を備えた医療人となり、生命の尊厳について深く理解し、誠実に行動するための心構えをもつ。最初の授
業で、問題解決能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力に関する評価基準(ルーブリック)を提示するので、
授業中ならびに最終回の授業では、それに従って自己評価と相互評価を行う。
・一般目標（GIO）

倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身につけて、医療の担い手としての感性を養う。
患者、生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役立つ能力を身につけ
る。生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動
力を身につける。
・授業の方法

ケーススタディと映像資料などをもとに、毎回、グループディスカッションを行う。グループディスカッションの成果をさら
にプレゼンテーションで発表することで、情報や自分の考えを相手にわかりやすく伝える能力を養う。生と死をめぐって起こる
さまざまなモラルジレンマに対して、生命医療倫理の原則を手がかりに取り組んで、臨床の場での問題解決能力を高める。薬と
ひとをつなぐ医療人にふさわしい人間力を、総合的に体得する。
・アクティブ・ラーニングの取組

授業は、グループディスカッションとプレゼンテーションを積極的に取り入れて進める。問題点を見出して自分で考えるだけ
でなく、他人と理解しあい、適切なコミュニケーションを図りながら問題の解決方法を探る。自らの考えやグループディスカッ
ションの成果を、わかりやすく、相手の信用を得られるように伝える。主体的で能動的な授業への参加を心がけてもらいたい。
・成績評価

・授業への参加態度(アクティブ・ラーニングに積極的に取り組む姿勢、課題小論文)…5０％
・授業中ならびに最終回の授業で行う自己評価と相互評価(ルーブリック)…5０％

・試験・課題に対するフィードバック方法
授業内で実施する小論文は次回授業時に評価、解説する。

・学位授与方針との関連
医療に関わるために必要な倫理観と社会性を身につけて、薬のプロに求められるコミュニケーション能力とプレゼンテーシ

ョン能力を開発する。
・関連科目

関連科目：生命医療倫理、コミュニティファーマシー、コミュニケーション、倫理と社会
・教科書

授業資料(パワーポイント資料など)はポータルサイトに示す。
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 モラルジレンマと生命医
療倫理の原則

生命の尊厳について、自らの言葉で説明でき
る。生命倫理の諸原則について説明できる。【A
⑵①1～2】、医療倫理に関する規範について概
説できる。薬剤師が遵守すべき倫理規範につい
て説明できる。医療の進歩に伴う倫理的問題に
ついて説明できる。【A⑵②1～3】、臨床研究に
おける倫理規範について説明できる。「ヒトを
対象とする研究において遵守すべき倫理指針」
について概説できる。正義性・社会性・誠実性
に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。

【A⑵④１～3】：生命倫理の 4 原則を学び、医
療と倫理の関わりを理解する。ルーブリックを
もとに、自らが獲得すべき能力を確認する。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

2 モラルジレンマ(１) 生命の尊厳について、自らの言葉で説明でき
る。科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生
命観の変遷について概説できる。【A⑵①1～
4】、地域における薬局の機能と業務について説
明できる。医薬分業の意義と動向を説明でき
る。かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理
の意義について説明できる。セルフメディケー
ションにおける薬局の役割について説明でき
る。【B⑷①１～4】：安楽死の意味と薬剤師の役
割について話しあう。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

3 モラルジレンマ(２) 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自
らの考えを述べる。科学技術の進歩、社会情勢
の変化に伴う生命観の変遷について概説でき
る。【A⑵①3～4】 保健、医療、福祉、介護にお
ける他職種連携協働及びチーム医療の意義につ
いて説明できる。多職種連携協働に関わる薬剤
師、多職種及び行政の役割について説明でき
る。自己の能力の限界を認識し、状況に応じて
他者に協力・支援を求める。チームワークと情
報共有の重要性を理解し、チームの一員として
の役割を積極的に果たすように努める。【A⑷1
～5】：安楽死に関する問題点を新たに見出し
て、医療の担い手となる自らの使命を問いなお
す。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

4 モラルジレンマ(３) 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値
観に配慮して行動する。【A⑶②2】、チーム医療
に関わる薬剤師、各職種および患者・家族の役
割について説明できる。【A⑷3】、生涯にわたっ
て自ら学習する重要性を認識し、その意義につ
いて説明できる。生涯にわたって継続的に学習
するために必要な情報を収集できる。【A⑸③1
～2】：安楽死に関する世界と日本の現状を知
り、今後の医療のあり方について考える。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)

5 ジレンマを超えて 一人の人間として、自分が生きている意味や役
割を問い直し、自らの考えを述べる。様々な死
生観・価値観・信条等を受容することの重要性
について、自らの言葉で説明する。【A⑴①1～
7】、生命の尊厳について、自らの言葉で説明で
きる。【A⑵①1～4】、薬剤師の使命に後輩等の
育成が含まれることを認識し、ロールモデルと
なるように努める。後輩等への適切な指導を実
践する。【A⑸④1～2】：全授業を通じて得た知
見、対話、思索をもとに、ひとと医療、生命に
関する自らの倫理観を確立して、その成果につ
いて話しあい、論述する。

予習：30分(授業の内容に関連するニュースや
情報をチェックして、問題を見つける。)復習：
30分(授業で得た知見をもとに、関連文献や資
料を調べて、新たに問題を発掘する。)
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医療情報学 Clinical Informatics

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

野崎　一徳 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
医療の中で情報通信技術が利用される場面は急速に広がりつつある。特に、薬剤を取り扱う上では、多職種間での情報の交換

や記録が必要である。現在ではこれらが医療情報システムにより支援されている。本科目では、医療情報システムを支える情報
通信技術、システム内容の概要、およびシステム利用にあたってのルールを講義する。さらに、情報通信技術の持つ脅威とその
防衛法についても解説する。
・一般目標（GIO）

情報通信技術の基本原理、医療を支援するシステムの全体像、薬剤に関連する業務の概要を理解したうえで、情報通信技術を
利用して具体的にどのように薬剤関連業務が行われているのかを理解する。また、情報通信技術を利用して患者情報を扱う上で
遵守しなければならないルールを習得する。
・授業の方法

講義形式で行い、スライドと配付資料を利用する。
・成績評価

期末試験70%、授業態度30%
・試験・課題に対するフィードバック方法

課題に関するレビュー等を含め、質疑応答を行う。
・学位授与方針との関連

幅広い科学的知識を有する薬の専門家および薬剤師をはじめとする医療従事者とし医療に関わるため、医療現場で必要不可
欠な医療情報の概念を理解し、その基礎知識を身につける。
・関連科目

・教科書
『医療情報サブノート』・日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)・篠原出版

・参考書
『医療情報−医療情報システム編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報−医学医療編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報−情報処理技術編』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(編集)　篠原出版
『医療情報システム実践シリーズ１　注射に関するシステムの現状と課題』日本医療情報学会医療情報技師育成部会(監

修)・松村泰志(編集)　篠原出版
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・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 情報通信技術の概要 パソコンの構造、クライアントサーバーモデ
ル、ネットワークの概要、電子メールの仕組み、
Webの仕組み、データベースシステムについて
説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい
領域について学ぶこと。個々の細部を記憶する
のではなく、個々の事例から本質を理解し、
様々な応用を自分でイメージできる能力を身に
つけること。

2 コンピューターでの情報
の表現

２進数、文字、日本語文字コード、画像、文書
(テキスト、Word、リッチテキスト、PDF、
html)、XMLについて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい
領域について学ぶこと。個々の細部を記憶する
のではなく、個々の事例から本質を理解し、
様々な応用を自分でイメージできる能力を身に
つけること。

3 病院情報システムの概要 オーダエントリシステム、部門システム、電子
カルテシステム。画像システム、物流システム
について説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい
領域について学ぶこと。個々の細部を記憶する
のではなく、個々の事例から本質を理解し、
様々な応用を自分でイメージできる能力を身に
つけること。

4 診察記録と電子カルテ 診察記録(定義、必要性、構成)、電子カルテ
( 要 件、 具 体 例 )、 地 域 医 療 連 携、Personal 
Health Recordについて説明できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい
領域について学ぶこと。個々の細部を記憶する
のではなく、個々の事例から本質を理解し、
様々な応用を自分でイメージできる能力を身に
つけること。

5 病院の薬剤業務とその支
援システム

薬剤取り扱い業務(内外用薬、注射薬、生物由
来製剤、麻薬)、医事会計の仕組み、病棟での指
示、診療録への実施記録、処方オーダー、注射
オーダー、病棟での指示システム、薬剤部門シ
ステム、薬剤の物流管理システムについて説明
できる。

準備学習は必要ないが興味を持ってこの新しい
領域について学ぶこと。個々の細部を記憶する
のではなく、個々の事例から本質を理解し、
様々な応用を自分でイメージできる能力を身に
つけること。
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【☆】

漢方医学概論 Introduction to Kampo Medicine

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆芝野　真喜雄　　後山　尚久 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
漢方医学は、古代中国医学を基盤に、多くの臨床経験を積み重ね、独自に発展してきた日本の伝統医学である。その信頼性の

高さから148処方の漢方製剤が薬価収載されている。さらに、近年では漢方薬の重要性が増し、実に90％以上の医師が漢方薬の
処方経験を持つ。すなわち、薬剤師はより専門的な漢方薬の知識が不可欠になっている。この授業では、実際の臨床例から漢方
治療の特徴を修得をする。
・一般目標（GIO）

本授業では、これまでに修得した漢方薬の知識を実際の臨床例から漢方薬物治療の特徴を捉え、「考え、応用できる漢方」の
知識修得を目的とする。
・授業の方法

スライドを用いて講義形式で授業を行う。
・アクティブ・ラーニングの取組

症例演習を加え、自ら処方解析を行う時間を設ける。
・成績評価

定期試験結果(85％)、３回程度行う確認テスト(15％)により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案を開示し、再試験受験対象者には解説を行う。(確認テストも解説する。)
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

大阪医科大学病院での臨床医として、臨床に直結した漢方医学について症例を挙げて実践的教育を行う。(後山尚久)
・学位授与方針との関連

薬剤師として医療に関わるための基本的知識、特に漢方薬と漢方医学の知識を身につける。
・関連科目

関連科目：基礎漢方薬学、生薬学、薬用天然物化学、薬用植物学
臨床系関連科目・内容：臨床現場で使用される漢方薬を適切に使用、服薬指導するために、実践的な漢方治療について理解を

深める科目である。
・教科書

配布資料(プリント)
・参考書

『漢方生薬学』芝野真喜雄　京都廣川書店
『図解漢方処方のトリセツ』川添和義　じほう
『エビデンス・ベース漢方薬活用ガイド』松原和夫、伊藤美千穂　京都廣川書店

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 臨床に直結する漢方の基
礎１
漢方の概要、歴史、特質

漢方の歴史について概説できる。【＊】漢方と中医学
の特徴について説明できる。【＊】漢方の特徴につい
て概説できる。【E2-⑽-①-1】 陰陽、虚実、寒熱、
表裏、気血水、証など、漢方の基本用語を説明でき
る。【E2-⑽-①-2】 漢方薬と西洋薬、民間薬、サプ
リメント、保健機能食品などとの相違について説明
できる。【E2-⑽-①-4】 漢方医学における診断法、
体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。

【E2-⑽-②-1】 現代医療における漢方薬の役割につ
いて説明できる。【＊】漢方薬の剤形と特徴について
説明できる。【＊】

漢方医学独特の言葉や病態の捉え方があ
り、到達目標に挙げられている用語につい
ては、必ず、基礎漢方薬学で学んだ内容を
授業プリントなどを活用して復習しておく
こと。また、基礎理論は、各論での漢方薬
の理解に必要不可欠なため、疑問に感じた
ことは、オフィスアワーなどを利用して解
決しておくこと。これらの予習、復習に2.5
時間は必要である。

(☆印は担当代表者)
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2 臨床に直結する漢方の基
礎２
漢方理論、漢方診断、漢
方治療

漢方の歴史について概説できる。【＊】漢方と中医学
の特徴について説明できる。【＊】漢方の特徴につい
て概説できる。【E2-⑽-①-1】 陰陽、虚実、寒熱、
表裏、気血水、証など、漢方の基本用語を説明でき
る。【E2-⑽-①-2】 漢方薬と西洋薬、民間薬、サプ
リメント、保健機能食品などとの相違について説明
できる。【E2-⑽-①-4】 漢方医学における診断法、
体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。

【E2-⑽-②-1】 現代医療における漢方薬の役割につ
いて説明できる。【＊】漢方薬の剤形と特徴について
説明できる。【＊】

漢方医学独特の言葉や病態の捉え方があ
り、到達目標に挙げられている用語につい
ては、必ず、基礎漢方薬学で学んだ内容を
授業プリントなどを活用して復習しておく
こと。また、基礎理論は、各論での漢方薬
の理解に必要不可欠なため、疑問に感じた
ことは、オフィスアワーなどを利用して解
決しておくこと。これらの予習、復習に2.5
時間は必要である。

3 臨床例から学ぶ漢方薬の
効果１
気血水概念からのアプロ
ーチ

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基
原、薬用部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬
局方収載の代表的な生薬の薬効、成分、用途などを
説明できる。【C5-⑴-③-1】 副作用や使用上の注意
が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。【C5-
⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬の薬能(古典的薬
効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み合わせによ
る漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽-①
-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、
治療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬
局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾
患について例示して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現
代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作用と使用上の注意点を
例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】 日本薬局方に
収載されていない頻用漢方処方の適応となる証、症
状や疾患について例示して説明できる。【＊】

漢方病態の把握ツールとしての気血水概念
や五臓六腑論を復習しておく。よく耳にす
る漢方薬がどのような気血水病態や五臓六
腑の不均衡状態で処方されるのかを理解す
るために２時間程度の予習が必要である。
また、学習した漢方薬については、参考図
書などを利用し、理解を深めること。さら
に、疑問点などが出てきた場合は、オフィ
ス・アワーを積極的に利用し、解決するよ
うに心がけること。これらの復習に1.5時間
ぐらいが必要である。

4 臨床例から学ぶ漢方薬の
効果２
五臓六腑論からのアプロ
ーチ

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基
原、薬用部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬
局方収載の代表的な生薬の薬効、成分、用途などを
説明できる。【C5-⑴-③-1】 副作用や使用上の注意
が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。【C5-
⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬の薬能(古典的薬
効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み合わせによ
る漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽-①
-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、
治療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬
局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾
患について例示して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現
代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作用と使用上の注意点を
例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】 日本薬局方に
収載されていない頻用漢方処方の適応となる証、症
状や疾患について例示して説明できる。【＊】

漢方病態の把握ツールとしての気血水概念
や五臓六腑論を復習しておく。よく耳にす
る漢方薬がどのような気血水病態や五臓六
腑の不均衡状態で処方されるのかを理解す
るために２時間程度の予習が必要である。
また、学習した漢方薬については、参考図
書などを利用し、理解を深めること。さら
に、疑問点などが出てきた場合は、オフィ
ス・アワーを積極的に利用し、解決するよ
うに心がけること。これらの復習に1.5時間
ぐらいが必要である。

5 臨床例から学ぶ漢方薬の
効果３
最近の漢方治療の特徴、
EBM

日本薬局方収載の代表的な生薬を列挙し、その基
原、薬用部位を説明できる。【C5-⑴-②-1】 日本薬
局方収載の代表的な生薬の薬効、成分、用途などを
説明できる。【C5-⑴-③-1】 副作用や使用上の注意
が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。【C5-
⑴-③-2】 漢方薬の薬効を構成生薬の薬能(古典的薬
効)で説明できる。【＊】配合生薬の組み合わせによ
る漢方薬の系統的な分類が説明できる。【E2-⑽-①
-3】 漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、
治療法について概説できる。【E2-⑽-②-1】 日本薬
局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾
患について例示して説明できる。【E2-⑽-②-2】 現
代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【E2-⑽-②-3】 漢方薬の副作用と使用上の注意点を
例示して説明できる。【E2-⑽-③-1】 日本薬局方に
収載されていない頻用漢方処方の適応となる証、症
状や疾患について例示して説明できる。【＊】

参考図書や基礎漢方薬学でのノートや授業
プリントなどを利用して、漢方薬に対する
エビデンスなどを調査、理解するために２
時間程度の予習が必要である。
また、疑問点などが出てきた場合は、オフ
ィス・アワーを積極的に利用し、解決する
ように心がけること。これらの復習に1.5時
間ぐらいが必要である。
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【☆】

レギュラトリーサイエンス Regulatory Science

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

奥平　桂一郎 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
レギュラトリーサイエンスとは「科学技術の成果を人と社会との調和の上でもっとも望ましい姿に調整するための科学」であ

る。科学技術の成果物である医薬品を最適な形で社会に適合させる(適正に使用する)という点において、薬剤師を含めた薬学
に関連する多くの業務がレギュラトリーサイエンスの概念に基づき遂行されている。本科目ではレギュラトリーサイエンスを
理解する上で必要な概念や基礎知識の修得を目的とする。
・一般目標（GIO）

レギュラトリーサイエンスの概念および必要性と意義を理解し、これを薬剤師業務に適用することにより、広く患者らの公衆
衛生に寄与する。
・授業の方法

教科書、配布プリント、スライド等を用いて講義形式で授業を行う。講義にてレポートを課すことがある。
・成績評価

定期試験70％、レポートの内容30％で評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

試験答案は希望者に開示する。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

奥平(企業等の研究者)／公的研究機関での研究経験を活かし、レギュラトリーサイエンスの概念やこれに基づく医薬品開発
に関する基本的知識を指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な幅広い科学的知識、特に保健衛生を理解する能力を身につける。
・関連科目

関連科目：薬事関連法・制度、医薬品安全性学、医薬品情報学など
臨床系関連科目・内容：薬剤師として医療に関わるための基本的知識として、薬の有効性や安全性について必要な知識を修

得する。
・教科書

『医薬品のレギュラトリーサイエンス』改訂２版　豊島 聰・黒川 達夫(編)　南山堂
・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 序論、レギュラトリーサ
イエンスの概念と意義

レギュラトリーサイエンスの概念および必要性
と意義について概説できる。
【B⑵②-11】【E3⑴①-5】

レギュラトリーサイエンスの概念と意義につい
て、教科書などを用いて予習する(1.5時間)。
講義内容を整理し、復習する( 2 時間)。

2 医薬品の開発プロセス 医薬品の開発から承認までのプロセスおよび関
連法規について概説できる。【B⑵②-1～1０】

医薬品の開発過程について、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

3 医薬品の有効性と安全性 医薬品等における主作用と副作用、毒性、有害
事象等について概説できる。【E1⑷①-1，2】 

【E2⑻①-1， 2 ，3】

医薬品等のリスクについて、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

4 医薬品の臨床試験 医薬品の臨床試験の意義や手法等について概説
できる。【E3⑴①-3，4】 【E3⑴⑤-1】 【E3⑴⑥
-1，9】

医薬品の臨床試験について、教科書などを用い
て予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、復
習する( 2 時間)。

5 医薬品の情報、レギュラ
トリーサイエンスの役割

医薬品に関する情報および添付文書等などの情
報源について理解し、概説できる。レギュラト
リーサイエンスの実際の役割について概説でき
る。【E3⑴①-1，2】 【E3⑴②-1～6】 【E3⑴⑦-1，
2】

医薬品に関する情報、およびレギュラトリーサ
イエンスの現状と課題について、教科書などを
用いて予習する(1.5時間)。講義内容を整理し、
復習する( 2 時間)。
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創薬薬理学 Drug discovery and pharmacology

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

☆大野　行弘　　大喜多　守 6 年次・前期 0.5 選択

・授業の目的と概要
「創薬薬理学」では、代表的な 8 疾患を中心に新規医薬品の薬理作用と作用機序について、新薬の開発動向も踏まえながら概

説する。新規医薬品の薬理学的な特性を理解するとともに、日々進展している臨床での疾患治療について理解を深めることを目
的とする。
・一般目標（GIO）

代表的な 8 疾患(精神神経疾患、脳血管疾患、免疫・アレレギー疾患、高血圧、心疾患、糖尿病、感染症、がん)に対する最
新の治療薬について、専門的知識(疾患病態、薬理作用および作用機序)を修得する。
・授業の方法

教科書、プリントなどを用い、一部はパワーポイントによるプレゼンテーションで視覚的に理解が深まるよう解説しながら講
義を行う。
・成績評価

定期試験結果(100％)により評価する。
・試験・課題に対するフィードバック方法

定期試験問題および模範解答は開示し、必要に応じて再試験対象者には解説を行う。
・実務経験を有する専任教員名／実務経験を活かした実践的教育内容

大野(企業等の研究者)／企業での薬理学の研究経験を活かし、代表的な 8 疾患に対する最新の治療薬について専門的知識を
指導する。
・学位授与方針との関連

薬の専門家として必要な科学的知識、薬剤師として医療に係るための基本的な知識、チーム医療や薬物治療に必要な専門的知
識として、薬物の作用機序を理解する。
・関連科目

関連科目：薬理学１・２・３・４、薬物治療学１・２・３・４・５、生物薬剤学、薬物動態解析学、病態生化学、機能形態学
など

臨床系関連科目・内容：臨床薬物動態学、臨床導入実習１、臨床導入実習２、病院実務実習、薬局実務実習薬剤師として医療
に関わるための基本的知識として各種治療薬の薬理作用と作用メカニズムを理解し、薬効および副作用発現を洞察するために
必要な知識を習得する。
・教科書

『New薬理学(第 7 版)』田中千賀子他編集　南江堂
・参考書

『図解薬理学』鍋島俊隆他編集　南山堂
『疾患薬理学』成田年監修　ネオメディカル
『今日の治療薬2020』浦部晶夫他編集　南江堂

(☆印は担当代表者)
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 精神疾患(統合失調症、
うつ病、双極性障害、不
安障害など)に作用する
薬

精神疾患について、治療薬の薬理(薬理作用、
機序、主な副作用)および病態を説明できる。

【E2-⑴-③-1～6】

予習( 2 時間)：「授業計画」の各回該当箇所に
ついて教科書で予習し、疑問点を整理しておく。

2 神経疾患(脳血管疾患、
パーキンソン病、認知
症、てんかん、疼痛など)
に作用する薬

神経疾患について、最新の治療薬の薬理(薬理
作用、機序、主な副作用)および病態を説明で
きる。【E2-⑴-③-7～11】

復習( 2 時間)：各回の授業内容を復習し、理解
した内容を講義ノートに整理しておく。

3 免疫・アレレギー疾患
(アレルギー、自己免疫
疾患など)に作用する薬

免疫・炎症・アレルギー疾患について、最新の
治療薬の薬理(薬理作用、機序、主な副作用)
および病態を説明できる。【E2-⑵-①-1、2】、

【E2-⑵-②-1～9】
4 高血圧、心疾患、糖尿病

に作用する薬
循環器系および糖尿病について、最新の治療薬
の薬理(薬理作用、機序、主な副作用)および
病態を説明できる。【E2-⑶-①-1～4】、【E2-⑸
-①-1】

5 感染症、がんに作用する
薬

感染症およびがん(悪性新生物)について、最
新の治療薬の薬理(薬理作用、機序、主な副作
用)および病態を説明できる。【E2-⑺-③-1～
1０】、【E2-⑺-④-1～6】、【E2-⑺-⑤-1、2】、

【E2-⑺-⑥-1、2】、【E2-⑺-⑧-1～13】
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薬学総合演習 Comprehensive Exercises in Pharmaceutical Sciences

指導教員 年次・期間 単位 選必区分

大喜多　守 6 年次・通年 3 必修

・授業の目的と概要
本学における 6 年間の薬学教育の集大成として設置された科目であり、薬学部卒業時に備えているべき知識およびそれに基

づく総合的な判断力を身につけることを目的とする。薬剤師国家試験科目として設定されている「物理・化学・生物」、「衛生」、
「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」のすべての科目について、その出題基準に基づいて講義、
演習形式での学習を行う。
・一般目標（GIO）

薬剤師に必要な知識及びそれに基づく総合的な判断力を修得する。
・授業の方法

講義、演習形式で授業を行い、随時補講を行う。
・成績評価

正規試験の結果に基づいて評価を行う(100%)。講義、補講、薬学総合演習総合試験への出席状況のチェックは厳格に行い、
出席状況により正規試験の受験が認められないことがある。
・試験・課題に対するフィードバック方法

複数回行われる薬学総合演習総合試験により学習到達度を測り、診断カルテを用いて特別研究担当教員および国家試験対策
委員よりフィードバックを行う。
・学位授与方針との関連

医療人として相応しい倫理観と社会性を持ち、薬剤師として医療に関わるための基本的知識を身に付ける。
・関連科目

関連科目：薬剤師国家試験出題基準に相当する内容を含むすべての科目
・教科書

『薬剤師国家試験対策参考書2021年版１「物理」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版２「化学」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版３「生物」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版４「衛生」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版５「薬理」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版６「薬剤」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版７「病態・薬物治療」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版８「法規・制度・倫理」』
『薬剤師国家試験対策参考書2021年版９「実務」』薬学ゼミナール編集

・参考書
『領域別既出問題集、第98～第104回薬剤師国家試験』薬学ゼミナール編集
『回数別既出問題集第105回薬剤師国家試験』薬学ゼミナール編集
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【☆】

・授業計画

回 項　　目 到達目標（SBOs・コアカリキュラム番号）・
授業内容

準備学習（予習･復習、事前事後学修）の
具体的内容と必要な時間

1 「物理」( 7 /77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「物理」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

2 「化学」( 7 /77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「化学」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

3 「生物」( 7 /77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「生物」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

4 「衛生」(10/77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「衛生」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

5 「薬理」(10/77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「薬理」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

6 「薬剤」(10/77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「薬剤」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

7 「 病 態・ 薬 物 治 療 」
(10/77)

薬剤師国家試験出題科目の一つである「病態・
薬物治療」について、薬剤師として必要な知識
および総合的判断力を評価する問題に対応でき
る。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

8 「 法 規・ 制 度・ 倫 理 」
( 6 /77)

薬剤師国家試験出題科目の一つである「法規・
制度・倫理」について、薬剤師として必要な知
識および総合的判断力を評価する問題に対応で
きる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。

9 「実務」(10/77) 薬剤師国家試験出題科目の一つである「実務」
について、薬剤師として必要な知識および総合
的判断力を評価する問題に対応できる。

予習：講義範囲について、これまで学んできた
ことを振り返り、わからない個所をあらかじめ
整理した上で講義に臨むよう準備を行う( 2 時
間)。復習：学習した内容について、問題集等を
解くこと等により知識の定着をはかる( 2 時
間)。
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
6年次前期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課

題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま

とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」の作成を

行う。評価項目として、研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」および「卒業論
文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技能」の評価項目
では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点の評価の細目数
が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯

にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度を養う。また、薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行す
る意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を養う。
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特別演習・実習 Laboratory Exercises and Practice

指導教員 年次・期間 単位 選必区分
4 年次前期～
6年次前期 18 薬学科：必修

・授業の目的と概要
配属研究室において、文献調査を通して薬学関連研究テーマの目的と学術的意義を理解した上で、研究テーマを進めながら課
題発見および解決能力を涵養しつつ、新たな「発見・創造」に触れ研究の面白さを知ることで創造的精神を養う。
・一般目標（GIO）
研究課題の達成までのプロセスを体験し、研究遂行に必要な知識・技能を修得すると共に、研究成果について議論・発表・ま
とめる能力を養成する。
・到達目標（SBOs）
１．研究課題に関連するこれまでの研究成果の問題点を抽出できる。
２．研究課題に関連する論文を読み、理解できる。
３．実験計画を立て、実験を実施できる。
４．実験の結果をまとめることができる。
５．実験の結果を考察し、評価できる。
６．研究の成果を発表し、質疑応答ができる。
７．研究の成果を研究倫理に則しながら、報告書や論文としてまとめることができる。
８．生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。

・授業の方法
文献調査、演習並びに実験

・準備学習（予習）
予習：あらかじめ実験・調査手順を予習しておくこと。

・準備学習（復習）
復習：実験・調査の結果をまとめ整理しておくこと。

・成績評価
研究活動の中で様々な「技能」を身につけながら、得られた成果のまとめとして「研究発表」の実施と「卒業論文」の作成を
行う。評価項目として、研究活動に対する「態度」、この間に身につけた「知識・技能」、さらに「研究発表」および「卒業論
文」を評価する。各評価項目について、それぞれ別に定めた５つの評価細目を５段階で評価する。「態度」、「技能」の評価項目
では、評価が１点の細目がそれぞれ２つ以下であること、および、「研究発表」、「卒業論文」については、１点の評価の細目数
が２名の教員の合計で４つ以下であること、を合格基準とする。
・試験・課題に対するフィードバック方法
研究室で行う実験報告会での発表や実験報告書の提出に対して助言を行う。

・学位授与方針との関連
薬の専門家として必要な幅広い科学的知識・技能・態度に加え、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力及び生涯
にわたる自己研鑽力と次世代を担う人材を育成する意欲と態度を養う。また、薬学・医療の進歩と改善に役立てる研究を遂行す
る意欲と科学的根拠・研究に基づく問題発見・解決能力を養う。
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薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプ
ターとの結合に大きな影響を与えることがある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を
自由に変化させ、さらには活性をもコントロールすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行
う。

②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザインαヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすい
アミノ酸の組合せが知られている。これらをベースにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザ
インを行う。

③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送する
ためのツールとして注目されている。天然のアミノ酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新
しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①ヒスタミンH3レセプター(H3R)を基盤とする創薬研究アルツハイマー病などの治療薬として期待される
H3Rアンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん細胞増殖抑制化合物への応用

②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発シアノホスフェートからテトラゾールの生成-脱窒素反応
の研究とその応用

③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

④複素環化合物の官能基導入反応の開発医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新
たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
アンチセンス法やRNA干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、ごく最近この概念に基づいた核酸

医薬が相次いで承認され実用化の段階に入ってきた。しかし、核酸医薬がさらに効果的に治療効果を発揮す
るには膜透過性や生体内の核酸分解酵素に対する安定性の向上を図りながら遺伝子発現抑制効果を減弱さ
せない戦略が必要である。そこで、以上のような特性をもつ新たな修飾核酸としてプロドラッグ型修飾核酸
を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②プロドラッグ型siRNAを用いた家族性高コレステロール血症治療薬の開発

有効な治療薬のない家族性高コレステロール血症の治療薬の開発を目的として、アポリポタンパクB 
(ApoB) mRNAを標的とするプロドラッグ型siRNAを設計・合成し、細胞を用いたin vitroおよびモデル動
物を用いたin vivoにおけるApoB発現抑制活性を指標に治療薬としての有効性を評価する。
③細胞内移送能を有する細胞膜透過性ペプチドの開発

細胞膜を透過する機能を有するペプチド(細胞膜透過性ペプチド)は、極性を有する化合物(医薬品)を
細胞内に導入するための有力なデバイスの 1 つである。この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用い
てその細胞膜透過能の評価を行う。
④細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用

アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通過
して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細胞内
への移行性を細胞を用いて評価する。
⑤がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発

がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を組
み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子の開
発を行う。
⑥金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究

DNAの二重らせん構造は、水素結合による塩基対の形成が基盤となっている。最近、特定の金属イオン
が核酸塩基間に配位して金属錯体型塩基対が形成されることが明らかにされた。当研究室では、DNAポリ
メラーゼが金属錯体型塩基対の形成を介した複製反応を触媒することを世界に先駆けて見出し、本反応の
金属選択性、限界等について検討を行っている。
⑦天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の

開発
DNAやRNAは構成成分として光学活性なD型リボースを有する。その鏡像体であるL型リボースは天然

には存在せず、当研究室ではL型リボースから成る鏡像体核酸を化学合成し、生体内の核酸分解酵素に認識
されず非常に優れたな安定性を有することを明らかにしてきた。このような鏡像体核酸の生体内安定性を
利用してin vivoで利用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 品 物 理 化 学
友 尾　 幸 司
尹 　 康 子

①遺伝情報翻訳開始反応機構の解明
遺伝情報を読みとり、タンパク質の生合成を開始させるのに必要な蛋白質や、その反応を制御する翻訳調

節因子等の一連の蛋白質の立体構造をＸ線結晶構造解析法等により解析し、その生理機能の仕組みを分子
レベルで明らかにして翻訳開始反応機構を解明する。
②認知症に関与するタウ蛋白質の構造と機能の解明ならびに認知症治療薬の開発

アルツハイマー型認知症の脳内では、微小管結合蛋白質であるタウ蛋白質の不溶性フィラメント形成が
確認される。本来可溶性のタウ蛋白質が不溶性になるメカニズムを、種々の分光学的方法を駆使して構造化
学的に解明する。
③放線菌におけるATP結合カセット(ABC)トランスポーター依存型糖取り込み機構の解明

放線菌 S.thermoviolaceus OPC-520株由来キシロオリゴ糖トランスポーターは、微生物ABCトランスポ
ーターの一つであり、 4 種のBxlタンパク質群からなる。これらの各Bxlタンパク質の構造と機能を解析し、
本放線菌における糖輸送機構を解明する。
④新規抗菌薬の開発を目指した病原性細菌の鉄取り込み機構の解明

病原細菌の一つである Vibriovulnificus M2799株は、生育に鉄イオンを必須とする。その鉄イオンの取り
込みには様々なタンパク質が関与し非常に複雑な機構を有する。それら鉄イオン取り込みに関与するタン
パク質について構造機能解析を行い、得られた構造情報から抗菌作用を有すると推測される鉄イオン取り
込み阻害物質の分子設計を行う。

分 子 構 造 化 学
土 井　 光 暢
浅 野　 晶 子
加 藤　 巧 馬

①コンホーメーションコントロールについて生理活性を有するペプチドの中には、その立体構造がレセプ
ターとの結合に大きな影響を与えることがある。これらのペプチドに化学修飾を行うことで、立体構造を
自由に変化させ、さらには活性をもコントロールすることで、アゴニスト、アンタゴニストの開発を行
う。

②基本構造モチーフに基づいたペプチドのデザインαヘリックスやβターンなどの基本構造をとりやすい
アミノ酸の組合せが知られている。これらをベースにより安定化させた構造や、制御された会合体のデザ
インを行う。

③非天然型アミノ酸を用いた膜透過性ペプチドの開発膜透過性ペプチドは様々な物質を細胞内へ輸送する
ためのツールとして注目されている。天然のアミノ酸だけでなく非天然型のアミノ酸を用いることで新
しいタイプの膜透過性ペプチドを合成し、その機能評価を行う。

生 体 分 析 学
天 滿 　 敬
平 田　 雅 彦
近 藤　 直 哉

①新しい画像診断薬剤(分子イメージングプローブ)の開発研究：各種のがん疾患、動脈硬化等の血管疾
患、脳梗塞・心筋梗塞等の虚血性疾患、アルツハイマー病等の脳神経疾患や、それら多くの疾患に共通す
る病態である炎症やエネルギー代謝変化等を対象に、それらの病態メカニズムと臨床要求性を考慮の上、
各種疾患の質的診断や効率的な治療の推進に貢献しうる新しい画像診断薬剤(分子イメージングプロー
ブ)の開発研究を行う。

②分子イメージングを用いた病態の画像解析に関する研究：これまでに当研究室で開発した画像診断薬剤
(分子イメージングプローブ)と各種の病態モデル動物を用いて、標的とする生体内機能分子の挙動追跡
の可能性、および、得られる画像解析結果をイメージングバイオマーカーとした診断への応用可能性につ
いて検討する。

③ホウ素中性子捕捉療法によるがん治療の効率化のための分子イメージングを基盤としたセラノスティク
ス研究：がん細胞内部に送達したホウ素の核反応を利用するホウ素中性子捕捉療法(BNCT)は、革新的
な治療効果を発揮する新しいがん治療法である。BNCT領域における最大の課題は、新しいホウ素薬剤の
開発、および、その有効性を評価するための方法論開発にある。本研究課題では、がんへの効率的な送達
を可能とする新しいホウ素薬剤、および、その画像化を可能とする分子イメージングプローブ開発を行
う。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

91

４
年
次
生

有 機 薬 化 学
宇 佐 美　 吉 英
米 山　 弘 樹
葉 山 　 登

①ヒスタミンH3レセプター(H3R)を基盤とする創薬研究アルツハイマー病などの治療薬として期待される
H3Rアンタゴニストの開発と、これを基にした乳がん細胞増殖抑制化合物への応用

②合成中間体シアノホスフェートの新反応の開発シアノホスフェートからテトラゾールの生成-脱窒素反応
の研究とその応用

③抗がん薬の開発を目指した生理活性天然物の全合成研究海洋由来抗腫瘍天然物の全合成ならびにその関
連化合物の合成を行い、制がん剤あるいは抗ウイルス薬の創製を目指す。また、メラニン色素形成阻害剤
の創生を目指すシクロペンテノン型海洋天然物の合成についても検討する。

④複素環化合物の官能基導入反応の開発医薬品を社会に安定供給するために、プロセス化学を指向した新
たな反応剤の創製を機軸とする、効率的官能基変換反応の開発を目指す。

機能分子創製化学
浦 田　 秀 仁
和 田　 俊 一
林 　 淳 祐

①プロドラッグ型新規修飾核酸の合成とRNA干渉など遺伝子発現制御分子の開発
アンチセンス法やRNA干渉法は特定の遺伝子発現を抑制する方法で、ごく最近この概念に基づいた核酸

医薬が相次いで承認され実用化の段階に入ってきた。しかし、核酸医薬がさらに効果的に治療効果を発揮す
るには膜透過性や生体内の核酸分解酵素に対する安定性の向上を図りながら遺伝子発現抑制効果を減弱さ
せない戦略が必要である。そこで、以上のような特性をもつ新たな修飾核酸としてプロドラッグ型修飾核酸
を設計・合成し、そのin vitroでの遺伝子発現抑制効果の検討を行っている。
②プロドラッグ型siRNAを用いた家族性高コレステロール血症治療薬の開発

有効な治療薬のない家族性高コレステロール血症の治療薬の開発を目的として、アポリポタンパクB 
(ApoB) mRNAを標的とするプロドラッグ型siRNAを設計・合成し、細胞を用いたin vitroおよびモデル動
物を用いたin vivoにおけるApoB発現抑制活性を指標に治療薬としての有効性を評価する。
③細胞内移送能を有する細胞膜透過性ペプチドの開発

細胞膜を透過する機能を有するペプチド(細胞膜透過性ペプチド)は、極性を有する化合物(医薬品)を
細胞内に導入するための有力なデバイスの 1 つである。この膜透過性ペプチドを設計・合成し、細胞を用い
てその細胞膜透過能の評価を行う。
④細胞膜透過性ペプチドの核酸医薬細胞内デリバリーツールとしての応用

アンチセンスやsiRNAなど核酸医薬に用いられるオリゴヌクレオチドは極性高分子のため細胞膜を通過
して細胞内に入ることができない。核酸医薬と細胞膜透過性ペプチドの複合体を作製し、核酸医薬の細胞内
への移行性を細胞を用いて評価する。
⑤がん細胞を可視化するペプチド性イメージング分子の開発

がん細胞表面には種々の特異的な分子が発現している。この分子に特異的に結合するリガンド分子を組
み込んだペプチドを設計・合成し、がん細胞を可視化する機能を有するペプチド性イメージング分子の開
発を行う。
⑥金属イオン架橋型塩基対の形成を介するDNAポリメラーゼの複製反応に関する研究

DNAの二重らせん構造は、水素結合による塩基対の形成が基盤となっている。最近、特定の金属イオン
が核酸塩基間に配位して金属錯体型塩基対が形成されることが明らかにされた。当研究室では、DNAポリ
メラーゼが金属錯体型塩基対の形成を介した複製反応を触媒することを世界に先駆けて見出し、本反応の
金属選択性、限界等について検討を行っている。
⑦天然には存在しない鏡像体核酸の合成とその高い生体内安定性を利用した細胞内情報可視化ナノ分子の

開発
DNAやRNAは構成成分として光学活性なD型リボースを有する。その鏡像体であるL型リボースは天然

には存在せず、当研究室ではL型リボースから成る鏡像体核酸を化学合成し、生体内の核酸分解酵素に認識
されず非常に優れたな安定性を有することを明らかにしてきた。このような鏡像体核酸の生体内安定性を
利用してin vivoで利用可能な各種バイオセンサーなどへの応用を検討している。

医 薬 分 子 化 学
平 野　 智 也
山 田　 剛 司
菊 地 　 崇

・医療への応用を志向した光機能性分子の開発
・ヒストンメチル化酵素に対する阻害剤および機能解析手法の開発
・エピジェネティクスを解析するための化学的手法の開発
・海洋生物由来菌類、植物および食用キノコからの生物活性分子探索

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質‐タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuinに作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ(顆粒球
コロニー刺激因子)による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα2グリコプロテイン(LRG)の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1)脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2)NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3)筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4)肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1)肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2)脂肪細胞の褐色化(ベージュ化)を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3)筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4)脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5)活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1)肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2)アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究
1)マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
( 4 )病原微生物の分子疫学的解析
②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究
( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
乳腺がんや胃がん細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検

討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。

細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用を
目指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。

生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗が
ん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。
⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究

河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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92

生 薬 科 学
谷 口　 雅 彦
芝 野　 真 喜 雄
平 田　 佳 之

①各種生薬成分の構造解析と生理活性に関する研究
②植物中のグルコシダーゼ阻害活性成分の検索と特異的阻害剤の開発研究
③生薬の国内生産に関する基礎研究
④サプリメントの有用性に関する研究
⑤グリチルリチン含量を上げるための栽培法の確立と甘草の化学的品質評価法に関する研究
⑥タンパク質‐タンパク質相互作用を阻害する新規天然化合物の探索研究
⑦Sirtuinに作用するヘアケア・ヘアキュア化粧品の開発

生 化 学
福 永　 理 己 郎
藤 井 　 忍
藤 井　 俊 裕

①サイトカインによる造血細胞の増殖・分化の分子機構の解明造血サイトカイン、特にＧ-ＣＳＦ(顆粒球
コロニー刺激因子)による好中球前駆細胞の細胞増殖と細胞分化の分子メカニズムを明らかにするため
に、ヒトやマウスの骨髄球培養細胞における遺伝子発現や細胞内情報伝達に関わるタンパク質の分子機
能と生理的役割を研究する。

②プロテインキナーゼを介した細胞内情報伝達の分子機構の解明細胞の増殖・がん化・分化に重要な役割
を果たす細胞内情報伝達に関わるプロテインキナーゼ群、特にＭＡＰキナーゼカスケードに焦点を当て、
ＭＡＰキナーゼやＭｎｋキナーゼの標的タンパク質を探索・同定し、その分子的・生理的機能を明らか
にする。

③ロイシンリッチα2グリコプロテイン(LRG)の機能解明ほ乳類の血液中に存在するLRGは毒ヘビ血液中
に存在するホスホリパーゼA2阻害タンパク質と相同性を示す。LRGノックアウトマウスの表現形を野生
型と比較することによってLRGの生理機能を明らかにするとともに、哺乳類細胞発現系を用いて組換え
LRGを大量発現させて分子機能を明らかにする。

④ホスホリパーゼA2阻害タンパク質の構造と阻害機構の解明本研究室で発見した 3種類のホスホリパーゼ
A2阻害タンパク質について、哺乳類細胞発現系を用いた組換えタンパク質の大量発現とX線結晶解析、部
位特異的変異体を用いたホスホリパーゼA2との相互作用の解析などについて検討する。
⑤リン脂質加水分解酵素の触媒機能の解明リン脂質加水分解酵素を生体から精製、もしくは、大腸菌を用い
た発現系を構築して精製し、酵素反応速度論に基づいて種々の実験を行うことにより、どのような反応機
構で酵素が基質に作用するのかを明らかにする。

⑥リン脂質加水分解酵素の低分子阻害剤による阻害機構の解明低分子の酵素阻害物質、特に基質と構造の
よく似た化合物や金属イオンを用い、酵素反応に対する阻害作用、およびその物質と酵素との結合を酵素
反応速度論に基づいて解析することにより、酵素と阻害物質との結合様式を明らかにする。

病 態 生 化 学
藤 森 　 功
小 池　 敦 資
前 原　 都 有 子

①脂質代謝異常疾患、特に肥満に関する研究肥満を制御するメカニズムを解明し、肥満を解消･予防する薬
剤を開発する。
1)脂質メディエーターによる肥満制御機構の解明と新規抗肥満薬の開発
2)NASH進展における脂質メディエーターの機能解明
3)筋細胞への糖取込み促進機構の解明
4)肥満のエピジェネティクス制御

②天然物由来成分あるいは機能性食品成分を用いた細胞の分化制御に関する研究
1)肥満抑制作用を有する成分の同定と作用機構の解析
2)脂肪細胞の褐色化(ベージュ化)を誘導する成分の同定と作用機構の解析
3)筋細胞への糖の取込みを促進する成分の同定と作用機構の解析
4)脂肪分解を促進する成分の同定と作用機構の解析
5)活性酸素による神経細胞死を抑制する成分の同定と作用機構の解析

③脂質メディエーターによる炎症制御に関する研究
1)肺炎などの呼吸器疾患における脂質メディエーターの機能解明
2)アスピリン喘息に関する研究

④マクロファージの機能制御に関する研究
1)マクロファージの活性化制御に関する研究

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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感 染 制 御 学
駒 野 　 淳
宮 本　 勝 城
土 屋　 孝 弘

①宿主-病原体相互作用の解析を通じた病原性発揮メカニズムの解明
( 1 )病原微生物の宿主生体中における増殖機構の解明
( 2 )病原性発現の分子メカニズム解明
( 3 )病原微生物に対する免疫応答の解析
( 4 )病原微生物の分子疫学的解析
②感染症に対する新たな治療戦略の開発
③微生物の医用・産業利用に関する研究
( 1 )タンパク質送達系によるdirect reprogrammingの研究 
( 2 )キチン・キシラン分解機構に関する研究

生体機能解析学
坂 口 　 実
田 中 　 智

①がん細胞の増殖に対する薬物の効果とそのメカニズムの解明。
乳腺がんや胃がん細胞などの増殖を抑制する新規な化合物の作用メカニズムを解明してその有用性を検

討する。
②細胞増殖や細胞死におけるプロテアーゼの役割の解明とその阻害薬のがん治療への応用。

細胞の増殖や細胞死におけるプロテアーゼの機能を解析し，プロテアーゼ阻害薬のがん治療への応用を
目指す。
③細胞の生存や傷害の保護および分化促進活性を有する化合物の探索。

生薬や食品由来化合物について細胞の増殖・生存・分化・アポトーシス死に及ぼす影響を検討し、抗が
ん作用や細胞機能維持に有用な化合物を探索してその有用性を検討する。

衛 生 化 学
奥 平　 桂 一 郎
佐 久 間　 覚
東 　 剛 志

①動脈硬化関連因子の機能と生理的意義に関する研究
抗動脈硬化的に機能する高密度血漿リポタンパク質HDLとその関連因子を対象として、機能および生理

作用の詳細を明らかにし、病態の機序解明及び治療法の開発を目指す。
②がん治療を指向したDDS製剤の開発に関する研究

人工的に作製したリポタンパク質様脂質ナノ粒子を用いて、腫瘍標的化製剤としての開発を試みる。
③プロテインノックダウン法による抗がん剤の創製研究

細胞内の病因タンパク質を選択的に分解に導く手法(プロテインノックダウン法)を応用して、新しい抗
がん活性を持つ化合物の開発を試みる。
④アンチセンス核酸の遺伝子発現抑制の分子機構に関する研究

Gapmer型アンチセンス核酸が、細胞に取り込まれて遺伝子の発現を抑制する分子機構の解明を目指す。
⑤脂肪細胞分化の調節因子に関する研究

脂肪細胞分化に対する環境汚染物質および食品由来成分の影響を調べ、生活習慣病を誘発する肥満を防
御する薬物の開発を試みる。
⑥脳血管内皮細胞のtight junctionに影響を及ぼす因子に関する研究

脳血管内皮細胞のtight junctionタンパク質の量的、質的変化や相互作用に対する酸化ストレス関連因子、
環境汚染物質ならびに食品由来成分の影響を調べ、血液脳関門のバリア機能を強化する薬物の開発を試み
る。
⑦環境を汚染する医薬品類を対象にした流域水質管理に関する研究

河川や下水処理場、医療機関を対象に医薬品による環境汚染問題の実態及び動態を明らかにするととも
に、除染技術の開発を試みる。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す。

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミュレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写調

節機構の観点から検討する。
②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割

高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展にお
ける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。
③腎疾患と血管機能

急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと新
たな治療法の確立について検討する。
④循環器疾患と性差

虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の発
症・進展における性差メカニズムについて検討する。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構

腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討する。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究

高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール成
分など)の病態改善効果について検討する。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療

種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患(統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患(パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル (Kir4.1チャネル)の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質 2 A (Synaptic vesicle glycoprotein 2 A SV2A)の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床
・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックイン動物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質(腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など)の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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薬 剤 学
永 井　 純 也
本 橋　 秀 之
竹 林　 裕 美 子

①病態時における薬物動態変動の分子機構解析とそれに基づく薬物投与法の至適化に関する研究薬物動態
の主要な 4 つの過程である「吸収」「分布」「代謝」「排泄」には、トランスポーターや代謝酵素などの薬
物動態制御分子が重要な役割を果たしている。本研究では、様々な病態時における薬物動態制御分子の発
現や機能変動を解明すること目的として、分子レベルから全身レベルにわたる研究を展開する。

②薬物動態制御分子を標的とした薬効増強および副作用低減に関する研究薬物が薬効を発現するためには、
作用発現する部位へ到達する必要がある。一方で、副作用発現の原因の一つに望まない部位への薬物の到
達が挙げられる。こうした薬物の特定の部位への到達には、トランスポーターなどの薬物動態制御分子が
関与していることが多い。本研究では、これら薬物動態制御分子を標的とすることで、特定部位への効率
的な薬物の送達あるいは移行回避を行うことで、薬効の増強あるいは副作用低減を目指した研究を行う。

③間葉系幹細胞を用いた新規薬物送達法及び治療法の開発間葉系幹細胞の一つである脂肪幹細胞は、がん
組織特異的な集積性を有するとされ、がん組織に抗がん剤を選択的に送達するためのDDS素材として注
目されている。一方、脂肪幹細胞は組織障害を軽減することも報告されており、細胞医薬としての応用も
期待されている。本研究では、抗がん剤のキャリアーとしての脂肪幹細胞の有用性評価に加え、薬剤性組
織障害に対する脂肪幹細胞の低減効果について、検討を進め、脂肪幹細胞を用いた新規治療法の開発に向
けた研究を行う。

製 剤 設 計 学
戸 塚　 裕 一
門 田　 和 紀
内 山　 博 雅

①機能性添加剤を利用した難水溶性有効化合物の溶解性・吸収性改善新規の製剤設計あるいは機能性食品
開発にも有用な機能性粉末の開発を目指す。

②高分子や糖類を用いた新規分散系の検討医薬品、食品、化粧品などの処方に応用可能な新規複合体やナノ
クラスター構造などを開発する。

③経肺投与に適した機能性微粒子の研究人体の毒性リスクが低く、かつ高効率に到達するような微粒子の
開発を目指す。

④難溶性有効成分の微粒化による溶解性・吸収性の改善粉砕を利用した難溶性成分の微粒化により医薬品
や健康食品に有用な粒子開発を行う。

⑤数値シミュレーションによる肺到達型機能性粒子の設計数値シミュレーションを利用して高効率で肺内
に送達可能な粉末吸入製剤の設計

⑥in vitro-in vivoの関係性を精度よく予測できる試験系の構築 (注射および経肺投与に関して) in vitro-in 
vivoの関係性を予測できる評価系の構築を行うことで、シミュレーションによる予測の精度を高める研究 

(細胞および動物も使用予定)

病態分子薬理学
大 喜 多　 守
中 川　 恵 輔

①内皮由来血管作動性物質の産生調節機構
培養血管内皮細胞を用い、エンドセリンや一酸化窒素の産生調節機構について、遺伝子発現および転写調

節機構の観点から検討する。
②種々循環器疾患の発症と進展機構における血管作動性物質の病態生理学的役割

高血圧、急性・慢性腎臓病、虚血性・慢性心臓病などの疾患モデル動物を作製し、病態の発症と進展にお
ける種々の生体因子(ノルアドレナリン・エンドセリン・一酸化窒素など)の役割を検討する。
③腎疾患と血管機能

急性・慢性腎障害モデル動物を用いて、尿毒症物質により誘発される血管機能障害発症メカニズムと新
たな治療法の確立について検討する。
④循環器疾患と性差

虚血性・慢性・薬剤性腎障害、虚血性心疾患、容量負荷心不全などの疾患モデル動物を作製し、病態の発
症・進展における性差メカニズムについて検討する。
⑤交感神経からのノルエピネフリン放出機構

腸間膜動脈や心臓の灌流標本を用いて、交感神経からのノルアドレナリン放出機構について種々の観点
から検討する。
⑥抗酸化性機能性食品素材の新規生理活性に関する研究

高血圧や糖尿病などの疾患モデル動物に対する抗酸化性機能性食品素材(天然物由来ポリフェノール成
分など)の病態改善効果について検討する。
⑦肺性高血圧の病態発症と薬物治療

種々の肺性高血圧実験モデル動物を用いて、その発症機構と薬物による病態改善効果について検討する。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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４
年
次
生

薬品作用解析学
大 野　 行 弘
清 水　 佐 紀
國 澤　 直 史

• 精神疾患(統合失調症、うつ病、不安障害、注意欠如/多動症など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 神経疾患(パーキンソン病、てんかん、本態性振戦など)の病態・薬理・薬物治療研究 
• 脳内ドパミンおよびセロトニン神経系の機能解析 
• アストロサイト内向き整流性カリウムチャネル (Kir4.1チャネル)の機能解析 
• シナプス小胞蛋白質 2 A (Synaptic vesicle glycoprotein 2 A SV2A)の機能解析 
• 中枢神経作用薬の薬理研究 

循環病態治療学
林 　 哲 也
井 尻　 好 雄
加 藤　 隆 児

「動脈硬化・心不全の発症と進展に関する研究」「薬剤適正使用のための研究」
・酸化ストレスが動脈硬化や心不全の発症・進展に及ぼす影響とラジカルスカベンジ療法の有効性
・睡眠時無呼吸症候群に関連する間歇的低酸素負荷に伴う心・血管・腎・脳のストレス応答
・肺高血圧症と右室リモデリングの分子形態学的メカニズムと治療薬の開発
・新たな抗凝固薬による心・血管保護効果の可能性とそのメカニズムの解明
・ヒトiPS細胞を用いたCardio-Oncologyの基礎と臨床
・ 3 次元培養を用いたin vitroアッセイシステムによる重篤副作用の予測
・TNF-α関連致死的疾患に対する早期バイオマーカーの確立と新規治療薬の開発

薬 物 治 療 学
松 村　 人 志
幸 田　 祐 佳
田 中　 早 織

①脳と精神と行動に関するさまざまな障害の原因・予防・治療・ケア等について、臨床医学・薬物治療学
的観点からの臨床研究と、ラット等を用いた神経科学的研究を、並行して行っている。現在取り組んでい
るのは、睡眠及び依存に関する神経科学的研究、抗精神病薬に関する臨床研究である。

②肥満・糖尿病合併症を含め種々の酸化ストレス疾患の病態解明のみならず制御ならびに予防法の確立を
目指す。

③糖尿病モデルラットを用いた糖尿病合併高脂血症と小腸脂質吸収・再合成機能に関する研究：糖尿病ラ
ットを作成して、小腸絨毛上皮の過形成性変化、13C-trioctanoin呼気試験による脂肪吸収機能、小腸上皮
細胞の脂肪再合成タンパク発現を判定し、糖尿病に合併する高脂血症と小腸からの脂肪吸収の相関を検
討することにより、脂質異常症やメタボリックシンドロームにおける消化吸収の病態解明や予防法・治
療法の開発を目指しています。

④生体ビデオ強調型コントラスト顕微鏡システムを用いた胃粘液細胞の粘液開口放出に関する基礎的研
究：生きた胃粘液細胞を用いて粘液の分泌を観察することにより、細胞内情報伝達物質を解析し、胃粘膜
防御機構のメカニズムを解明するとともに胃酸分泌との相関を検討し、胃粘膜病変の予防法・薬物治療
法の開発を目指しています。

薬 物 治 療 学 II
福 森　 亮 雄
山 口　 敬 子

・認知症の病態解明と診断・治療法開発に関する基礎・臨床研究
・自己免疫性脳炎の病態解明と診断法の開発に関する基礎・臨床研究
・非天然アミノ酸を用いた受容体のリガンドを探索する基礎研究
・Crispr/Cas 9 を用いたノックイン動物の作成とその解析
・有機試薬の合成とその構造解析並びに分析化学への応用に関する研究

キサンテン系色素をはじめとする新しい有機試薬の合成とその特性並びに化学構造の探索、更には創製
した有機試薬の分析化学への応用などについて検討します。
・病態関連物質の測定法の開発に関する研究

病態と関連する種々の物質(腫瘍マーカー、腎疾患マーカー、金属イオン、活性酸素および過酸化物、ア
ルデヒド類、糖類、チオール化合物、医薬品など)の新規高感度分析法の開発とその応用などについて検討
します。
・生理活性作用を有する金属錯体の創製に関する研究

金属錯体の創製とその特性並びに化学構造の検索、更には創製した金属錯体の生理活性作用に関する探
索について検討します。

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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【☆】

96

社 会 薬 学・
薬 局 管 理 学
恩 田　 光 子
庄 司 雅 紀

①薬剤師による在宅ケアサービスのアウトカムに関する研究
②慢性疾患管理による地域ケアモデルの構築とその臨床・経済的効果に関する研究
③セルフメディケーション支援とその効果に関する研究
④薬局を起点とした認知症早期発見体制の構築に関する研究
⑤介護施設における薬剤師の関与とその効果に関する研究
⑥医師-薬剤師連携による高齢者の薬物療法適正化に関する研究
⑦服薬アドヒアランス向上に関する研究
⑧医薬品情報の授受に関する研究
⑨薬局におけるリスクマネジメントに関する研究
⑩諸外国における薬剤師業務の比較研究
⑪病院感染についての微生物学的および治療学的研究

臨 床 薬 学 教 育
研 究 セ ン タ ー
中 村　 敏 明
岩 永　 一 範
中 村 　 任
角 山　 香 織
細 畑　 圭 子
内 田　 ま や こ
音 窪　 麻 衣

薬局・病院クリニカルリサーチ実務実習終了後に 6 か月以上、薬局や病院において臨床研修を継続し、臨
床の実践能力を培うと同時に、臨床研修の中から課題を見出し、研究する。研究室における研究下記のテー
マに関連した研究を主に研究室で行う。
①服用mediaが薬物の消化管吸収性に及ぼす影響に関する検討(担当：岩永一範)ジュースをはじめ、様々

な飲料(服用media)を用いて医薬品を服用した際の薬物溶解性や小腸膜透過性に及ぼす影響について明
らかにすることにより、安全かつ有効な医薬品服用方法に関する情報提供を行う。

②がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の有効性と安全性に対するバイオマーカーの探索と臨床評価
(担当：中村任)がん化学療法ならびに循環器疾患薬物療法の薬効や副作用の個体差を規定する因子の探
索を行い、医療機関とも連携しながら臨床上の有用性を検証する。

③医薬品情報学的アプローチによる薬物療法のリスク最小化研究(担当：中村敏明、角山香織)
１) いろいろな医療データベースの活用やアンケート調査などから、薬物療法のリスク最小化に必要な医

薬品情報を構築し、その有用性を評価する。
２) 医薬品の適正使用に不可欠な情報の効率的かつ効果的な提供方法(お薬手帳の活用や患者向け情報資

材の作成など)を開発し、患者さんが安心・安全に薬を使うための研究を行う。
④教育プログラムの改善・充実や教育効果の評価に関する研究(担当：角山香織)課題発見・解決能力の向

上やプロフェッショナリズムの涵養を目指し、効果的な教育プログラムの構築とその評価に関する研究
を行う。

⑤医薬品の有効性および安全性の評価に向けた医療情報データベースの活用(担当：細畑圭子・内田まや
こ)実臨床から構築されたデータベースを用いて、一般患者集団における医薬品の有用性や安全性、使用
実態を解析し、副作用重篤化回避や患者指導に有用な知見を得る研究を行う。

⑥がん化学療法ならびに緩和薬物療法の有効性と安全性向上のための臨床評価(担当：細畑圭子・内田ま
やこ)がん化学療法ならびに緩和薬物療法を行う上で生じる臨床的疑問や有害事象などの問題点の解決
に向けて、医療機関と連携しながら臨床研究を行い有害事象の発現因子を同定し、臨床へのフィードバッ
クを目指す。

薬 学 教 育 研 究
セ ン タ ー
大 桃　 善 朗
井 上　 晴 嗣
宮 崎 　 誠
佐 藤　 卓 史
長 谷 井　 友 尋
倉 田　 里 穂

(１)薬学教育研究
(２)学術調査研究(各教員の研究テーマキーワード)
① 分子イメージング、画像診断用医薬品
② 血清タンパク質
③ 薬理効果の速度論解析、薬物の最適投与計画、生体リズム
④ シスプラチン耐性がん、制がん性金属錯体
⑤ 疫学、環境、エピジェネティクス
⑥ 自己炎症性疾患、免疫　

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ

教育研究グループ
担 当 教 員 研究テーマ
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